
発表日 所属   タイトル

2025/1/6

2025/1/6 教育委員会富士特別支援学校教頭 山崎 美穂子 富士特別支援学校３校合同展示「SCRUM ARTS（図書館展）」を開催します

2025/1/6
がんセンター局がんセンタマネジメントセンター 
医療広報担当

出張がんよろず相談の実施

2025/1/6 健康福祉部衛生課食品監視班 令和６年度静岡県農畜水産物等の放射性物質検査結果（第４報）

2025/1/6 健康福祉部衛生課動物愛護班 静岡県動物愛護センターの諸室等にネーミングライツパートナーを募集

2025/1/6 健康福祉部衛生課食品監視班 食品検査情報（第８報）

2025/1/6 くらし・環境部環境ふれあい課環境ふれあい班 早咲き桜の開花情報を提供します！

2025/1/7

2025/1/7 交通基盤部建設業課建設業班 工事請負契約等に係る入札参加停止

2025/1/7
経済産業部職業能力開発課ものづくり人材班 富
永

ものづくり体験「WAZAチャレンジ教室」の開催

2025/1/7 健康福祉部健康増進課健康増進班
健康寿命日本一の静岡県、2025年「健康長寿の３要素」を意識しよう！～県で普及啓発動画を作成し、
YouTubeや駅コンで広報中～

2025/1/7 健康福祉部医療政策課医療企画班 【取材依頼】地域医療シンポジウムinかけがわ

2025/1/7 健康福祉部介護保険課施設整備班 特別養護老人ホームの入居希望者の状況

2025/1/7 スポーツ・文化観光部空港振興課小野、大澤 富士山静岡空港定期便における年末年始の利用実績

2025/1/7 スポーツ・文化観光部観光振興課観光振興班
令和６年度 第６回ガストロノミーツーリズム研究会  テーマ「静岡を日本のバスクに伝統と革新が出会
う食の王国へ」

2025/1/7 スポーツ・文化観光部世界遺産課交流・継承班 ｢富士山の日｣フェスタ2025 一般参加者を募集しています！

2025/1/7 くらし・環境部水資源課水資源班 令和６年度第３回静岡県環境審議会水循環保全部会を開催します

2025/1/7
くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保
全班

「令和６年度第３回富士山ごみ減量大作戦」ボランティア募集！

2025/1/7 くらし・環境部くらし交通課くらし交通安全課 吉田町が交通死亡事故ゼロ連続500日を達成！

2025/1/7 知事直轄組織多文化共生課多文化共生班 多文化共生についての外国人・日本人の実態及び意識調査を実施しました

2025/1/8

2025/1/8 教育委員会教育政策課政策推進班
ヤマハ発動機株式会社による「ふじのくにグローバル人材育成基金」への寄付に対し知事感謝状を授与し
ます

2025/1/8 企業局水道企画課企画調査班 能登半島地震を教訓に【静岡県企業局】～阪神淡路大震災から30年の日に合同応急給水訓練～

2025/1/8 交通基盤部景観まちづくり課景観づくり推進班 第17回静岡県景観賞受賞地区が決定!! ～表彰式を開催します～

2025/1/8
経済産業部工科短期大学校教務課静岡キャンパス 
遠藤

静岡県立工科短期大学校第３回選抜試験（令和７年度入学生）の実施

2025/1/8 経済産業部農業戦略課革新支援班 令和６年度静岡県農業経営士等認定式の開催

2025/1/8
知事直轄組織地域外交課海外交流班、静岡県台湾
事務所

台湾のレストランで「静岡ほうじ茶麺」好評 ふじのくに通商エキスパートが開発に貢献

2025/1/9

2025/1/9 教育委員会社会教育課地域家庭班 令和６年度「ふじのくに家庭教育支援推進企業教育長表彰」表彰式を開催します

2025/1/9 交通基盤部河川企画課海岸企画班 「第３回浜名湖水辺整備推進協議会」の開催

2025/1/9 経済産業部工業技術研究所照明音響科豊田 【取材依頼】全国初！ピクトグラム投影システムを活用した交通安全実証試験を開始！

2025/1/9 経済産業部労働雇用政策課労働政策班 令和６年 年末一時金要求・妥結状況（最終報 12月24日現在）

2025/1/9
経済産業部マーケティング課マーケティング企画
班

【参加事業者募集】(株)明治屋（明治屋ストアー）様との商談会を開催します！

2025/1/9
健康福祉部感染症対策課静岡県感染症管理セン
ター

静岡県内における新型コロナウイルス感染症感染拡大注意報の発令

2025/1/9 スポーツ・文化観光部観光振興課観光振興班 ～訪日教育旅行～中韓学校との交流を実施します！
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2025/1/9 スポーツ・文化観光部大学課大学・学術班 令和６年度 短期集中単位互換授業「ふじのくに学（観光学）」開講！

2025/1/9 くらし・環境部生活環境課大気水質班 伊豆市 柿木川の水質調査の結果 －全ての調査項目が環境基準に適合－

2025/1/9 くらし・環境部環境政策課企画班 「しずおかの環境～令和６年版環境白書（概要版）～」を発行しました

2025/1/10

2025/1/10
教育委員会浜松聴覚特別支援学校副校長 春田美
賀子

JR東海による地震避難講習会～電車で地震が起きたらどうする？～

2025/1/10 教育委員会特別支援教育課指導班 初めて収穫したいちごを届けに静岡大学教育学部附属特別支援学校高等部が教育長を表敬訪問します！

2025/1/10
教育委員会高校教育課指導第２班 担当 内田さ
ち子

令和６年度静岡県西部高等学校定時制通信制生徒合同文化祭 兼 静岡県高等学校総合文化祭定時制通信制
部門の開催

2025/1/10 教育委員会教育政策課人権・教員育成班 令和６年度第２回静岡県教員育成協議会を開催します

2025/1/10 経済産業部畜産振興課家畜衛生防疫班 野生イノシシの豚熱検査結果（12/27～1/9）

2025/1/10 健康福祉部衛生課生活衛生班 静岡県浴場業許可取扱要綱の一部改正に係る県民意見提出手続きの実施

2025/1/10 健康福祉部衛生課動物愛護班 日本ペットフード(株)からのペットフード寄贈と感謝状贈呈式

2025/1/10 スポーツ・文化観光部観光振興課観光振興班 ガストロノミーツーリズム推進事業事例発表会の開催

2025/1/10 スポーツ・文化観光部総合教育課総合教育班 令和６年度 第２回総合教育会議を開催します

2025/1/10 スポーツ・文化観光部文化政策課芸術祭推進班 第28回伊豆文学賞審査会の開催

2025/1/10 くらし・環境部住まいづくり課企画班 新設住宅着工統計令和６年11月の主な動向

2025/1/10 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 高齢ドライバーを対象とした「危険予測トレーニング(ＫＹＴ)研修」を開催します！

2025/1/10 危機管理部危機対策課危機対策課長 地震対策オペレーション2025（大規模図上訓練）

2025/1/10 危機管理部危機情報課静岡県地震防災センター 企画展「阪神・淡路大震災から30年」を開催中です。

2025/1/10
知事直轄組織デジタル戦略局データ活用推進課、
統計調査課データ活用推進課、統計調査課

令和７年１月公表予定の統計データ

2025/1/11

2025/1/11 教育委員会高校教育課指導第２班 令和７年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜の実施状況

2025/1/12

2025/1/12 スポーツ・文化観光部私学振興課指導班 第33回全日本高等学校女子サッカー選手権大会で優勝した藤枝順心高校に対する知事コメント

2025/1/13

2025/1/13 危機管理部危機政策課 南海トラフ地震臨時情報（調査終了）

2025/1/13 危機管理部危機政策課 南海トラフ地震臨時情報（調査中）

2025/1/14

2025/1/14 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 第1回県立高校の在り方に係る地域協議会（田方地区）の開催

2025/1/14 監査委員事務局監査課監査班 富士山コスプレ世界大会の負担金に係る支出に関する住民監査請求の監査結果

2025/1/14 議会事務局政策調査課政策調査課 県議会特別委員会の開催

2025/1/14 交通基盤部公園緑地課公園緑地班 【追加】遠州灘海浜公園（篠原地区）整備に関する協議会

2025/1/14 交通基盤部道路企画課高速道路班 中部日本横断自動車道の促進大会の開催、要望活動の実施

2025/1/14 経済産業部農業戦略課農業戦略班 矢熊 ふじのくに未来をひらく農林漁業奨励賞の受賞者に 知事褒状を授与します！

2025/1/14 健康福祉部障害福祉課身体障害福祉班 ｢手話であいさつを｣運動（小中学校手話講座）を実施します

2025/1/14 スポーツ・文化観光部文化財課文化財地域支援班 令和６年度「しずおか遺産」２件の認定
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2025/1/14 くらし・環境部くらし交通課くらし交通安全課 袋井市が交通死亡事故ゼロ連続300日を達成！

2025/1/14 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 中学生・高校生を交通事故から守る！ 自転車マナー向上のため一斉街頭指導を行います。

2025/1/14 経営管理部税務課企画管理班 納税功労者表彰式

2025/1/14 危機管理部原子安全対策課 令和６年度原子力防災訓練の実施

2025/1/14 危機管理部危機情報課情報班 「地域防災活動知事褒賞」受賞者の決定

2025/1/14 知事直轄組織地域外交課海外交流班 【取材依頼】静岡県海外駐在員帰国報告会を開催します！

2025/1/14 知事直轄組織総合政策課 静岡県未来創造会議から知事への提言書手交

2025/1/15

2025/1/15 議会事務局政策調査課政策調査課 県議会高校出前講座の実施（１月開催分）【取材案内】

2025/1/15
交通基盤部清水港管理局企画整備課清水港管理局
企画整備課

清水港 港湾利用状況MAPを作成しました！

2025/1/15
経済産業部マーケティング課マーケティング企画
班

県内生産者団体が運営するＥＣサイトにて「頂（いただき）」フェアを開催～対象商品は送料負担無し～

2025/1/15
経済産業部産業イノベーション推進課産業イノ
ベーション推進班

「課題解決ブートキャンプ」参加者募集を開始します！

2025/1/15 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班
子ども観光大使認定講座「浜松まつり会館で、浜松まつりを学ぼう！絵を描いて自分だけのミニ凧を作ろ
う！」

2025/1/15 スポーツ・文化観光部文化財課文化財地域支援班
令和６年度ふじのくに文化財保存・活用推進団体の表彰式を開催！～新規認定団体の認定書授与式を同時
開催します～

2025/1/15 スポーツ・文化観光部文化政策課芸術祭推進班 沼津市でふじのくに芸術祭2024優秀作品展・文化芸術展を開催します！

2025/1/15 くらし・環境部環境政策課企画班 環境学習指導員等フォローアップ研修を開催します！in伊豆市（1月25日(土)）

2025/1/15
経営管理部東部地域局地域課 野沢、危機管理課 
沼倉

もし富士山が噴火したら～企画展「東部の火山と防災」を開催～

2025/1/15 知事直轄組織地域外交課地域外交戦略班 駐日キルギス大使が知事を表敬訪問します

2025/1/16

2025/1/16 経済産業部マーケティング課食の魅力創造班 「ふじのくに新商品セレクション2024」受賞商品販売フェア開催！

2025/1/16 健康福祉部衛生課食品監視班 食品検査情報（第９報）

2025/1/16 健康福祉部こども未来課少子化対策班 【訂正】しずおかマリッジ富士市で婚活イベントを開催します！！

2025/1/16 くらし・環境部廃リサイクル課産業廃棄物班 産業廃棄物処理業等許可の取消し

2025/1/16 くらし・環境部県民生活課企画班
全国「メディア・ユニバーサルデザインコンペティション」 最優秀「経済産業大臣賞」で静岡県出品者が
６年連続の受賞決定！

2025/1/16 危機管理部危機情報課静岡県地震防災センター 第170回ふじのくに防災学講座を開催します。

2025/1/16 知事直轄組織広聴広報課企画報道班 県職員による広報を専門家が審査！広報グランプリ最終審査会の開催

2025/1/17

2025/1/17 教育委員会社会教育課地域家庭班 第77回優良公民館表彰（文部科学大臣表彰）を県内３館が受賞！

2025/1/17 教育委員会社会教育課地域家庭班 令和６年度「優良公民館等静岡県教育長表彰」受賞館の決定と表彰式の開催

2025/1/17 教育委員会社会教育課青少年指導班 内閣府主催「世界青年の船」が御前崎港に初寄港！！

2025/1/17 教育委員会高校教育課指導第２班 令和６年度第１回静岡県産業教育審議会の開催

2025/1/17
教育委員会高校教育課指導第２班 担当 内田さ
ち子

令和６年度 県中部高等学校定時制通信制生徒合同文化祭 兼 県高等学校総合文化祭定時制通信制部門
の開催

2025/1/17 教育委員会高校教育課指導第１班 令和６年度しずおか高校生探究フェスタの開催

2025/1/17
交通基盤部袋井土木事務所企画検査課袋井土木事
務所 企画検査課

第３回一級河川天竜川水系一雲済川流域委員会を開催します。
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2025/1/17 交通基盤部土木防災課防災班 全国初！県・民間気象会社による防災・減災に向けた包括協定

2025/1/17 交通基盤部設備課設備技術班 静岡県食肉センター汚水処理施設新築工事実施に関するサウンディング型市場調査の実施

2025/1/17 経済産業部畜産振興課家畜衛生防疫班 野生イノシシの豚熱検査結果（1/10～1/16）

2025/1/17 経済産業部産業政策課産業政策班 第３回森の力再生事業評価委員会を開催します

2025/1/17 健康福祉部薬事課薬物対策班 大麻乱用防止啓発動画及び薬物乱用防止リーフレット制作入賞者に対する感謝状贈呈式の開催

2025/1/17 スポーツ・文化観光部文化財課文化財地域支援班 静岡県文化財ポータルサイトで文化財３ＤのＷＥＢ公開を開始～「LEGA-SHIZU×３Ｄ」開設！～

2025/1/17 スポーツ・文化観光部文化政策課芸術祭推進班 第28回伊豆文学賞入賞作品が決定！

2025/1/17
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラ
スポーツ班 幸田

静岡県パラアスリート発掘競技体験プログラムの開催

2025/1/17 くらし・環境部廃リサイクル課資源循環班 イオン焼津店で環境イベントを開催します！

2025/1/17 くらし・環境部くらし交通課くらし安全班 静岡県再犯防止推進協議会を開催します！

2025/1/17 知事直轄組織データ活用推進課データ活用推進班 第72回静岡県統計グラフコンクール優秀作品展を開催します！

2025/1/20

2025/1/20 交通基盤部建築企画課企画第２班 県有建築物の改修工事で初めてZEBを達成しました！（熱海土木事務所伊東支所）

2025/1/20
経済産業部農技研森林研セ経済産業部 農林技術研
究所森林・林業研究センター

スギ花粉予報 "平年の1.8倍"の見込み

2025/1/20
経済産業部マーケティング課マーケティング企画
班

静岡市内にて首都圏高級ホテル等への食材提案会を開催

2025/1/20
経済産業部マーケティング課マーケティング企画
班

【参加事業者募集】(株)遠鉄百貨店様との商談会を開催します！

2025/1/20 健康福祉部地域医療課看護師確保班 ☆参加者募集☆ シンポジウム「特定行為と手順書について」の開催

2025/1/20
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポー
ツ班

静岡ガス野球部による軟式野球クリニック

2025/1/20 くらし・環境部水資源課水道環境班 令和６年度上下水道合同技術研修会の開催

2025/1/20 くらし・環境部水資源課水資源班 天竜川水系の取水制限（第１報：開始）

2025/1/20 知事直轄組織統計調査課人口就業班 静岡県推計人口 前月比3,231人の減少

2025/1/21

2025/1/21 交通基盤部地域交通課地域交通班 「公共ライドシェア」アドバイザー養成講座に知事が登壇します！

2025/1/21 経済産業部水産振興課水産振興班 静岡県水産振興審議会の開催

2025/1/21 経済産業部農業戦略課革新支援班 静岡県農業経営士協会、静岡県青年農業士会が総会、研修会を開催

2025/1/21 経済産業部地域産業課地域産業班 遠藤 デザイナーと学ぶものづくりの魅力！県内小学校でホビーを活用した体験授業を実施します

2025/1/21 健康福祉部薬事課薬事課薬事企画班 ｢薬学生向け静岡県病院合同業界研究会｣の開催

2025/1/21 健康福祉部薬事課薬事企画班 令和６年度静岡県薬事審議会の開催

2025/1/21 くらし・環境部環境政策課企画班 令和６年度第３回環境審議会を開催します

2025/1/21 知事直轄組織多文化共生課多文化共生班 令和６年度静岡県多文化共生審議会の開催

2025/1/21 知事直轄組織地域外交課海外交流班 モンゴルから来静した電力研修員３人が副知事を表敬訪問します

2025/1/22

2025/1/22
教育委員会浜松特別支援学校高１学年主任  小
倉雄太

浜松特別支援学校高等部生徒第３回江之島クリーン作戦

2025/1/22
教育委員会中央図書館企画振興課中央図書館企画
振興課

インド大使館図書贈呈式＆ヨガセッションの開催



発表日 所属   タイトル

2025/1/22 教育委員会高校教育課指導第１班 課題テスト素点の漏洩について

2025/1/22 教育委員会高校教育課指導第２班 令和７年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜の実施状況（合格者数）

2025/1/22 議会事務局政策調査課政策調査課 静岡県民の歯や口の健康づくり条例改正案検討委員会の開催（取材案内）

2025/1/22 交通基盤部公園緑地課公園緑地班 【追加】遠州灘海浜公園（篠原地区）整備に関する協議会

2025/1/22 交通基盤部建設業課建設業班 工事請負契約等に係る入札参加停止

2025/1/22
スポーツ・文化観光部空港振興局空港振興課    
富士山静岡空港株式会社空港振興課 小野、大澤

令和６年12月の富士山静岡空港利用状況

2025/1/22
スポーツ・文化観光部県立美術館企画総務課企画
総務課

近代の京都で育まれた絢爛豪華な花鳥画の世界「生誕140年記念 石崎光瑤」展 開幕！

2025/1/22
スポーツ・文化観光部県立美術館企画総務課企画
総務課

静岡県立美術館で「生誕140年記念 石崎光瑤」開会式を開催します！

2025/1/22 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 高齢者が被害に遭わないための防犯・交通安全研修会を開催します！

2025/1/22 経営管理部法務課 再審法改正署名についての知事コメント

2025/1/22 危機管理部危機対策課危機対策課長 令和７年１月９日内閣府公表の災害用物資・機材等の備蓄状況に関する県内分調査結果の訂正

2025/1/23

2025/1/23
教育委員会教育総務課、義務教育課、高校教育課
勤務条件・監察班

教職員の懲戒処分

2025/1/23
教育委員会教育総務課、義務教育課勤務条件・監
察班

教職員の懲戒処分

2025/1/23
がんセンター局がんセンタ経営努力室マネジメン
トセンター 医療広報担当

静岡がん会議2024「DXで切り拓く新しいがん医療と医療田園都市構想」

2025/1/23 経済産業部農業戦略課農業戦略班 令和６年度第１回「静岡県食と農が支える豊かな暮らしづくり審議会」を開催します。

2025/1/23 経済産業部マーケティング課ブランド戦略班 明治安田生命と連携して都心で静岡県フェア開催

2025/1/23 経済産業部新産業集積課 タイ王国との交流の具体化に向け、現地を訪問します

2025/1/23 健康福祉部感染症対策課企画情報班 新型コロナウイルス感染症対策の振り返りと今後に向けた講演会を開催します。

2025/1/23 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 「健康づくり講座」の参加者を募集中！

2025/1/23 スポーツ・文化観光部私学振興課指導班 【全日本高等学校女子サッカー選手権大会優勝】藤枝順心高等学校による知事表敬訪問

2025/1/23 スポーツ・文化観光部文化財課文化財地域支援班 令和６年度「しずおか遺産」認定証交付式の開催

2025/1/23 スポーツ・文化観光部文化財課文化財保護調査班 １月26日の文化財防火デーに合わせて 県内各地の文化財で防火訓練が行われます！

2025/1/23
くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保
全班

株式会社エーツーからの寄附金寄贈及び感謝状贈呈式の開催

2025/1/23 くらし・環境部男女共同参画課男女共同参画班 第48回静岡県男女共同参画会議の開催

2025/1/23 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 ちびまる子ちゃんで交通安全！新入学児童へ 交通安全下敷を贈ります。

2025/1/23
くらし・環境部くらし・環境管理局企画政策課企
画班

静岡県最大規模の移住相談会「静岡まるごと 移住フェア」を開催します！

2025/1/24

2025/1/24
教育委員会駿河総合高校学校魅力推進課主任 遠
藤健

令和６年度学習成果発表会

2025/1/24 教育委員会社会教育課青少年指導班 日中青年代表交流 参加者交流報告会を開催します！

2025/1/24 教育委員会高校教育課人事班 教職員の逮捕

2025/1/24 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 第３回県立高等学校の在り方に係る地域協議会（北駿地区）の開催

2025/1/24 教育委員会教育政策課政策推進班 第６回移動教育委員会を浜松工業高等学校において開催します

2025/1/24 選挙管理委員会選挙管理委員会事務局書記 中澤 令和６年度静岡県明るい選挙啓発ポスターコンクール入選作品展を開催します！
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2025/1/24 交通基盤部砂防課砂防班 急傾斜地崩壊危険区域台帳への個人情報の掲載について

2025/1/24 経済産業部畜産振興課家畜衛生防疫班 野生イノシシの豚熱検査結果（1/17～1/23）

2025/1/24 経済産業部農芸振興課花き振興班 【当日取材依頼】小学校がフラワーアレンジメント教室を開催！

2025/1/24 経済産業部経営支援課経営革新班 経営革新計画の承認（令和６年12月分）

2025/1/24 経済産業部エネルギー政策課エネルギー政策班 令和６年度第２回ふじのくにＦＣＶ普及促進協議会を開催します。

2025/1/24 健康福祉部薬事課薬物対策班 静岡県薬物の濫用の防止に関する条例に基づき、新たに４物質を知事指定薬物として指定しました。

2025/1/24 健康福祉部地域医療課医師確保班 ふじのくに次世代医師リクルーター委嘱状交付式の開催

2025/1/24 健康福祉部地域医療課医師確保班 岩崎 地域医療の未来を考える「キャリア支援シンポジウム」を開催します！

2025/1/24 スポーツ・文化観光部文化政策課政策調整班 令和７（2025）年度ふじのくに子ども芸術大学講座実施団体等の公募

2025/1/24 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課企画班 スポーツの成長産業化を目指します！ 【第２回しずおかスポーツ産業ビジョン策定検討会議の開催】

2025/1/24 くらし・環境部環境政策課
【2/2開催】親子で学ぶ陸の栄養と海の生物生産の関係 「森・里・川・海のつながり学習会（海の回）」
を開催します。

2025/1/27

2025/1/27 教育委員会清水南高中等部中等部教頭・小田通也 県立清水南高等学校中等部令和６年度「表現発表会」開催

2025/1/27 教育委員会教育総務課勤務条件・監察班 令和６年度 静岡県教職員コンプライアンス委員会の開催

2025/1/27 経済産業部農地保全課農村振興班 ふじのくに美しく品格のある邑づくり知事顕彰式典・連合奨励賞表彰式を開催します

2025/1/27 経済産業部お茶振興課お茶振興班 茶文化を通してお茶本来の魅力を考える ～第４回静岡茶リブランディングプロジェクトを開催

2025/1/27
経済産業部職業能力開発課ものづくり人材班 富
永

学生技能者の県下No.1を決定する第13回静岡県ものづくり競技大会を開催！

2025/1/27 健康福祉部医療政策課医療企画班 地域の医療と介護を育む活動に取り組む団体を表彰！

2025/1/27 健康福祉部こども家庭課ひとり親支援班 ひとり親家庭のための「はり灸助成券」の贈呈式（公益社団法人静岡県鍼灸師会）

2025/1/27 スポーツ・文化観光部私学振興課指導班
高校生ビジネスプラン・グランプリにおいて準グランプリに選ばれた浜松学芸高等学校、優秀賞に選ばれ
た伊豆伊東高校が副知事を表敬訪問します！

2025/1/27 知事直轄組織広聴広報課企画報道班 御前崎市と吉田町が２部門で最優秀賞！令和６年度静岡県広報コンクール審査結果の発表

2025/1/28

2025/1/28 教育委員会富士特別支援学校教頭 山崎美穂子 富士特別支援学校高等部が受賞報告のため教育長を表敬訪問します

2025/1/28 議会事務局政策調査課政策調査課 静岡県地方議会議長連絡協議会 第２回政策研修会の開催（取材案内）

2025/1/28 交通基盤部景観まちづくり課景観づくり推進班 魅力的な”富士山”景観と景観づくりをPR！

2025/1/28 交通基盤部河川砂防管理課河川砂防管理班 「第16回大井川水利流量調整協議会」の開催

2025/1/28 交通基盤部道路整備課国道班 地域高規格道路「金谷御前崎連絡道路」が概成！

2025/1/28
経済産業部農技研茶業研セ茶生産技術科研究統括
官

茶業研究センター研究成果発表会を開催します

2025/1/28
経済産業部マーケティング課ブランド戦略班、静
岡県上海事務所

中国食品ビジネス先進事例視察in上海の開催

2025/1/28 経済産業部新産業集積課新産業集積第1班 【取材依頼】ファルマバレープロジェクトセミナーの開催

2025/1/28 健康福祉部疾病対策課がん対策班 令和６年度第２回静岡県がん対策推進協議会の開催

2025/1/28
スポーツ・文化観光部観光振興課観光振興班 跡
見

インドからのインバウンド誘客に向けてファムトリップを実施します

2025/1/28
くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保
全班

マックスバリュ東海株式会社から「ふじさんネットワーク」へ寄付～感謝状贈呈式を行います～

2025/1/28 知事直轄組織総合政策課フロンティア推進班 令和６年度“ふじのくに”のフロンティアを拓く推進会議（本部員会議）を開催します
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2025/1/29

2025/1/29
くらし・環境部環境局知事直轄組織知事戦略局広
聴広報課054-221-2919

ＪＲ東海丹羽社長が鈴木知事を訪問します

2025/1/29 交通基盤部道路整備課橋梁班 富士川橋100周年竹かぐやライトアップを実施します

2025/1/29 交通基盤部建設政策課企画班 令和６年度 美しい”ふじのくに”インフラビジョン推進会議の開催

2025/1/29 経済産業部農芸振興課みかん特産班 貯蔵ミカン品評会受賞者が最高品質のみかんを知事に贈呈

2025/1/29
経済産業部マーケティング課マーケティング企画
班

【参加事業者募集】国分首都圏(株)様(百貨店売場運営受託者)との商談会を開催します！

2025/1/29 経済産業部新産業集積課新産業集積第２班
【取材依頼】「伊豆の温泉×本場タイスパの相乗効果を考える」を開催します！！（令和６年度 第３回
ＩＣＯＩフォーラム）

2025/1/29 健康福祉部国民健康保険課事業運営班 令和６年度第２回静岡県国民健康保険運営協議会の開催

2025/1/29 くらし・環境部水資源課水資源班 浜名湖圏域流域水循環計画（案）に係るパブリックコメントの実施

2025/1/29 くらし・環境部水資源課水資源班 静岡県水循環保全条例施行規則の改正案に係る意見募集

2025/1/29
経営管理部賀茂地域局、東部地域局、中部地域局
東部地域局地域課

県内約130社の働く場の魅力を体験 「地域のお仕事発見！小学生職場体験講座」の開催動画を公開

2025/1/29 危機管理部危機対策課危機対策課長 令和７年度静岡県・焼津市・藤枝市総合防災訓練全体説明会の開催

2025/1/30

2025/1/30 教育委員会浜松特別支援学校教諭・髙岡 克典 浜松特別支援学校高等部作業製品販売会「ハッピーはまとくマーケット」を開催します

2025/1/30 選挙管理委員会選挙管理委員会事務局書記 中澤 令和６年度明るい選挙啓発標語の優秀作品が決定しました！

2025/1/30 交通基盤部道路保全課維持舗装班 「静岡県舗装中長期管理計画」第３回改定委員会の開催

2025/1/30 経済産業部浜松技術専門校訓練課内山 浜松技術専門校で第38回技能祭を開催します

2025/1/30 経済産業部お茶振興課お茶振興班
茶産業のイノベーションにつながるヒントについて考える～第５回静岡茶リブランディングプロジェクト
の視聴者募集！

2025/1/30
経済産業部職業能力開発課ものづくり人材班 三
宅

新たに６人！静岡県技能マイスター認定式を開催します

2025/1/30
経済産業部産業イノベーション推進課産業イノ
ベーション推進班

ＳＨＩＰ２周年イベント開催

2025/1/30
経済産業部産業イノベーション推進課産業イノ
ベーション推進班

高校生向けアントレプレナーシップ育成プログラム「FuJI」成果報告会を開催します！

2025/1/30 健康福祉部障害者政策課就労・施設班 障害のある人を対象とした「居宅介護職員初任者研修」の修了式を行います。

2025/1/30 スポーツ・文化観光部観光政策課施設班 南アルプス登山講習会の開催

2025/1/30 スポーツ・文化観光部文化財課文化財地域支援班 「文化財を支える地域活動研修会」を掛川市で開催！

2025/1/30 くらし・環境部廃リサイクル課資源循環班 不用品回収拠点（ヤード）のパトロール実施結果

2025/1/30 くらし・環境部環境政策課地球環境班 令和６年度静岡県地球温暖化防止活動知事褒賞の表彰式を行います！

2025/1/30 くらし・環境部環境政策課地球環境班 静岡県地球温暖化防止県民会議を開催します

2025/1/30 くらし・環境部建築安全推進課建築確認検査班 環境配慮に優れた建築物を表彰します！

2025/1/30 くらし・環境部男女共同参画課男女共同参画班 【参加者募集】「働く女性の健康課題を考えるセミナー2025」を開催します！

2025/1/30 くらし・環境部男女共同参画課男女共同参画班 「女性活躍加速化フォーラム」を開催します

2025/1/30 経営管理部西部地域局地域課水上 静岡県西部地域移住地体験バスツアーの開催

2025/1/30 危機管理部原子安全対策課原子力安全対策班 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果（速報・第167報）

2025/1/30 知事直轄組織地域外交課地域外交戦略班
北方領土元島民による講演やピックアップムービーを上映 ～北方領土返還要求静岡県民大会を開催します
～

2025/1/30 知事直轄組織統計調査課商工・経済班 定期給与23か月連続で前年同月を上回る 毎月勤労統計調査地方調査結果（令和６年11月分）



発表日 所属   タイトル

2025/1/30 知事直轄組織統計調査課商工・経済班 生産・出荷ともに対前月比で低下 静岡県鉱工業指数（令和６年11月分速報）

2025/1/31

2025/1/31 教育委員会高校教育課指導第２班 内田さち子 令和６年度高等学校文化連盟特別表彰式の開催

2025/1/31 経済産業部畜産振興課家畜衛生防疫班 野生イノシシの豚熱検査結果（1/24～1/30）

2025/1/31 経済産業部商工振興課商工振興班 価格転嫁・パートナーシップ構築宣言に係る実態調査アンケート結果

2025/1/31
経済産業部職業能力開発課ものづくり人材班 富
永

ものづくり体験「WAZAチャレンジ教室」の開催

2025/1/31 経済産業部エネルギー政策課エネルギー政策班 県有施設のＥＶ急速充電器を４月１日より有料化

2025/1/31 経済産業部新産業集積課新産業集積第１班 ファルマバレープロジェクト第４次戦略計画検討委員会を開催します！

2025/1/31 健康福祉部衛生課食品監視班 食中毒警報（ノロウイルス食中毒 第１号）の発表

2025/1/31 健康福祉部衛生課食品監視班 第61回 静岡県公衆衛生研究会の開催

2025/1/31 健康福祉部地域医療課地域医療班 令和６年度第２回静岡県周産期・小児医療協議会を開催します。

2025/1/31 健康福祉部こども家庭課こども家庭班 児童福祉法第33 条の16 の規定に基づく被措置児童等虐待件数の公表

2025/1/31 健康福祉部こども家庭課こども家庭班 令和５年度児童虐待相談対応件数の公表

2025/1/31 健康福祉部こども家庭課こども家庭班 令和４年度児童虐待相談対応件数の訂正

2025/1/31 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 澤田 【取材依頼】丹野智文氏講演会/映画「オレンジ・ランプ」上映会を開催します！

2025/1/31 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策課 地域共生社会の実現を目指し、ふじのくに型福祉サービス 共生型福祉施設運営者交流会を開催します！

2025/1/31 危機管理部危機対策課危機対策課長 令和６年度愛知県・静岡県国民保護共同実動・図上訓練

2025/1/31 知事直轄組織大阪事務所勝山 大阪で『関西地区ふじのくに交流会』開催

2025/1/31 知事直轄組織データ活用推進課テータ活用推進班 景気動向指数は足踏みを示す～静岡県景気動向指数（令和６年11月分）～



提 供 日 2025/01/06

タイトル 富士特別支援学校３校合同展示「SCRUM ARTS（図書館
展）」を開催します

担　　当 教育委員会 富士特別支援学校

連 絡 先 教頭　山崎　美穂子

TEL 0545-36-2345

富士特別支援学校３校合同展示
「SCRUM ARTS(図書館展)」を開催します

　本校、富士宮分校、富士東分校の３校により、富士市立中央図書館にて富士特別支援学校展を開催します。各校の児童生徒が２
学期に学習活動で制作した図工・美術の作品や作業製品を、本館エントランスホールにて展示します。
　学校展を通して、地域の方々への理解啓発の推進を図っていきます。

１　日　時
　　令和７年１月９日（木）～１月23日（木）　※月曜休館
　　・火曜～金曜　　　：午前９時から午後７時まで（最終日は午後２時まで）
　　・土曜、日曜、祝日：午前９時から午後５時まで

２　会　場
　　富士市立中央図書館　本館エントランスホール
　　（富士市永田北町３－７）

３　内　容
　・学校紹介パネル紹介展示
　・児童生徒の図工作品・美術作品、作業製品の展示

４　その他
　　入場料は無料です。

５　問い合わせ先
　　富士市大渕3773－１
　　静岡県立富士特別支援学校
　　担　当：教頭　山崎　美穂子
　　電　話：0545-36-2345
　　

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2025/01/06

タイトル 出張がんよろず相談の実施

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 マネジメントセンター　医療広報担当

TEL 055-989-5222

出張がんよろず相談の実施について

１　要旨
　静岡県立静岡がんセンターでは、広く県民のがんに関する総合相談窓口として「よろず相談」を設け、電話や対面で年間約14,000件の相談
に応じています。
　このたび、当院でのよろず相談を利用することが難しかった地域住民の利便を図るため、専門スタッフが地域に出向く「出張がんよろず相
談」を実施いたします。

２　概　要
（１）開催日時　2025年1月30日(木)　13:00～16:00

（２）開催場所　菊川市総合保健福祉センタープラザけやき（菊川市半済1865番地）

（３）対　　象　原則として西部健康福祉センター管轄地域の住民

　　　　　　　（磐田市・掛川市・袋井市・湖西市・御前崎市・菊川市・森町の住民）の方

（４）内　　容　専門スタッフによる対面相談

医師、看護師、ソーシャルワーカー等、2～3名のチームが患者・家族からのがんに関する疑問や不安、悩みについてお話を
伺い、一緒に考え、問題を解決する手助けを行います。

（５）主　　催　静岡県・静岡県立静岡がんセンター

３　予約・問合せ
　相談は、事前予約制で先着４組までとし、定員になり次第締め切ります。
　予約受付日：1月9日(木)～1月23日(木)まで
　受付時間　：９:00～17:00（土日・祝日を除く）
　予約・問合せ先：静岡県立静岡がんセンターよろず相談
　電話 055-989-5392（出張がんよろず相談予約専用ダイヤル)

４　その他
　詳細が決まり次第、ホームページにてお知らせします。
　お急ぎの相談は、静岡県立静岡がんセンターよろず相談へどうぞ。
　電話055-989-5710　受付8：30～16：00（土日・祝日除く）

※本リリースに関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 
静岡がんセンター マネジメントセンター 医療広報担当 TEL 055(989)5222 

0106mngctirashi.pdf0106mngctirashi.pdf



提 供 日 2025/01/06

タイトル 令和６年度静岡県農畜水産物等の放射性物質検査結果
（第４報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

１　要　旨

原子力災害対策本部の対応方針により策定した「令和６年度静岡県農畜水産物等の放射性物質検査計画」に基づき、静岡県内産の野

生きのこ、山菜、野生鳥獣の肉及び原木しいたけの検査を実施しています。

このたび、12月に実施した検体の検査結果が判明しましたので、報告します。

検査結果は、 基準値 を 下回 る 値 で 、 安全性 が 確認 されています。

２　検査結果

（１） 今回判明した検査結果（１品目、１検体）

放射性セシウム検査結果
（Bq/kg）

品目
採取

市町等
採取日

１３４ １３７
セシ
ウム
合計

獣肉（シカ） 伊豆市 12/19 1.6未満 1.6未満 3.2未満

 基
 準
 値
 未
 満

・検査機関：静岡県中部健康福祉センター化学検査課
・検出機器：ゲルマニウム半導体検出器
・検査結果の「○○未満」：検出限界未満（検出せず）の意味
・一般食品の基準値：放射性セシウム100Bq/kg以下　

（２）令和６年度分類別予定件数及び実施済み件数　　　　　

予定件数 実施済み件数
分類

品目数 検体数 品目数 検体数

原木しいたけ １ 20 １ 10

野生鳥獣 １ ３ １ ３

野生きのこ類 １ 15 １ 13

山菜類 １ ５ １ ４

計 ４ 43 ４ 30

【問い合わせ先】

＜検査について＞
衛生課　　　　　054-221-3708

＜採取品目、採取場所等について＞
食と農の振興課　054-221-2749



提 供 日 2025/01/06

タイトル 静岡県動物愛護センターの諸室等にネーミングライツ
パートナーを募集

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 動物愛護班

TEL 054-221-2347

１　趣　旨

県では、新たな動物愛護の拠点となる静岡県動物愛護センターを、令和７年11月頃に富士市に開所する予定です。

開所に先立ち、事業者との協働の下に、動物愛護センターを有効に活用することにより新たな歳入を確保し、県民サービスの維持・向上
等に資することを目的として、動物愛護センターの諸室等にふさわしい愛称を付けることができる権利（ネーミングライツ）を取得するパート
ナーを募集します。

２　概　要

区　分 内　容
募集期間 令和７年１月６日（月）～令和７年２月28日（金）

募集箇所 最低募集金額（年額）
１　ドッグラン 50万円
２　研修ルーム 30万円

募集箇所（諸室等）
※１

及び最低募集金額

３　ふれあいエリア 30万円
契約期間

※２ 令和７年11月１日～令和12年３月31日

公募方法 ・施設特定型公募
・募集要項に基づき、契約金額等を記載した提案書を提出していただき、選定委員会での審査の
た優先交渉権者と協議し、契約します。

※１　動物愛護センター内にある諸室等に愛称を募集するものであり、センター自体
　　　への愛称を募集するものではありません。（センター自体への愛称は、広く県民

から募集する予定です。）
※２　契約期間については、センター開所時期により変更となる場合もあります。

３　募集要項
　　静岡県公式ＨＰ（衛生課）に公開しております。詳細は、そちらを御確認ください。
　　　https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/eiseiyakuji/dobutsuaigo/1003130/1068240 .html

４　動物愛護センターの情報

(1) 所在地：静岡県富士市大淵2158
(2) 詳　細：静岡県公式ＨＰ（衛生課）に公開しております。
　　　　　　https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/eiseiyakuji/dobutsuaigo/1003130/1043808 .html

◆ネーミングライツとは
　県有施設等に企業名、商品名等を冠した愛称を付与する権利（命名権）のことであり、

この命名権の取得権者を「ネーミングライツパートナー」と呼びます。

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/eiseiyakuji/dobutsuaigo/1003130/1068240.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/eiseiyakuji/dobutsuaigo/1003130/1043808.html


提 供 日 2025/01/06

タイトル 食品検査情報（第８報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

食品の検査情報をお知らせします
（11月分）

１　概要

静岡県では、県内の製造所や販売店からの食品の抜き取り等により、添加物、残留農薬、微生物等の項目を検査し、 基準 に 不適合 が 確認

 された 食品 は 、 回収命令 など 行政処分 を 行 い 、 県内 で 流通 する 食品 の 安全 ・ 安心 を 確保 しています。

２　検査結果

　以下のとおり、本年11月に検査を実施した360検体については、 行政処分 を 行 ったものがありませんでした 。

検査項目 対象食品 11月
検体数

11月
行政処分数

清涼飲料水、加熱食肉製品、魚肉練り製品 35規格基準等検査
（微生物）   輸入冷凍食品 10

0

清涼飲料水、加熱食肉製品、魚肉練り製品等 74規格基準等検査
（添加物等） 　輸入冷凍食品 10

0

清涼飲料水、練りあん、料理酒等 68
添加物等表示検査

  輸入冷凍食品 10
0

カビ毒   アーモンド、赤唐辛子 6 0

動物用医薬品等   国産食肉（豚肉、鶏肉） 36 0

遺伝子組換え食品 トウモロコシ加工品 15 0

放射性物質 県内産農畜水産物等
 （野生きのこ、原木しいたけ、野生鳥獣）

14     　　　    0

アレルゲン 　そうざい、ドレッシング、菓子等   13 0
豆腐、そうざい、加熱食肉製品等 59腸管出血性大腸菌、

腸炎ビブリオ等 　輸入冷凍食品 　 　 4
0

衛生規範を参考とする
E.coli検査

　そうざい 6 0

合計 360 0



提 供 日 2025/01/06

タイトル 早咲き桜の開花情報を提供します！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境ふれあい課

連 絡 先 環境ふれあい班

TEL 054-221-2849

～　一足早く春を楽しみませんか　～

早咲き桜の開花情報を提供します！！
　静岡県には、全国的に有名な「河津桜」をはじめ、１月から３月中旬に開花する早咲き桜の名所が数多く存在します。

静岡県さくらの会では、県内27箇所の「早咲き桜の名所」における開花情報やイベント情報を県ホームページで公開します。
「富士山が一緒に楽しめる」、「海が一望できる」、「様々な品種を楽しめる」など、県内の様々な早咲き桜の名所を御紹介します。ぜひ御覧く

ださい。

１　情報提供期間

 令和 ７ 年 １ 月 ７ 日 （ 火 ）～ ３ 月下旬 まで （ 予定 ）

※ホームページの更新は毎週月曜日（祝日の場合は火曜日）と金曜日（祝日の場合は木曜日）

２　掲載ホームページアドレス
　県ホームページ「静岡県さくらの会」

　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/sakura/1057737/index.html

　　　※ホームページの更新は月曜日（祝日の場合は火曜日）と金曜日（祝日の場合は木曜日）の午後５時～６時頃

３　掲載箇所

　　別添資料のとおり

＜静岡県さくらの会とは＞

　国花である桜を愛護する精神を広く県民に普及させ、その保存と育成を図り、静岡県の観光と美化の推進に努めることを目的として、桜の開
花情報の提供や、桜の保護技術の普及活動などを行っています。（事務局　静岡県環境ふれあい課）

参加者募集告知 ・ 催事等の当日取材 ・  実施事業等 の 紹介 など

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/sakura/1057737/index.html


提 供 日 2025/01/07

タイトル 工事請負契約等に係る入札参加停止

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業班

TEL 054-221-3059

工事請負契約等に係る入札参加停止

不正又は不誠実な行為の再発を防止し、公共工事の受注者としてふさわしくないものを入札から排除し反省を促すため、静岡県工事請負契約等に係
る入札参加停止等措置要綱第２条第１項の規定に基づき、以下のとおり、入札参加停止を行いました。（１件１者）

　１　入札参加停止の内容
　　　　　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第10号（不正又は不誠実な
　　　　　行為）に該当する。

　２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者

商　　　号 大旺新洋株式会社
代表者氏名 代表取締役社長　小西　啓太
本店所在地 高知県高知市仁井田1625-２
停止期間 １か月

　
　３　入札参加停止の理由
　　　大旺新洋株式会社及び同社使用人は、高知県発注の工事において、港則法違反に
　　より公訴を提起された。

　４　停止期間の始期及び終期
　　　令和７年１月８日から令和７年２月７日まで

（参考）静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第10号
措置要件 措置期間

業務に関し不正又は不誠実な行為をし、工事等の契約の相手
方として不適当であると認められるとき。

１か月以上９か月以内



提 供 日 2025/01/07

タイトル ものづくり体験「WAZAチャレンジ教室」の開催

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　富永

TEL 054-221-2823

ももののづづくくりり体体験験「「WWAAZZAAチチャャレレンンジジ教教室室」」
１１月月はは８８校校でで119966人人のの児児童童・・生生徒徒がが体体験験ししまますす。。

　「WAZAチャレンジ教室」は、技能士が小・中学校、特別支援学校等に出向き、「ものづくり体験」を通じて「ものづくり」の楽しさや面白さを伝える事

業です。

　県では、この体験を通じて、ひとりでも多くの子ども達に「ものづくり」の技術や技能に関心を持ってもらいたいと考えています。

　１月は８校で196人が「ものづくり」を体験します。

実施日時 学校名・電話番号 担当者 体験メニュー 人
数

1月14日
(火)

9:00-12:00

静岡市立森下小学校
054-286-3105 萩田 アートモザイク 36

1月15日
(水)

9:25-12:15

吉田町立自彊小学校
0548-32-0009

青木 アートモザイク 28

1月16日
(木)

9:00-12:00

静岡市立森下小学校
054-286-3105

萩田 アートモザイク 33

1月20日
(月)

9:25-12:15

吉田町立自彊小学校
0548-32-0009

青木 アートモザイク 27

1月23日
(木)

9:00-12:00

静岡市立豊田中学校
054-285-8201

栗山 アートモザイク 14

1月27日
(月)

9:25-12:15

吉田町立自彊小学校
0548-32-0009

青木 アートモザイク 26

1月28日
(火)

13:00-15:0
0

南伊豆町立南伊豆東小学校
0558-62-0303

鈴木 アートモザイク 13

1月30日
(木)

9:15-12:00

静岡県立富士特別支援学校
0545-36-2345

蛭川 ウール地で作るコサージュ 19

　　 　　　　　　　
　　　　　　　アートモザイク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウール地で作るコサージュ

○技能士とは

　働く人々の有する技能を一定の基準により検定する技能検定(国家検定)に合格した方を技能士と呼びます。確かな技能の証として各職場において高く評

価されています。

○報道機関の方へのお願い

　取材される際には、必ず事前に学校へ連絡をお願いします。



提 供 日 2025/01/07

タイトル 健康寿命日本一の静岡県、2025年「健康長寿の３要
素」を意識しよう！～県で普及啓発動画を作成し、
YouTubeや駅コンで広報中～

担　　当 健康福祉部 健康局健康増進課

連 絡 先 健康増進班

TEL 054-221-2433

健康寿命日本一の静岡県、２０２５年「健康長寿の３要素」を意識し
よう！
～普及啓発動画を作成し、YouTubeや駅コンで広報中～

１　概　　要
　静岡県の健康寿命は、全国に比べ長く、令和６年12月24日に厚生労働省より公表された令和４年の健康寿命
は、男女ともに全国１位でした。
　健康長寿の３要素である「運動」・「食生活」・「社会参加」に着目した健康づくりを進めるための動画を
作成し、県民に啓発を強化します。
　2025年、新年の目標として、「健康長寿の３要素」を掲げるのはいかがでしょうか。
　
２　動画内容
（１）ウサギとカメ
　　・短編URL　https://youtu.be/iPptJUlTGnU
　　・本編URL　https://youtu.be/UtnqFCrYz7g
　　・ショート https://youtube.com/shorts/m0dWnvgacTM

（２）アリとキリギリス
　　・短編URL　https://youtu.be/zc0bf3nJaCc
　　・本編URL　https://youtu.be/cmm3ZDlQYEI

３　配信方法
（１）YouTube広告（期間：１月１日～１月31日）

（２）静岡駅コンコースビジョン（期間：１月１日～１月31日）

（３）呉服町スクランブル交差点デジタルサイネージ（期間：１月１日～１月31日）

（４）YouTube（健康増進課チャンネル、期間：無期限）

参考
・静岡県ＨＰ「健康長寿の３要素」https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/kenkozukuri/kenzou/1068163.html
・静岡県ＨＰ「日本一の健康寿命 概要」https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/kenkozukuri/kenzou/1024494.html

https://youtu.be/iPptJUlTGnU
https://youtu.be/UtnqFCrYz7g
https://youtube.com/shorts/m0dWnvgacTM
https://youtu.be/zc0bf3nJaCc
https://youtu.be/cmm3ZDlQYEI
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/kenkozukuri/kenzou/1068163.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/kenkozukuri/kenzou/1024494.html


　



提 供 日 2025/01/07

タイトル 【取材依頼】地域医療シンポジウムinかけがわ

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療企画班

TEL 054-221-2341

                  地域医療シンポジウムinかけがわ

　県では今年度、自らが望む人生の最終段階における医療やケアの方針を関係者で共有する「ACP」について、理解していただくため「地域
医療と介護を守り育むためのACP普及啓発事業実行委員会」に委託し、県内各地で研修会等を実施しております。
　この度、掛川市で以下のシンポジウムを開催します。

１開催概要
　(1)日　時　令和７年１月12日（日）13：15～15：30（開場12：45）
　(2)会　場　掛川市文化会館シオーネ　小ホール　
　　　　　　 (掛川市大坂7373)
  (3)主　催　静岡県、地域医療と介護を守り育むためのACP普及啓発事業実行委員会
　(4)内　容　第一部　基調講演
　　　　　　「これからも住み慣れた地域で暮らし続けるためには」
　　　　　　 ～将来推計人口などから、この地域の医療・介護・福祉を考える～
　　　　　　 (講師）　
　　　　　　 国立大学法人浜松医科大学地域医療支援学講座特任教授　竹内浩視 氏
　　　　　　 
          　 第二部　トークセッション
　　　　　　「私たちが望む持続可能な医療・介護・福祉のカタチ」
　　　　　　 (スピーカー)
　　　　　　 国立大学法人浜松医科大学地域医療支援学講座特任教授　竹内浩視 氏
　　　　　　 医療法人社団綾和会掛川東病院院長　　　　　　　　　　宮地紘樹 氏
　　　　　　 NPO法人f.a.n.地域医療を育む会理事　　　　　　 　　　榛葉　馨 氏

２その他
　(1)取材いただける場合は、１月10日（金）までに医療政策課（054-221-2341）まで
   　御連絡ください。
　(2)取材当日の連絡は、事務局　電話（090-4791-7922）までお願いいたします。
　(3)参加を希望する方は、添付資料QRコードを読み込んでいただくか、当日会場にお越し
　　 ください。

「ACP」とは・・・
「人生会議」の愛称で呼ばれることもあり、人生の最終段階における医療のケアについて、本人や家族が医療・ケアチームと事前に繰り返し
話し合うプロセスのことです。



提 供 日 2025/01/07

タイトル 特別養護老人ホームの入居希望者の状況

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 施設整備班

TEL 054-221-2862

１　要旨
　　令和６年４月１日時点で、特別養護老人ホームへの要介護３以上の入居希望者の実人数は4,535人、前回調査比129人減であった。

２　概要
（１）入居希望者の実人数　　

令和６年４月１日時点の入居希望(申込)者から重複申込者や死亡者等を除いた実人数（要介護３以上）は4,535人、前回調査比129人減
であった。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）　　　　

年月日 要介護５ 要介護４ 要介護３ ３以上計 要介護２ 要介護１ 全希望
者

R6.4.1 632 1,532 2,371 4,535 160 91 4,786

R5.4.1 776 1,594 2,294 4,664 162 100 4,926

※特別養護老人ホームへの入居は原則として要介護３以上の方に限定されている。
ただし、要介護１又は２の方であっても、一定の事情があれば特例的に入居可能である。

【参考】
令和５年度中の退所者は6,406人であり、令和６年度の施設整備による定員増は0人（予定）となっている。

R5退所者
数

R6特養整備
数 合計

6,406人 0人 6,406人

（２）入居希望者の実人数のうち在宅で6か月以内の入居を希望する方
　　調査時点で在宅にあり、６か月以内に入居を希望する方（要介護３以上）は1,645人、前回調査比58人増であった。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

年月日 要介護５ 要介護４ 要介護３ ３以上計 要介護２ 要介護１
全希望

者
R6.4.1 177 499 969 1,645 44 25 1,714

R5.4.1 186 479 922 1,587 45 22 1,654

（３）（２）のうち入居の必要性が高いと判断される方
静岡県指定介護老人福祉施設優先入居指針により、入居の必要性が高いと判断される方（要介護３以上）は665人、前回調査比29人減

であった。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

年月日 要介護５ 要介護４ 要介護３ 計 要介護２ 要介護１
全希望

者
R6.4.1 156 245 264 665 2 0 667

R5.4.1 174 229 291 694 1 1 696

※入居の必要性が高い：一人暮らし、介護者が要介護・病気療養中等

３　今後の方針
・在宅での生活が困難な方の入居ニーズにも対応するため、今後のサービス見込み量を踏まえて、計画的な整備を支援していく
・在宅サービスの一層の充実を図り、地域包括ケアシステムを推進していく



提 供 日 2025/01/07

タイトル 富士山静岡空港定期便における年末年始の利用実績

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課

連 絡 先 小野、大澤

TEL 054-221-3166

 富士山静岡空港定期便 における 年末年始 の 利用実績

１　要旨
富士山静岡空港発着の定期便を運航する航空会社から、年末年始(令和６年12月27日から令和７年１月５日まで)における利用実績の提

供がありましたのでお知らせします。

２　利用実績（令和６年12月27日から令和７年１月５日までの10日間）
　・搭乗者数は24,474人となり、前年度の年末年始期間（７日間）の13,764人と比較して77.8％増加（+10,710人）した。

・搭乗率は84.6％となり、前年度の76.1％と比較して8.5ポイント増加した。
　・国内線は、前年度と比較して、搭乗者数は7,081人増の18,241人、搭乗率は10.4ポイント増の85.8％となった。

　　　　・国際線は、昨年度運航のあったソウル線と上海線に加え、杭州線が運航されたこと、ソウル線が増便したことから、前年度と比較して、搭乗
者数は3,629人増の6,233人、搭乗率は1.6ポイント増の81.2％となった。
　 ・なお、令和６年12月より新規就航の香港線は利用実績が非公表のため、これを除いた人数である。

航空会社（お問合せ先）
・ＡＮＡ：全日本空輸（電話：070-4874-0927）
・ＦＤＡ：フジドリームエアラインズ（電話：054-355-5602）
・７　Ｃ：チェジュ航空（電話：0570-001-132）　
・Ｍ　Ｕ：中国東方航空（電話：054-652-1212）
・Ｊ　Ｄ：北京首都航空（電話：06-6264-1788）
・Ｕ　Ｏ：香港エクスプレス航空（電話：03-4487-0264）　



提 供 日 2025/01/07

タイトル 令和６年度 第６回ガストロノミーツーリズム研究会　
テーマ「静岡を日本のバスクに伝統と革新が出会う食
の王国へ」

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先 観光振興班

TEL 054-221-3684

令和６年度 第６回ガストロノミーツーリズム研究会
多様な食材に恵まれた静岡県が食文化の拠点となり、「世界に冠たる食文化の王国」としての地位を築くための道筋について、ふじの

くに地球環境史ミュージアムの佐藤館長による講演会を開催します。講演後には、GI認証酒「正雪」や志田農園の水出し煎茶、県内の郷
土料理を囲んで交流会を行います。

第６回目は、以下のとおり実施します。

イベント名
令和６年度　第６回ガストロノミーツーリズム研究会

テーマ「静岡を日本のバスクに　伝統と革新が出会う食の王国へ」

日　時
令和７年１月１７日（金）午後２時から午後４時30分

場　所
ふじのくに地球環境史ミュージアム２階講堂
　（静岡市駿河区大谷５７６２）

会場定員 50名（第１部のみオンライン受講も可）

対　象
観光事業者、料理人、生産者、大学関係者、学生、行政など、ガストロノ
ミーに関心のある方

内　容

第１部：講演40分、パネルディスカッション40分 
　　　　（講師）ふじのくに地球環境史ミュージアム館長　佐藤　洋一郎氏
　　　　（パネリスト）株式会社なすび常務取締役　赤堀　真太郎氏
　　　　　　　　　　　　静岡県立大学経営情報学部経営情報学科教授
　　　　　　　　　　　　大久保　あかね氏
第２部：交流会

参加費
第１部　５００円（ミュージアム入場料）、　第２部　1,000円

申込方法
特設サイトまたは、FAX にてお申し込みください。
※事前申込制（申込期限：１月６日）

特設サイト
https://sites.google.com/view/shizuoka-gastronomy3/home

〈ガストロノミーツーリズム〉
　その土地の気候風土が生んだ食材、習慣、伝統、歴史などによって育まれた食を楽しみ、その土地の食文化に触れることを目的とした
観光

 

https://sites.google.com/view/shizuoka-gastronomy3/home


提 供 日 2025/01/07

タイトル  ｢富士山の日｣フェスタ2025 一般参加者を募集してい
ます！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3747

　　　　　「富士山の日」フェスタ2025　一般参加者を募集しています！

静岡・山梨両県では、富士山の顕著な普遍的価値に対する一層の理解を深め、保全に向けた想いを後世に継承していくため、「富士山の
日」フェスタ2025を開催します。

世界遺産富士山に関する基調講演のほか、ＳＰＡＣ－静岡県舞台芸術センターによる演劇、富士山静岡交響楽団コンサートを予定してい
ます。

フェスタでは、次のとおり一般参加（無料）を募集していますので、ぜひご応募ください。応募の詳細は、静岡県ホームページをご覧くださ
い。　

　　　　　　　県ＨＰへのリンクはこちら　　→　
https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/kanko/mtfuji/1002778/1002776/1019420.html

１　日　時
　　　令和７年２月23日（日・祝） 14時から16時まで（予定）

２　会　場
　　　御殿場高原ホテル（御殿場市神山719）

　３　内　容（予定）
　　 ・ウェルカムパフォーマンス（富嶽太鼓による演奏）

　・主催者あいさつ、来賓紹介、祝電披露等
　・基調講演
　　　講師：遠山 敦子氏（富士山世界文化遺産学術委員会顧問）
　・ＳＰＡＣ－静岡県舞台芸術センター演劇
　・富士山静岡交響楽団コンサート

４　対象・定員
どなたでもご応募可・定員50名程度（先着）

５　参加費
無料（交通費などは参加者のご負担となります）

６　応募方法
➀氏名、➁連絡先（電話番号又は電子メールアドレス）、➂障がい等があり、会場において配慮が必要な場合は、その具体的内容をご
記入の上、次のいずれかの方法により「「富士山の日」フェスタ2025事務局」あてお送りください。

　　　【ハガキ】〒420-0031 静岡県静岡市葵区呉服町２丁目３の１ふしみやビル７階
　　　　　　　　有限会社ブロス内「「富士山の日」フェスタ2025事務局」宛

　　【電子メール】fujisan@bross.co.jp　　【ＦＡＸ】054-272-6727

７　応募締切
令和７年１月31日（金）必着（定員に達した時点で締切）

８　問合せ先
　　　　　静岡県スポーツ・文化観光部　富士山世界遺産課　　【電話】054-221-3747
　　　　　※当日の連絡先：090-1564-4737

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/kanko/mtfuji/1002778/1002776/1019420.html
mailto:fujisan@bross.co.jp


提 供 日 2025/01/07

タイトル 令和６年度第３回静岡県環境審議会水循環保全部会を
開催します

担　　当 くらし・環境部 環境局水資源課

連 絡 先 水資源班

TEL 054-221-2256

令和６年度第３回静岡県環境審議会
水循環保全部会を開催します

　令和６年度第３回静岡県環境審議会水循環保全部会を開催し、浜名湖圏域流域水循環計画の策定について審議を行います。

１　日　時　　令和７年１月９日(木)午後１時30分から３時30分まで

２　会　場　　県庁別館２階第一会議室Ｄ(委員は会場又はオンラインにて出席)

３　委　員　　　
氏　名 所属・役職等

浅見　佳世 常葉大学大学院環境防災研究科　教授

今泉　文寿 静岡大学学術院農学領域　教授

絹村　敏美 土地改良事業団体連合会　専務理事

○蔵治　光一郎 東京大学大学院農学生命科学研究科　教授

田中　博通 東海大学　名誉教授

谷　幸則 静岡県立大学食品栄養科学部　教授

藤川　格司 常葉大学　名誉教授

山川　陽祐 筑波大学生命環境系　助教

山本　早苗 常葉大学社会環境学部　教授

○：水循環保全部会長
４　議　事

　　　(1) 浜名湖圏域流域水循環計画の策定について
　　　　　・流域の目標、施策及び指標
　　　　　・浜名湖圏域流域水循環計画（案）

　　　(2) 環境審議会への報告について

　　　(3) 水源保全地域の区域の変更について

５　傍聴について
　　傍聴を希望される方は、当日の午後１時15分から午後１時30分までの間に会場へお越しください。

６　問合せ先
　　０５４－２２１－２２５６(くらし・環境部環境局水資源課 水資源班)

　　参加者募集告知　・　 催事等 の 当日取材　・　実施事業等の紹介　・　調査結果等の公表



提 供 日 2025/01/07

タイトル 「令和６年度第３回富士山ごみ減量大作戦」ボラン
ティア募集！

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-3498

「令和６年度第３回富士山ごみ減量大作戦」ボランティア募集！

いつまでも美しい富士山の景観を維持するために、富士山麓周辺の道路沿いでボランティアによる清掃活動「富士山ごみ減量大作戦」を開催し、世界
に誇る日本のシンボルとして、富士山を後世に引き継いでいきます。

１　内容

　(1) 主　　催　  静岡県、富士宮市、静岡第一テレビ24時間テレビチャリティー委員会、株式会社三井エンタープライズ、ふじさんネットワーク
  (2) 日　　時  　令和７年３月１日(土)午前９時30分から11時30分（少雨決行、荒天中止）
　　　　　　　 　 　※中止の場合は、前日午後３時までに電話で御連絡します。
  (3) 活動場所　富士宮市粟倉、村山、山宮（国道469号沿い等）
　(4) 集合場所  富士山南陵工業団地　No.９区画（小林工業富士山南陵工場前）
  (5) 集合方法　自家用車又は無料送迎バス（ＪＲ富士駅南口午前８時30分発車）

２　参加者募集
　(1) 応募方法　郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、無料送迎バス利用の有無を御記入の

うえ、郵便、FAX、又は電子メールよりお申し込みください。
　(2) 応募先　 【住所】〒420-8601　静岡市葵区追手町９-６
　　　　　　　         静岡県くらし・環境部 環境局 自然保護課 富士山・南アルプス保全班
　　　        　　 【電話番号】　054-221-3498　　【FAX番号】　054-221-3278
　　　       　　  【電子メール】　shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp
　(3) 応募資格  小学生以上でボランティアとして御参加いただける方（小学生は保護者同伴）
　(4) 募集定員　40名程度（先着順）
　(5) 募集期限　令和７年２月21日（金）まで
　(6) その他   　・自家用車における交通費は各自で御負担願います。
　　　　　　　　　　・参加者の傷害保険は主催者側で加入します。

【報道機関各社へ】
・当日の取材を御希望の場合は、前日までに上記連絡先まで御連絡ください。中止の場合に御連絡します。
・報道機関の皆様の集合場所、受付時間は参加者同様です。
・参加者募集告知希望
・催事等の当日取材希望

mailto:shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/01/07

タイトル 吉田町が交通死亡事故ゼロ連続500日を達成！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 くらし交通安全課

TEL 054-221-2104

吉田町が交通死亡事故ゼロ連続５００日を達成！

静岡県交通安全対策協議会（会長:知事）が

　交通安全優良市町表彰を行います。

　静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）は、長期間に渡る交通死亡事故ゼロを達成
した市区町を表彰しています。

　　このたび、令和７年１月１日（水）をもって吉田町が交通死亡事故ゼロ連続５００日を
　達成したことから、下記のとおり表彰状の伝達式を行います。

　　　※　吉田町の受賞は、本表彰制度の創設（平成３年６月）から10回目となります。
　
　　１　表彰式の概要
　　（１）日時
　　　　　令和７年１月１４日（火）午後２時開始（概ね２０分間）　
　　（２）場所
　　　　　吉田町役場３階　応接室（榛原郡吉田町住吉８７）
　　（３）出席者

　吉　田　町　長　　　　田村　典彦（たむら　のりひこ）
　牧之原警察署長　　　　舘山　浩行（たてやま　ひろゆき）

　　　 　 県くらし交通安全課長　入戸野　明（にっとの　　あきら）　ほか

　２　静岡県交通安全対策協議会優良市町表彰基準　

市区町の区分
　交通死亡事故ゼロ連続日数

【達成後は、下記日数の倍数で表彰を行います。】
　人口１５万人以上 　　　２００日
　人口８万人以上１５万人未満 　　　３００日
　人口４万人以上８万人未満 　　　４００日
　 人口 ２ 万人以上 ４ 万人未満 　　　 ５００ 日
　人口２万人未満 　１，０００日
　※　 吉田町 　 人口 ２８, ６３５ 人（令和６年１月１日現在）
　※　静岡市及び浜松市については、区ごとに表彰を実施しています。

３　その他
    表彰状の伝達式前に交通死亡事故が発生した場合は、表彰状の伝達を中止する
　ことがあります。

　参加者募集告知　　　催事等の当日取材　　　実施事業等の紹介　　　調査結果の公表



提 供 日 2025/01/07

タイトル 多文化共生についての外国人・日本人の実態及び意識
調査を実施しました

担　　当 知事直轄組織 地域外交局多文化共生課

連 絡 先 多文化共生班

TEL 054-221-3316

多文化共生についての外国人・日本人の実態及び意識調査を実施しました

１　調査の目的
静岡県内に在住する様々な国籍の外国人及び日本人を対象に、生活・就労等の実態や、外国人との共生に関する意識等を調査しました。

本調査結果は、令和７年度に策定する静岡県多文化共生推進基本計画策定の基礎資料にします。（前回実施：2020年度）

２　調査の概要

区　分 内　　容 
対象者 県内に居住する16歳以上の日本人及び外国人 
対象市 静岡市、浜松市、富士市、磐田市、焼津市　計５市

外国人の国籍 2023年（令和５年）６月末現在の県内の上位８か国 
（ブラジル、フィリピン、ベトナム、中国、インドネシア、ペルー、韓国、ネパール）

抽出数 日本人1,000人　外国人4,000人（住民基本台帳から無作為抽出） 
調査方法 郵送配布・郵送回収（オンラインによる回収併用） 

調査票の種類 日本人：通常の日本語版を送付 
外国人：各国の母国語版とやさしい日本語版の２部送付 

調査時期 2024年（令和６年）７月～８月 
有効回収 日本人：528件（52.8％）　外国人1,467件（36.7％）

３　調査結果
　概要については、別添資料（概要版）を御覧ください。
　調査結果報告書の全文については、以下のURLに掲載されています。

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/1049844/tabunkachiiki/1015556.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/1049844/tabunkachiiki/1015556.html


提 供 日 2025/01/08

タイトル ヤマハ発動機株式会社による「ふじのくにグローバル
人材育成基金」への寄付に対し知事感謝状を授与しま
す

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 政策推進班

TEL 054-221-3134

ヤマハ発動機株式会社による「ふじのくにグローバル人材育成基金」
ヘの寄附に対し知事感謝状を授与します

　静岡県教育委員会では、国際的に活躍しようとする意欲のある高校生やグローバル教育の向上を図る学校及び教職員を支援する
ため、平成28年４月に「ふじのくに
グローバル人材育成基金」を創設し、広く寄附を募っています。
　このたび、ヤマハ発動機株式会社から本基金に対し寄附をいただけることとなりましたので、以下のとおり寄附金贈呈及び知事
感謝状授与式を行います。

１　日　時
　　令和７年１月17日（金）　午後２時30分から30分程度

２　場　所
　　静岡県庁西館７階　教育長室

３　出席者　
　・ヤマハ発動機株式会社　様
　・静岡県教育委員会教育長　池上　重弘　ほか

４　内容
　　寄附金目録の贈呈、教育長から知事感謝状授与、写真撮影、歓談

※教育委員会では、常時寄附金を募集しています。
　募集案内（チラシ）は、静岡県教育委員会ＨＰに掲載しています。
ＵＲＬ
　https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/school/kyoiku/1003777/1003788/1003782/1031457.html
（「静岡県教育委員会　ふじのくにグローバル人材育成基金」で検索）

「有徳の人づくり」を進めています
　静　岡　県　教　育　委　員　会

https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/school/kyoiku/1003777/1003788/1003782/1031457.html


提 供 日 2025/01/08

タイトル 能登半島地震を教訓に【静岡県企業局】～阪神淡路大
震災から30年の日に合同応急給水訓練～

担　　当 企業局 水道企画課

連 絡 先 企画調査班

TEL 054-221-2160

能登半島地震を教訓に【静岡県企業局】
～阪神淡路大震災から30年の日に合同応急給水訓練～

１　概要
昨年１月1日に発生した能登半島地震では、水道施設の被災により長期に渡る断水が発生し、生活用水を確保するための、応急給水活動

の重要性が改めて認識されました。
これを受け企業局では、公益社団法人日本水道協会及び受水市町と連携した合同応急給水訓練を６年ぶりに開催します。

２　訓練概要
(1)日程：令和７年１月17日（金）【平成７年(1995年)の阪神淡路大震災から30年】
(2)内容：能登半島地震では、通常時とは異なる給水体制への移行がスムーズに行えないなど、円滑かつ迅速な応急給水活動が課題となり

ました。
　　　これを受け、企業局保有の調整池などを対象に、受水市町の給水車を集めた合同応急給水訓練を実施し、応急給水の手順などを確認

します。
(3)会場：

事業名 施設名 所在地 参加市町 開始時間

三島調整池 三島市北沢369-2 三島市 14：00～

熱海調整池 熱海市笹尻1804-5 熱海市 14：00～駿豆水道

函南調整池 田方郡函南町平井1689-65 函南町 14：00～

榛南水道 榛南浄水場 榛原郡吉田町川尻4036-2
牧之原市

御前崎市
14：00～

袋井市 13：30～

磐田市 14：00～寺谷浄水場 磐田市寺谷2258

森町 14：30～

浜松市 13：30～

遠州水道

浜松調整池
浜松市浜名区都田町沢上
9472 湖西市 14：30～

【参考】過年度における応急給水訓練の様子　　　　　　

　　　 　　　



提 供 日 2025/01/08

タイトル 第17回静岡県景観賞受賞地区が決定!!
～表彰式を開催します～

担　　当 交通基盤部 都市局景観まちづくり課

連 絡 先 景観づくり推進班

TEL 054-221-3702

第1７回静岡県景観賞受賞地区が決定！！
～表彰式を開催します～

１　受賞地区

賞名 受賞地区 所在地 受賞者
最優秀賞
（県知事賞）

富士箱根伊豆国立公園
田貫湖富岳テラス 富士宮市

・景域計画株式会社
・関東地方環境事務所

優秀賞
（静岡県建設業協会賞）

海と共に生きる　津波避
難複合施設
「テラッセ　オレンジ　トイ」

伊豆市

・伊豆市
・東京大学生産技術研究所　今井研究室
・日本工営都市空間株式会社
・松原公園及び津波避難複合施設整備
検討委員会

優秀賞
（静岡県

建築士事務所協会賞）

中世以来の農山村景観が
今に息づく
「川名ひよんどりの里」

浜松市
浜名区

・川名ひよんどり保存会
・ＮＰＯ法人わたぼうしグランドデザイン
・一般社団法人
College Impact Japan

２　表彰式
　　日時　令和7年１月14日（火）　午後２時から３時10分まで
　　場所　県庁別館21階展望ロビー東側

３　第17回静岡県景観賞の概要
　　（１）募集期間　令和６年５月29日から７月19日まで
　　（２）応募件数　22件
　　（３）主　　催　美しいしずおか景観推進協議会
　　　　【正会員】静岡県、（一社）静岡県建築士事務所協会、（公社）静岡県建築士会、
　　　　　　　　　（一社）日本造園建設業協会静岡県支部、（一社）静岡県建設業協会
　　　　【協力会員】（公社）静岡県造園緑化協会、（公社）静岡県山林協会、（公社）静岡県屋外広告協会、
　　　　　　　　　　　静岡県土地改良事業団体連合会、静岡県道路利用者会議、
　　　　　　　　　　　静岡県土地区画整理組合連合会、静岡県河川協会

４　お問い合わせ
　　美しいしずおか景観推進協議会事務局(静岡県交通基盤部都市局景観まちづくり課)
　 （電話番号）　054-221-3702　　（E-mail）keikan@pref.shizuoka.lg.jp
　
★「静岡県景観賞」とは…昭和63年度に「静岡県都市景観賞」として始まり、平成20年度からは対象を田園や農山漁村景観にも拡大した「静岡県景観賞」に改め、
今回で通算37回目を迎えます。
　過去の受賞地区は、県ホームページやインスタグラム（＠shizuoka_keikan）で紹介しています。

mailto:keikan@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/01/08

タイトル 静岡県立工科短期大学校第３回選抜試験（令和７年度
入学生）の実施

担　　当 経済産業部 工科短期大学校教務課

連 絡 先 静岡キャンパス　遠藤

TEL 054-345-2033

静岡県立工科短期大学校第３回選抜試験（令和７年度入学生）の実施

　グローバル化や科学技術の進展など、大きな変化に対応できる技術者の育成を目指す本校の令和７年度入学生（第５期生）の第３回選抜試験(一般選
抜）を実施します。詳細は本校ホームページ(https://scot.ac.jp/)をご覧ください。

１　日程

回 選抜区分 出願受付期間 試験日 合格発表

第３回 一般選抜 令和７年
１月15日(水)～１月29日(水)

令和７年
２月８日(土)

令和７年
２月14日(金)

２　募集学科及び募集人員等

キャンパス名 学　科 募集人員

機械・制御技術科 18名程度

電気技術科 －静岡キャンパス

建築設備科 11名程度

機械・生産技術科 ５名程度

電子情報技術科 ７名程度沼津キャンパス

情報技術科 ３名程度

３　試験科目　　数学 Ｉ ・ 面接

４　試験会場　　静岡県立工科短期大学校　静岡キャンパス（静岡市清水区楠160）

５　授業料等
受験料 入学金 授業料

18,000円 県内84,600円／県外219,900円 年額234,600円（※）

※全国の職業能力開発短期大学校等（平均約38万円）の中で一番安い授業料！

６　問合せ先　　静岡キャンパス学務課（054-345-2032）

https://scot.ac.jp/


提 供 日 2025/01/08

タイトル 令和６年度静岡県農業経営士等認定式の開催

担　　当 経済産業部 農業局農業戦略課

連 絡 先 革新支援班

TEL 054-221-2669

令和６年度静岡県農業経営士等認定式を開催します。

〈要旨〉
　「令和６年度静岡県農業経営士・青年農業士・指導漁業士・青年漁業士・指導林家・農山漁村ときめき女性認定式」を開催し、
地域における農林漁業の推進や後
継者の育成などの指導的役割を担っている方を農業経営士等に認定し、増井副知事が認定証書を授与します。
　今年度は32人の方を認定します。

１　日    時　　令和７年1月15日（水）午前10時30分から午前11時30分まで
２　場    所　　県庁西館４階第一会議室（静岡市葵区追手町９番６号）
３　主 催 者　  静岡県
４　出 席 者　  認定者:32人　　来賓:22人　　県関係:26人　　合計:80人
 
５　主な来賓　　静岡県農業協同組合中央会代表理事会長
　　　　　　　　静岡県漁業協同組合連合会代表理事会長
　　　　　　　　公益社団法人静岡県林業会議所会頭

〈参考〉

称号 創設
年度

称号の説明 今回
認定数

Ｒ５年度までの認定数
（現計※）

農業経営士 昭和
44年

地域の農業者の目標像となり、農
業後継者の育成に指導的役割を
果たしている者

13人 843人
（253人）

青年農業士 昭和
53年

地域農業の推進者として次代を担
う者 ９人 1072人

（104人）

指導漁業士 昭和
61年

優れた漁業者の育成や後継者の
確保に指導的役割を果たしている
者

４人 151人
（72人）

青年漁業士 昭和
61年

地域漁業の中核として活動してい
る者 ３人 140人

（31人）

指導林家 平成
17年

地域の模範と認められる林業経営
を行っており、将来とも地域林業を
先導する中核的な存在となると認め
られる者

１人 50人
（26人）

農山漁村
ときめき女性

平成
６年

農山漁村の中で優れた技術や感
性を持ち、指導的役割を果たして
いる女性

２人
495人
（88人）

※令和６年４月１日時点



提 供 日 2025/01/08

タイトル 台湾のレストランで「静岡ほうじ茶麺」好評
ふじのくに通商エキスパートが開発に貢献

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班、静岡県台湾事務所

TEL 054-221-3066､010-886-2-2508-1515

台湾のレストランで「静岡ほうじ茶麺」好評　

ふじのくに通商エキスパートが開発に貢献

県内事業者と台湾事業者が共同開発した「静岡ほうじ茶麺」を使った料理が、台湾の飲食店で提供され、好評を得ています。

「静岡ほうじ茶麺」は、静岡中部連携中枢都市圏（静岡市、島田市、焼津市、藤枝市、牧之原市、吉田町、川根本町で構成）による台湾向

け輸出拡大の取り組みの一環として開発されました。原料には、藤枝市事業者「TEA SEVEN」のほうじ茶を使用しています。

本県産品の海外販路開拓アドバイザー「ふじのくに通商エキスパート」である桔想國際有限公司のコンサルティングの下で、台中市の食品

メーカー「松園食品」が製麺し、台北市で日本料理店「京町山本屋」を営む山本將人氏が監修しました。

「静岡ほうじ茶麺」を使った料理は、台北市内の以下の店舗で提供されています。「京町山本屋」では、麺部門の売り上げで１位になるなど

好評を得ています。

●京町山本屋（台北市大安區金華街143號）

期間：2024年12月末現在、発売中（冬季限定商品）

●和食en SOGO復興店（台北市大安區忠孝東路300號11F）

期間：2025年１月２日〜２月28日

※添付資料に静岡ほうじ茶麺などの写真掲載

弊所では今後も「ふじのくに通商エキスパート」と連携し、県産食品の販路開拓を推進してまいります。

●ふじのくに通商エキスパート：
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/1003190/1025608.html

●静岡県台湾事務所Facebook「発見。五感静岡」https://www.facebook.com/shizuokaken

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/1003190/1025608.html
https://www.facebook.com/shizuokaken


提 供 日 2025/01/09

タイトル 令和６年度「ふじのくに家庭教育支援推進企業教育長
表彰」表彰式を開催します

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 地域家庭班

TEL 054-221-3162

令和６年度「ふじのくに家庭教育支援推進企業教育長表彰」表彰式を開催します

　

働く保護者が安心して家庭教育を行えるよう、親としての学びの機会を設け、家

族のコミュニケーションを深めるなどの家庭教育支援を積極的に進める２事業者を

県教育長が表彰します。

１　開催日時　令和７年１月17日（金）午後４時から４時45分まで

２　会　　場　静岡県庁西館７階　教育長室（静岡市葵区追手町９番６号）

３　出 席 者

・被表彰事業者の代表者

　　株式会社協栄　静岡支店　支店長　　岩崎　香　様

　　静岡ガス株式会社　コーポレートサービス本部長　杉山　武靖　様　　

　

・県教育委員会

　　教育長ほか

４　次　　第

(1)出席者紹介

(2)教育長挨拶

(3)取組紹介

(4)表彰状贈呈

(5)歓談

(6)記念写真撮影

５　被表彰事業者及び取組内容

事業者名
（所在地） 主な取組内容

株式会社協栄 静岡支店
（藤枝市下青島）

家族との時間を大切にするよう、毎日、ノー残業を呼びか
けている。子供（孫）の学校行事への参加のため、日頃から
従業員同士で業務を共有し、気兼ねなくいつでも休める環
境づくりを進めている。

静岡ガス株式会社
（静岡市駿河区）

インフォメーションにて、有休取得促進日の周知を行って
いる。2023年度有休取得率70.2％、また、定時退社日だけ
でなくフレックス勤務を活用することで15：00以降であれば
帰宅可能。

「有徳の人づくり」を進めています。
静岡県教育委員会



提 供 日 2025/01/09

タイトル 「第３回浜名湖水辺整備推進協議会」の開催

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川企画課

連 絡 先 海岸企画班

TEL 054-221-3202

「第３回浜名湖水辺整備推進協議会」を開催します。
～防護・利用・環境の調和のとれた水辺空間の整備について協議します～

　浜名湖では、水辺に設置された堤防の高さが予想される高潮や津波より低い区間が存在していることや、護岸の老朽化の進行な
ど、その水辺空間は様々な課題を抱えています。
　今回、第３回協議会を開催し、「浜名湖水辺整備基本計画」の素案について協議します。

１　日時　令和７年１月15日（水）午後２時から午後３時30分まで（予定）

２　会場　静岡県浜松総合庁舎７階702・703会議室
　　　　　（浜松市中央区中央1丁目12番1号）

３　内容　
（１）報告
　　ア　高潮計画の変更について
　　イ　地域との意見交換会の開催結果
（２）議事
　　ア　「浜名湖水辺整備基本計画（素案）」　

４　傍聴　本会議は公開で行います。
　　　　　傍聴を希望される方は、当日会場にて午後１時30分から受け付けます。
　　　　　定員は10人程度（先着順）です。

５　取材　取材可能です。
　　　　　取材を希望される方は、直接会場に午後１時30分から受け付けます。

６　参考　「浜名湖水辺整備推進協議会」について
　県では令和４年12月に「浜名湖水辺整備推進協議会」を設置し、湖岸堤を含む浜名湖の水辺空間について、高潮や津波に対する
「防護」だけでなく、観光や水産振興等の「利用」、景観や自然環境等の「環境」の調和のとれた整備に向け、「浜名湖水辺整備
基本計画」の策定を進めています。
（参考）協議会構成
 静岡県 経営管理部 西部地域局 副局長兼
　　　　　　　　　　　　　　　西部危機管理監

 浜松市 市民部 文化振興担当部長

 　〃　 くらし・環境部 環境局長  　〃　 　〃　 スポーツ振興担当部長
 　〃　 スポーツ・文化観光部 文化局長  　〃　 環境部 部長
 　〃　 　　　　〃　　　　　 観光交流局長  　〃　 産業部 観光・ブランド振興担当部長
 　〃　 経済産業部 農地局長  　〃　 　〃　 農林水産担当部長
 　〃　 　　〃　　 水産・海洋局長  　〃　 都市整備部 部長
 　〃　 　　〃　　 西部農林事務所長  　〃　 土木部 部長
 　〃　 交通基盤部 参事
 　　　 　　　　　（交通ネットワーク担当）

 湖西市 環境部 部長

 　〃　 　　〃　　 道路局長  　〃　 産業部 部長
 　〃　 　　〃　　 河川砂防局長  　〃　 都市整備部 部長
 　〃　 　　〃　　 港湾局長  浜名漁業協同組合 代表理事組合長
 　〃　 　　〃　　 都市局長  公益財団法人浜松・浜名湖ツーリズムビューロー

 常務理事
 　〃　 　　〃　　 浜松土木事務所長  公益財団法人浜名湖総合環境財団 常務理事



提 供 日 2025/01/09

タイトル 【取材依頼】全国初！ピクトグラム投影システムを活
用した交通安全実証試験を開始！

担　　当 経済産業部 工業技術研究所照明音響科

連 絡 先 豊田

TEL 054-278-3027

１　要旨

　工業技術研究所では、次世代モビリティ社会における、人とクルマの円滑なコミュニケーションを照明技術で支援することを目的に、超微
細光学部品「 マイクロプリズムアレイ」によるピクトグラム投影技術を開発しました。
　この度、当該技術の社会実装に向けた取組として、ＡＩカメラと連携してピクトグラムを投影するシステムを県内企業と共同開発しまし
た。南部化成株式会社裾野事業所構内に本システムを設置し、自動車の往来時に死角となる曲がり角の路面にピクトグラムを投影して歩行者
や対向車に注意喚起する 全国初 の 実証実験を開始しました。

※ピクトグラム：意味やメッセージが直感的に理解できる簡素な図記号

２　概要

開発体制 光学設計・性能評価：工業技術研究所
製品化・販路開拓・実証実験：南部化成株式会社　裾野事業所

研究事業
新成長戦略研究事業（令和３年度～令和５年度）
「人とコミュニケーションを図る次世代車載装置用樹脂レンズの開発」

特徴

・２センチメートル四方の範囲に千個以上のプリズムが刻まれた専用設
計のマイクロプリズムアレイをピクトグラム投影装置に採用

・手のひらサイズのコンパクトな装置から、３メートル先の１メートル
四方の範囲にピクトグラムを投影可能

・実証実験では、AIカメラで自動車を検知し、建物の死角になる通路に
ピクトグラムを投影することで自動車の存在を周知

※新成長戦略研究事業
　「静岡県の試験研究機関に係る基本戦略」に基づき、本県の新たな成長に貢献することを目的として、研究計画の策定から成果の社会還元
まで、産学官によるプロジェクトチームを構成して戦略的に進める研究事業。

　　 ピクトグラム投影装置 　 注意喚起のピクトグラムの投影イメージ
　　　　　　　　　

３　問合せ先

工業技術研究所　本所（担当：照明音響科　豊田）
電話番号：054-278-3027 
メール：sk-ls@pref.shizuoka.lg.jp

南部化成株式会社　裾野事業所（担当：営業部　石切山）
電話番号：055-965-4144 
メール：tatsuya-ishikiriyama@nanbu.co.jp

0109tenpu.pdf0109tenpu.pdf

mailto:sk-ls@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:tatsuya-ishikiriyama@nanbu.co.jp


提 供 日 2025/01/09

タイトル 令和６年　年末一時金要求・妥結状況（最終報　12月
24日現在）

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 労働政策班

TEL 054-221-2338

令和６年　年末一時金要求・妥結状況（最終報　12月24日現在）

～妥結額788,310円、支給月数2.56か月で前年同期（753,463円、2.53か月）を上回る～

１　概況（最終報　12月24日現在）
　　県内の調査対象民間労働組合500組合のうち、269組合から有効回答があり、そのうち、年末一時金の要求を行った組合は259組合であった。
　　これら259組合の平均要求額は、加重平均で815,172円、支給月数で2.64か月であった。
　　また、259組合のうち、12月24日までに妥結した256組合の平均妥結額は、加重平均で788,310円、支給月数で2.56か月であった。

２　前年同期との比較（加重平均）
　(1) 平均要求額
　　　年末一時金の要求を確認できた259組合の平均要求額を、前年同期（297組合、785,527円、2.63か月）と比較すると、金額で29,645円、支給月数で

0.01か月上回った。
　(2) 平均妥結額
　　　年末一時金の要求を確認できた259組合のうち、12月24日までに妥結した256組合の平均妥結額を前年同期（296組合、753,463円、2.53か月）と比

較すると、金額で34,847円、支給月数で0.03か月上回った。

３　業種別妥結状況
　　回答数の多かった「製造業」と「運輸業、郵便業」の妥結状況をみると、「製造業」では平均妥結額が851,809円（2.69か月）で、前年同期（807,655円、

2.64か月）を上回った。
　　また、「運輸業、郵便業」については、平均妥結額が573,900円（2.11か月）で、前年同期（504,678円、1.96か月）を上回った。

４　企業規模別妥結状況
　　従業員規模別に妥結状況をみると、「300人以上」では804,496円(2.61か月)、「299人以下」では587,609円(2.17か月)であり、「300人以上」の方が金額

で216,887円、支給月数で0.44か月上回った。

５　令和６年年末一時金要求・妥結状況の特徴
　　県ホームページで結果を公表している平成10年以降で、平均妥結額の加重平均及び単純平均は最大となった。



提 供 日 2025/01/09

タイトル 【参加事業者募集】(株)明治屋（明治屋ストアー）様
との商談会を開催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

【参加事業者募集】

(株)明治屋（明治屋ストアー）様との商談会を開催します︕

（要　旨）

静岡県では、県産品の販路開拓事業に取り組んでいます。
このたび、本県農林水産物の生産者、加工事業者を対象に、(株)明治屋(明治屋ストアー)様との商談会を開催するため、参加事業者を募集
しています。

２　概要

（１）募集期限　令和７年１月27日（月）正午まで

（２）申込み先　下記URLより申込み

　　　　　　　　　　https://x.gd/o949O

　　※申込みには、事前に「バイ・シズオカ　オンラインカタログ」への商品登録が必要です。

（３）商 談 先　  (株)明治屋

　　　　　　　　　（日配品、加工食品、菓子・生菓子、飲料、酒、総菜、青果(野菜・果物)、鮮魚の分野が対象）

（４）商 談 日　 令和７年２月７日（金）12:00～17:00の間を予定

（５）場　　所　  静岡市内予定

（６）参加費用　無料（商談会に係るサンプル代等については参加事業者にて負担）

（７）問合せ先　オンラインカタログ運営事務局（株式会社ビビッドガーデン）

　　　　　　　　   担当：山村　電話番号：03-4405-1222　メールアドレス：municipality@vivid-garden.co.jp

３　今後の予定
令和７年1月31日（金） 頃  商談対象事業者の決定
令和７年２月７日（金）  商談会の開催

＊（株）明治屋様は、高品質な商品を世界から取り揃え、首都圏を中心に店舗を展開する老舗スーパーマーケット「明治屋スト
アー」を展開しています。

https://x.gd/o949O
mailto:municipality@vivid-garden.co.jp


発 表 日 2025/01/09

タイトル 静岡県内における新型コロナウイルス感染症感染拡大
注意報の発令

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 静岡県感染症管理センター

TEL 055-928-7220

－危機管理情報－

～静岡県では新型コロナウイルス感染症の
感染拡大注意報を発令します～

　
　2024年第52週（12/23～12/29）の感染症発生動向調査で、静岡県内の 新型 コロナウイルス 感染症 の 定点当 たり 患者数 が ８. ９６
 人 に 増加 し 、 県 独自 の 感染拡大注意報 の 基準値 ８ 人 を 超 えました 。
　また、 インフルエンザは 警報 レベルが 継続 しており 、 第52 週 の 定点当 たり 患者数 は ６８ ． ３０ 人 と 、 記録 が 残 る2002 年以降 、
 ２ 番目 に 高 い 数値となっています。
　今後、さらに流行が拡大するとともに、長期間持続することも考えられますので、 県民 の 皆様 には 、 引 き 続 き 、 感染拡大防止
 対策 に 御協力 をお 願 いします 。

 
新型コロナウイルス感染症の流行推移

週（期間） 49(12/2-12/8) 50(12/9-12/15) 51(12/16-12/22) 52(12/23-12/29)
定点当たり（全報告数） 3.06(426) 4.49(624) 6.31(877) 8.96(1,245)

インフルエンザの流行推移
週（期間） 49(12/2-12/8) 50(12/9-12/15) 51(12/16-12/22) 52(12/23-12/29)

定点当たり（全報告数） 4.44(617) 11.47(1,594) 38.14(5,301) 68.30(9,494)
＜参考＞　

定点当たり患者数とは、県内の小児科、内科併せて139の定点医療機関の１医療機関当たりの１週間の患者数です。
コロナは県独自に基準値を設定しており、「今後、感染者数が急増する恐れがある」注意報は８、「医療のひっ迫の恐れがあ
る」警報は16です。

＜前年同時期のコロナの状況＞７週間注意報以上が継続（うち３週間は警報）
昨年の注意報・警報の状況 期間(2024年)

注意報 1/19～2/1
警報 2/2～2/21

注意報 2/22～3/7
インフルエンザは全国一律に、流行開始の目安が１、注意報レベルは10、警報レベルの開始は30、警報レベルの終息は10で
す。（同時に注意報も終息です。）

＜前年同時期のインフルエンザの状況＞20週間注意報以上が継続（うち13週間は警報）、解除後再度４週間注意報
昨年の注意報・警報の状況 期間(2023～2024年)

注意報 10/2～11/19
警報 11/20～2/18

注意報 3/4～3/31
過去、最も高かったインフルエンザ定点当たり患者数は、2019年第３週(1/14～1/20)の６９．４２です。

県HP「感染症情報センター」に、詳細なグラフ等を掲載しています。
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003065/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003065/index.html


＜定点当たり患者数の推移＞

＜第52週県内保健所管内別　定点当たり患者数＞

新型コロナウイルス感染症
保健所名

届出数 定点当たり 注意報基準値 警報基準値
総数 1,245 8.96 8.0 16.0 
賀茂 24 8.00 13.0 26.0 
熱海 68 11.33 9.0 18.0 
東部 143 7.15 8.0 16.0 

御殿場 147 24.50 17.0 34.0 
富士 156 10.40 11.0 22.0 

静岡市 220 8.80 6.0 12.0 
中部 94 5.53 8.0 16.0 
西部 206 10.84 10.0 20.0 

浜松市 187 6.68 7.0 14.0 

　＜県民の皆様へ＞
ワクチンの接種について

いずれの疾患もワクチン接種により、死亡や入院の危険が減少するとされています。
65 歳以上等 の 定期接種対象者 で 接種 を 希望 する 方 は 、 かかりつけ 医 などと 相談 し 、 可能 な 場合 はお 早 めの 接種 をお 願 いしま
 す 。
 定期接種対象者以外 でも 、 特 に 、 基礎疾患 のある 方 や 、 乳幼児 、 以前 コロナやインフルエンザにかかってつらかった 方 は 接
 種 の 御検討 をお 願 いします 。
インフルエンザワクチンとコロナワクチンは同時に接種できます。

「うつらない」・「うつさない」ための取組等
体調が悪い場合は、人が集まるイベントに参加することは控えましょう
人混みでは、 咳 エチケット（咳やくしゃみの際、マスク着用か、ティッシュや腕の内側などで口と鼻を覆い顔を他の人に向け
ない）を励行しましょう
コロナやインフルエンザと診断されたら医師の指示を守って服薬し、外出を控えるとともに、家庭内でも咳エチケットを徹底
し、十分な休養をとりましょう
人が集まる室内では、十分に換気をしましょう
こまめに手洗いをしましょう
医療機関や高齢者施設の受診や訪問時はできる限りマスク着用をお願いします
咳・熱・のど痛などの症状が軽く持病のない若い方は、休日夜間の救急外来受診は控え、平日昼間に受診するか、市販薬で自
宅療養をお願いします



提 供 日 2025/01/09

タイトル ～訪日教育旅行～中韓学校との交流を実施します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先 観光振興班

TEL 054-221-3696

～訪日教育旅行～中韓学校との交流を実施します！

（要　旨）
本県では、中高生をはじめとした若い世代の国際相互理解や、今後の海外との交流人口の拡大に繋がる「訪日教育旅行」の受入を推進し

ております。
令和５年にコロナウイルスが５類に位置づけされて以降、本県の訪日教育旅行受入件数は大幅に回復し、今年度は令和６年12月末時点で

69件（前年同期比230％）となっています。
今年度は４月以降57校の交流が既に行われており、１月は７校以上の学校交流が予定されています。
 是非 、 ご 取材 をお 願 いします 。

（１月の交流予定(取材可能かつ交流内容が決定している学校)）

交流日時 県内受入校 来訪校・団体 国名 受入
人数

主な交流内容（予
定）

１月14日 城南静岡中学校 陕西延安市新区第一中学 中国 36
歓迎会、昼食交流、

交流会

１月15日
静岡大学教育学
部附属島田中学

校
陕西延安市新区第一中学 中国 35 歓迎式、授業交流、

昼食交流

１月15日 聖隷クリスト
ファー中学校 光聖ドレーム中学校 韓国 39 歓迎式、交流会、昼

食交流、授業交流

１月16日
飛龍高等学校
三島スクール 陕西延安市新区第一中学 中国 34

歓迎式、校内見学、
英語交流

１月17日 静岡大成中学校 延安新区外国语学校 中国 64 昼食交流、授業交
流

１月17日
静岡市立入江小

学校 西安交通大学附属小学校 中国 48
歓迎式、英語交流

会

１月20日 富士宮市立東小
学校 高郵市汪曾祺学校 中国 33 歓迎式、授業交流、

昼食交流

【参考】今年度の受入状況(予定含む)

月別 ４月～６月 ７月～10月 11月～12月 １月以降 合計

受入件数 14件 37件 ６件 12件 69件

◇ 取材を希望される方は、事前に下記問合せ先まで御連絡ください。

一般社団法人　地域振興交流協会　代表理事　事務局長　二本柳　悟

E-mail：s-nihonyanagi@local-networks.net

mailto:s-nihonyanagi@local-networks.net


提 供 日 2025/01/09

タイトル 令和６年度　短期集中単位互換授業「ふじのくに学
（観光学）」開講！

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局大学課

連 絡 先 大学・学術班

TEL 054-221-3749

令和６ 年度　 短期集中単位互換授業
「 ふじ のく に学（ 観光学） 」 開講！

 静岡県内の全ての高等教育機関が加盟する公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアムで
は、本県の地域資源をテーマにした、短期集中単位互換授業（フィールドワークを含む）を実施
しています。
 １月18日（土）・19日（日）は、静岡県立大学が開設する「ふじのくに学（観光学）」が開講さ
れます。
 単位互換協定を結んでいる高等教育機関から５校（静岡県立大学、静岡大学、静岡産業大学、静
岡理工科大学、常葉大学）の学生が参加します。

１ 　 概　 要
（１）目　的

野外学習と講義を通じて、本県の多彩な観光資源～自然、文化・歴史から生活体験ま
で～を活かした「世界クラスの観光地域づくり」を学ぶことで、地域への理解を深めるとと
もに愛着や誇りを持ち、地域の魅力を発信できる人材を育成する。

（２）日時・場所等
実施日 内　容 会　場

１月18日
（土）

10：00講義「情報発信の拠点からの観光学」
12：40講義「官民連携で賑わいのあるまちへ」
14：50ジオリア見学・講義
15：30修善寺温泉街ガイドツアー
19：00ワークショップ

道の駅ゲートウェイ函南
いずなかビレッジ
ジオリア
修善寺温泉街　
ホテルオリーブの木

１月19日
（日）

08：45講義「観光産業論、観光実務及び観光」
10：30講義「古民家再生事業を通じた観光事業の
　　　　　　戦略構築の一例を学ぶ」
12：30ロクアット西伊豆見学
15：00講義「まとめ」

土肥公民館

ロクアット西伊豆
土肥公民館

（３）短期集中単位互換授業について
　　　他大学の科目を履修し、在籍大学の単位として認定するもの。
　　　現在の単位互換協定校は以下の10校です。
　　　静岡英和学院大学、静岡県立大学、静岡産業大学、静岡大学、静岡文化芸術大学、
　　　静岡理工科大学、常葉大学、沼津工業高等専門学校、浜松学院大学、
　　　東海大学静岡キャンパス

２ 　 お問合せ
【 事業の概要】

公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム
担　当 松村
電　話 054-249-1818 ※当日の連絡先 090-6205-8457
〒420-0839　静岡市葵区鷹匠3-6-1 もくせい会館２階
※取材を希望される場合、前日正午までに担当者宛て御連絡ください。



提 供 日 2025/01/09

タイトル 伊豆市 柿木川の水質調査の結果
－全ての調査項目が環境基準に適合－

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 大気水質班

TEL 054-221-2253

１　要旨

　　宗教法人平和寺本山敷地内（伊豆市大平柿木）から流出した廃棄物混じりの土砂による、柿木川の水質への影響の有無を確認するた

め、県においてカドミウム、鉛、ふっ素を測定したところ、全ての調査項目が環境基準に適合していた。

２　調査の概要

採 水 日 令和６年11月７日（木）

調査地点
柿木川への土砂流出地点の下流

※１
、小尻梨橋、柿木第一砂防ダム上

流、小白ヶ沢橋及び柿木橋（別紙参照（No.２～６））

調査項目 カドミウム、鉛、ふっ素及び浮遊物質量（ＳＳ）
※２

調査結果 全ての調査項目が環境基準に適合（別表のとおり）

※１　柿木川への土砂流出地点の上流（No.１）においては、水量が少ないため採水できず

※２　濁りの状況を確認するために測定

　　

３　今後の対応

引き続き、伊豆市と県で毎月交互に水質調査を実施する。

【参考】

ア　令和６年10月８日（火）に伊豆市が実施した水質調査

調査地点
柿木川への土砂流出地点の上流・下流、小尻梨橋、柿木第一砂防ダ

ム上流、小白ヶ沢橋及び柿木橋（別紙参照）

調査項目

 小尻梨橋：水質汚濁に係る環境基準のうち人の健康の保護に関する

27項目及び生活環境の保全に関する項目５項目

 そ の 他：水質汚濁に係る環境基準のうち人の健康の保護に関する４

項目及び生活環境の保全に関する項目５項目

調査結果 全ての調査項目が環境基準に適合

イ　上記の他、これまでに県（令和２年９月以降の奇数月）及び伊豆市（令和２年10月以降の偶数月）で毎月交互に実施した水質調査
では、いずれも全ての調査項目が環境基準に適合。

別表　柿木川における水質調査結果（令和６年11月７日採水）

カドミウム 鉛 ふっ素 浮遊物質量

No.2 土砂流出地点の下流 0.0003mg/L

未満

0.005mg/L

未満

0.08mg/L

未満

1.2mg/L

No.3 小尻梨橋 0.0003mg/L

未満

0.005mg/L

未満

0.08mg/L

未満

1.0mg/L

未満

No.4 柿木第一砂防ダム上流 0.0003mg/L

未満

0.005mg/L

未満

0.08mg/L

未満

1.0mg/L

未満

No.5 小白ヶ沢橋 0.0003mg/L

未満

0.005mg/L

未満

0.08mg/L

未満

1.0mg/L

未満

No.6 柿木橋 0.0003mg/L

未満

0.005mg/L

未満

0.08mg/L

未満

1.0mg/L

未満

基　準　値 0.003mg/L

以下

0.01mg/L

以下

0.8mg/L

以下

－



提 供 日 2025/01/09

タイトル 「しずおかの環境～令和６年版環境白書（概要
版）～」を発行しました

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3597

「しずおかの環境～令和６年版環境白書（概要版）～」
を発行しました

このたび、本県の環境の保全及び創造に関する施策の実施状況等をまとめた令和６年版環境白
書（概要版）を発行しました。本県の環境の現状や施策の実施状況について、県民の皆様の理解を
より深めていただけるよう、写真や図表等を多く使用し、わかりやすく掲載しています。

１　環境白書（概要版）の内容
（１）トピックス
 県や市町が行った令和５年度の主な取組の中で、新しい取組や先進的な取組を中心に紹介しています。

　　　各取組にはＳＤＧｓとの関係性がわかるよう、関連するＳＤＧｓのアイコンを掲載してあります。
　　【主なトピックス】
　　・温室効果ガス排出削減に積極的に取り組む事業者の認証制度を創設
　　・「美しく豊かな静岡の海を未来につなぐ会」による海洋ごみ削減活動
　　・静岡県水循環保全条例に基づく水源保全地域を指定
    ・ふじのくに生物多様性地域戦略推進パートナーシップ協定を締結～浜名湖の保全に向けて～
　　・高校生チームが脱炭素企画を提案「アオハル・エコロジー・ラボ」

（２）静岡県の環境の現状と施策の実施状況
　　　令和５年度末の本県の環境の現状、環境施策の実施状況について、紹介しています。

（３）静岡県環境基本計画の進捗状況
　　　第４次静岡県環境基本計画の進捗状況について、紹介しています。
　
２　閲覧方法
　　○県内図書館、県民サービスセンター（県庁東館２階）に配架
　　○県ホームページにて公開（検索ワード　「静岡県　環境白書」）
　　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/keikaku/1016166.html

参加者募集告知　　・　　催事等の当日取材　　・　　 実施事業等 の 紹介　　・　調査結果等の公表

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/keikaku/1016166.html


提 供 日 2025/01/10

タイトル JR東海による地震避難講習会～電車で地震が起きたら
どうする？～

担　　当 教育委員会 浜松聴覚特別支援学校

連 絡 先 副校長　春田美賀子

TEL 053-471-8197

JR東海による地震避難講習会

　　～電車で地震が起きたらどうする？～
　東海旅客鉄道株式会社（JR東海）から提案いただき、地震避難講習会を実施します。
本校には電車通学をしている児童生徒もおり、電車や駅で地震が起きた時の対応を学ぶよい機会となります。聴覚障害児は非常

時のアナウンスが聞き取れないことが予想されるため、あらかじめ対応を知っておくことで、落ち着いて自分から情報を取りに
行ったり、避難行動を取ることにつなげたいと考えています。

１　日　時
    令和７年１月17日（金）13：30～14：20

２　会　場
    静岡県立浜松聴覚特別支援学校　プレイルーム・体育館

（浜松市中央区幸３－２５－１）

３　内　容
JR東海の車掌さんから、電車の中や駅の構内で地震が起きた時の対応について説明を聞く。非常時に電車から降りる練習（実

際に130cmの高さから降りる）も行う。

４　参加者
    浜松聴覚特別支援学校　小学部３年生～中学部３年生 23名、教師 10名　
    希望保護者

５　その他
    当日でもかまいませんので、お越しいただく前に御連絡をお願いします。

６　お問合せ先
    静岡県立浜松聴覚特別支援学校　
    担当　副校長　春田美賀子
    電話番号　　053-471-8197
    代表メール　hamamatsu-sd@edu.pref.shizuoka.jp

「有徳の人づくり」を進めています。
静岡県教育委員会　

mailto:hamamatsu-sd@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2025/01/10

タイトル 初めて収穫したいちごを届けに静岡大学教育学部附属
特別支援学校高等部が教育長を表敬訪問します！

担　　当 教育委員会 特別支援教育課

連 絡 先 指導班

TEL 054-221-2090

初めて収穫したいちご。静岡大学教育学部附属特別支援学校高等部が届けに教育長を表敬訪問します！

　静岡大学教育学部附属特別支援学校は、今年度50周年を迎え、高等部の農園芸班では新たな挑戦をしようと、静岡大学農学部と地域の
農家さんに御指導いただき、いちごの栽培を始めました。2025年１月に初めての収穫を行うことができたため、教育長を表敬訪問します。

１　日　時　令和７年１月16日（木）　午後３時15分から

２　会　場　県庁西館７階教育長室

３　内　容　（１）いちご贈呈（いちご栽培について説明）
　　　　　   　（２）教育長からの感想
　　　　　   　（３）記念撮影

４　訪問者　静岡大学教育学部附属特別支援学校高等部生徒３名（教員１名）
　　　　    　　静岡大学教育学部附属特別支援学校長　成岡　裕司

５　教育委員会出席者　池上　重弘　教育長
　　　　　　　　　　          　山村　仁　　特別支援教育課長

６　問い合わせ先　静岡大学教育学部附属特別支援学校
　　　　　　　　　       電　話　054-247-2811
                           担　当　教頭　名倉　和孝

「有徳の人づくり」を進めています。　　静岡県教育委員会　



提 供 日 2025/01/10

タイトル 令和６年度静岡県西部高等学校定時制通信制生徒合同
文化祭
兼　静岡県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の開
催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　担当　内田さち子

TEL 054-221-3145

令和６年度静岡県西部高等学校定時制通信制生徒合同文化祭
兼　静岡県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の開催

定時制・通信制の課程で学ぶ者同士がお互いに交流を図り、文化活動の協同を通して仲間意識を育て、自治及び自立の能力を高め、
学習意欲の向上を目的として合同文化祭を開催します。

１　日　時
令和７年１月24日（金）　午後５時から９時まで

２　会　場
 アクトシティ浜松 中ホール（浜松市中央区板屋町111-1）　

３　展示部門　午後５時から９時まで（中ホール入口）
学　校　名 作　品　内　容

浜松大平台高校 美術、被服・手芸、工芸、写真
浜松北高校 美術、書道、写真
浜名高校 美術、被服・手芸、工芸、プログラム表紙絵

磐田南高校 美術、被服・手芸、プログラム表紙絵
新居高校 書道、被服・手芸、プログラム表紙絵

浜松工業高校 美術、被服・手芸、研究その他
鹿島学園高校 工芸、写真、プログラム表紙絵

４　ステージ部門　午後６時から９時まで（中ホール）
(1) 開会式　　　　　

　　　・合同文化祭事務局校校長挨拶
  　県立浜松北高等学校  校長  鈴木  敏彦　　

・表彰式
　　ポスター部門　最優秀賞表彰　　

(2) 生徒発表　
順
番 学　校　名 グループ名 発　表　内　容

１ 浜名高校 ４年生　馬渕　まりえる 定通生活体験発表会作文発
表

２ 新居高校 ４年生　イケダ　カミリ 英語スピーチ
３ 浜松工業高校 ４年生 校舎ジオラマの製作
４ 浜松工業高校 ３年生 Ball Pickerの製作
５ 浜松工業高校 ２年生 三修制理数探究基礎
６ 浜名高校 １年生 合唱
７ 浜松北高校 ちひろ ピアノ演奏
８ 特別セッション 教育長　教頭

休　憩
９ 新居高校 １年生 ハンドベル演奏

10 浜松大平台高
校 けい 弾き語り

11 磐田南高校 Jaerish ＆ lyli デュオカバー
12 磐田南高校 DENKI(デンキ) ソロパフォーマンス
13 浜松北高校 UDS ダンス
14 浜名高校 Urban Uproar ダンス

(3) 閉会式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています
静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2025/01/10

タイトル 令和６年度第２回静岡県教員育成協議会を開催します

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 人権・教員育成班

TEL 054-221-3133

　　　令和６年度第２回静岡県教員育成協議会を開催します

　　県教育委員会では、教育公務員特例法に基づき、公立の小学校等の校長及び教員の資質の向上に関して協議を行うため、「静
岡県教員育成協議会」を開催しています。
　　このたび、今年度の第２回協議会を以下のとおり開催し、「令和７年度静岡県教員研修計画」等について協議を行います。

１　日時
　　令和７年１月16日（木）　午後１時から３時まで
２　場所
　　県庁別館20階第一会議室Ａ（静岡市葵区追手町９番６号）
３　協議内容
　(1) 研修に関すること
　　「令和７年度静岡県教員研修計画」の策定
　(2) 養成・採用に関すること
　　ア　子どものウェルビーイングを実現する非認知能力の育成
　　イ　教職の魅力を感じる教育実習の実現に向けた取組　　
４　意見交換
　　ア　「静岡県教員育成指標」・「静岡県校長育成指標」の改訂
　　イ　校長及び教員の資質向上に向けた取組
５　出席者
　　常葉大学安藤副学長
　　町教育委員会教育長の代表者、公立学校校長の代表者
　　県教育委員会池上教育長、水口教育部長、塩﨑教育監　他
　（業務改善及び人材育成に係るアドバイザーとして民間企業関係者も出席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2025/01/10

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（12/27～1/9）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第573報）
＜野生イノシシの豚熱検査結果（12/27～1/9）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の98頭で、豚熱ウイルスの感染事例はありませんでした。

平成30年９月以降、17,554頭（死亡385頭、捕獲17,169頭）の検査を実施し、612頭の陽性（死亡170頭、捕獲442頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


＜次ページへ続く＞



提 供 日 2025/01/10

タイトル 静岡県浴場業許可取扱要綱の一部改正に係る県民意見
提出手続きの実施

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 生活衛生班

TEL 054-221-2448

静岡県浴場業許可取扱要綱の一部改正に係る

県民意見提出手続きを実施します。

１  趣旨
　近年、入浴施設の営業形態が多様化している中で、営業形態によっては、現行の静岡県浴場業許可取扱要綱（以下、「要綱」という。）で
定める構造設備の基準が、事業者に過剰な負担を強いる場合がありました。
　昨今の社会情勢の変化や、現在想定される新しい入浴形態に対応するため、公衆衛生上支障がない範囲内において、知事が要綱に定
める構造設備基準を緩和できる「特例規定」を新たに設ける改正を行います。

２　意見の募集期間　
　　令和７年１月10日(金) ～令和７年２月７日(金)

３　静岡県浴場業許可取扱要綱の一部改正（案）の閲覧方法
　　静岡県ホームページ　県民意見提出手続きの一覧　アドレス

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu

４　意見の提出方法
　　電子メール、ファクシミリ、郵送または持参により、意見書（様式自由）を提出

  意見書には氏名、住所及び連絡先（電話番号等）を明記してください。
（提出先）
　・電子メール　　eisei@pref.shizuoka.lg.jp
　・ファクシミリ　054-221-2342
　・郵送又は持参
　　〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号　
　　静岡県健康福祉部生活衛生局衛生課（県庁西館５階）あて

５　問合せ先
　　静岡県健康福祉部生活衛生局衛生課
　　電話番号　　054-221-2448
　　電子メール　eisei@pref.shizuoka.lg.jp

６　留意事項
　　頂いた御意見に対する県の考え方は、類似する御意見をまとめた上で県のホームページにおいて、お示しします。御意見をお寄せいただ
いた方に対して、個別の回答は致しませんので、ご了承ください。

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
mailto:eisei@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:eisei@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/01/10

タイトル 日本ペットフード(株)からのペットフード寄贈と感謝
状贈呈式

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 動物愛護班

TEL 054-221-2347

日本ペットフード(株)からのペットフード寄贈と感謝状贈呈式

１　概　要

県では、犬及び猫の飼養管理資材の寄附を広く募り、譲渡ボランティア若しくは保健所、動物管理指導センターにおける保護・引取り動
物の飼養管理等に活用することにより、県内における保護・引取りされた犬や猫の譲渡推進を図っています。

本事業の趣旨に賛同された日本ペットフード株式会社から寄附の申出を受けたため、副知事から感謝状をお渡しします。

２　寄附者
　　　日本ペットフード株式会社

３　寄附物品
品　目 数　量 金　額

ドッグフード 20ケース
キャットフード 20ケース
ミルク（猫用） 20ケース

計 60ケース

100万円以上相当

４　ペットフード寄附・感謝状贈呈式
(1) 日　時
　　令和７年１月17日（金）　午後２時から（予定所要時間：20分）
(2) 場　所
　　静岡県庁東館５階　森副知事室
(3) 出席者
　　【日本ペットフード株式会社】
　　代表取締役社長　　片山　俊次　様
　　【静岡県】
　　静岡県副知事　　森　貴志
(4) 内容
　　寄附物品目録贈呈、感謝状贈呈、写真撮影、歓談

５　事業の概要

項　　目 内　容
事業名 ポッチとニャンチの支援事業（ペットフード等の寄附事業）

支援内容

県が犬及び猫の飼養管理資材の寄附を広く募り、譲渡ボランティアに提
供すること、若しくは保健所、動物管理指導センターにおける保護・引取
り動物の飼養管理等に提供することにより、県内における譲渡推進を図
る。
（令和４年度から事業開始）

品　　目 犬・猫用ペットフード、ミルク、ペットシーツ、猫砂、その他



提 供 日 2025/01/10

タイトル ガストロノミーツーリズム推進事業事例発表会の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先 観光振興班

TEL 054-221-3684

ガストロノミーツーリズム推進事業事例発表会の開催

※プログラム内容（２）の一部について、表記の訂正を行いました（１月10日　17時）。

本年度、県内各地域で取り組んだツアーやイベントの成果を共有するため、事例発表会を開催いたします。多彩な取組内容の紹介の他、

意見交換会ではガストロノミーツーリズム関連食材の試食・試飲をご用意しております。

【開催概要】

日時：令和７年２月13日（木）　午後１時30分から４時20分（受付開始 午後１時）

会場：静岡理工科大学 駅前キャンパス 4階

　　　　（静岡市葵区御幸町20番地／M20ビル4F）

【プログラム内容】

(1) 美味らららブランドストーリーブック完成披露発表会

　市町の魅力を詰め込んだストーリーブックの完成をお披露目します。

(2) 第一部：各地域のガストロノミーツーリズム事例発表会

・６グループプレゼンテーション

　今年取り組んだツアー造成やツアー販売の事例を紹介いただきます。

・株式会社テーブルクロス 野田昌様、静岡県観光協会 上田和佳様からのアドバイス

(3) 第二部：意見交換会交流会（試飲・試食代1,0００円税込）

　ガストロノミーツーリズムブース出展　ツアー関連食材の試飲・試食をご用意しております。

【お申込み方法】

参加申込は、WEBまたはFAXによりお願いいたします。

※別添チラシを参照



提 供 日 2025/01/10

タイトル 令和６年度 第２回総合教育会議を開催します

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局総合教育課

連 絡 先 総合教育班

TEL 054-221-3764

令和６年度 第２回総合教育会議を開催します

知事と教育委員会が十分な意思の疎通を図り、地域の教育の課題やあるべき姿を共有して、本県の教育を推進するため、令和６年度第２回
静岡県総合教育会議を以下のとおり開催します。

１　日　時
　　　令和７年１月20日（月）午前10時から11時30分まで

２　場　所　
　　　県庁別館８階　第１会議室Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ

３　出席者
　　　知事、教育長、教育委員（一部委員はWebで出席予定）

４　議　題
　　・次期「教育に関する大綱」素案
　　・不登校対策

５　会議の公開
　　　傍聴希望の方は、当日直接、会場までお越しください。(定員５名(先着))

６　参　考　＜構成員＞ （敬称略）  
 

役職 氏名
知事 鈴木　康友

教育長 池上　重弘
教育委員 伊東　幸宏

〃 小野澤　宏時
〃 天城　真美
〃 飯村　幸生
〃 渡村　マイ



提 供 日 2025/01/10

タイトル 第28回伊豆文学賞審査会の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-3109

本県ゆかりの作家
村松友視氏・嵐山光三郎氏・太田治子氏・諸田玲子氏が審査

第28回伊豆文学賞 審査会開催

　静岡県と伊豆文学フェスティバル実行委員会では、伊豆をはじめとする静岡県内の自然や地名、行事、人物、歴史などを題材とした小説
などの作品を公募する「伊豆文学賞」を平成９年から毎年実施しています。
　下記のとおり、「小説・随筆・紀行文部門」に応募のあった251作品から、最優秀賞など４編を選出する審査会を開催します。
　審査会は非公開ですが、審査会前の冒頭５分程度、取材時間を設けますので、取材をご希望される場合、当日直接会場にお越しください。
　なお、審査結果は、１月17日（金）に県記者クラブを通じて資料提供をする予定です。

１　日　時　令和７年１月15日（水）午後１時30分から午後４時00分
　　　　　　　　　　　　　　　※取材時間は午後１時30分から１時35分まで
２　会　場　起雲閣　音楽サロン（熱海市昭和町4-2）

３　審査員
　　＜小説・随筆・紀行文部門審査員＞　

村松 友視　（作家、第87回直木賞受賞）

嵐山 光三郎（作家、第58回読売文学賞受賞）

太田 治子　（作家、第１回坪田譲治文学賞受賞）

諸田 玲子　（作家、第26回新田次郎文学賞受賞）

４　賞
　　最優秀賞　１編　賞金100万円、表彰状
　　優秀賞　　１編　賞金20万円、表彰状
　　佳作　　　２編　賞金５万円、表彰状

５　問い合わせ先
　　伊豆文学フェスティバル実行委員会事務局（文化政策課内）　

電話：054-221-3109　
※「掌篇部門」の審査会は既に終了しています。

【過去（第25回）起雲閣での審査会風景】



提 供 日 2025/01/10

タイトル 新設住宅着工統計令和６年11月の主な動向

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3080

新設住宅着工統計令和６年11月の主な動向

＜総戸数＞

令和６年11月の新設住宅着工戸数は、1,396戸（対前年同月増減比3.9％減）。前年同月と比較して、持家・給与住宅・分譲住宅で増加した

が、貸家で減少したため、全体で減少となった。（国土交通省建築工事届集計データをもとに、静岡県分の住宅関連データを抽出処理）

＜利用関係別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
持家 743 719 3.3％

民間資金 673 632 6.5％
公的資金 70 87 △19.5％
うち機構融資 ※１ 7 12 △41.7％

貸家 301 460 △34.6％
民間資金 281 385 △27.0％
公的資金 20 75 △73.3％

給与住宅 ※２ 7 5 40.0％
分譲住宅 345 268 28.7％
うちマンション 129 0 －％

合計 1,396 1,452 △3.9％
※１　住宅金融支援機構から融資を受けて建てた住宅
※２　会社、官公署、学校等がその社員、職員、教員等を居住させる目的で建てた住宅

＜地域別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
東部 367 414 △11.4％
中部 537 570 △5.8％
西部 492 468 5.1％
合計 1,396 1,452 △3.9％

＜直近６ヶ月間の推移＞
６月 7月 ８月 ９月 10月 11月

前年着工戸数 1,621 1,712 2,028 1,575 1,412 1,452
直近着工戸数 1,409 1,638 1,656 1,359 2,046 1,396

対前年同月増減比 △13.1％ △4.3％ △18.3％ △13.7％ 44.9％ △3.9％

＜資金別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
民間資金 1,286 1,263 1.8％
公的資金 110 189 △41.8％
うち機構融資 16 20 △20.0％

合計 1,396 1,452 △3.9％

＜建築工法別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
在来工法 965 944 2.2％
プレハブ工法 246 273 △9.9％
枠組壁工法 185 235 △21.3％
合計 1,396 1,452 △3.9％

＜構造別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
木造 960 1,009 △4.9％
非木造 436 443 △1.6％
合計 1,396 1,452 △3.9％

＜参考＞
戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比

全国 65,037 66,238 △1.8％
表グラフなどの資料については、下記のＵＲＬを御覧ください。

　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015907.html

　　　　　参加者募集告知　　・　　催事等の当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　 調査結果等 の 公表

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015907.html


提 供 日 2025/01/10

タイトル 高齢ドライバーを対象とした「危険予測トレーニング
(ＫＹＴ)研修」を開催します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

高齢ドライバーを対象とした
「危険予測トレーニング(ＫＹＴ)研修」を開催します！

　令和６年中の県内における高齢ドライバーによる人身交通事故は概数で4,445件と、全体の約４分の１を占めています。
　県では、高齢ドライバー事故を抑止するため、参加体験型研修「危険予測トレーニング（ＫＹＴ）研修」を次のとおり開催しま
す。
　なお、今年度の研修では、道路を横断中の歩行者との交通事故を防止するため、事故の特徴、夜間における視認性及び反射材の
効果などについて理解を促進する講習も実施します。

＜1月の開催計画＞
　午前・午後の部の各回定員20名(募集済)で開催します。

　撮影条件等について各市に確認するため、取材日直近の開庁日正午までに上記担当班まで連絡をお願いします。

○　昨年度の研修の様子　



提 供 日 2025/01/10

タイトル 地震対策オペレーション2025（大規模図上訓練）

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 危機対策課長

TEL 054-221-3594

～地震対策オペレーション2025（大規模図上訓練）を実施します～

１　目的
　　大規模地震が発生した場合を想定した本部運営訓練を実施し、地域防災計画等に基づき県が実施する災害応急対策の習熟・検
証を図るとともに、国、市町及び防災関係機関との連携を一層強化することにより、広域災害にも対応できる体制の構築を目指
す。

２　重点項目
　・本部、方面本部及び市町等の連携強化
　・「南海トラフ地震における静岡県広域受援計画」の点検
　・能登半島地震における教訓への対応

３　日時
　　令和７年１月17日(金)午前８時30分から正午まで

４　場所
　・災害対策本部：県庁　別館５階 危機管理センター
　・本部員会議：県庁　別館９階 特別第一会議室

５　参加機関
　・県（全部局）、県教育委員会、県警察本部、市町、消防本部、国、防災関係機関（自衛隊・海上保安庁・ライフライン各社

等）ほか

６　想定
　・発災後、24時間を経過した想定で訓練を開始。
　・１月16日(木)午前８時30分、南海トラフ沿いで巨大地震が発生。県内では震度７～６弱を観測し、建物倒壊や地盤の液状化、

火災等が発生。間もなく大津波が襲来し、沿岸部で著しい被害を受ける。県、市町は直ちに災害対策本部を設置。

７　主な訓練内容
　(1) 静岡県航空偵察実施マニュアルに基づく航空偵察
　(2) 緊急輸送ルートの設定及び道路啓開業務手順の確認
　(3) 警察災害派遣隊、緊急消防援助隊、自衛隊等の受入れ調整及び必要な情報共有・支援要請の実施
　(4) 負傷者の搬送先・搬送方法の選定
　(5) 広域物資輸送拠点開設及び国によるプッシュ型支援物資の受入手順の確認
　(6) 行政受援（自治体応援職員）の手順確認
　(7) 重要施設の燃料需要の取りまとめ、燃料確保のための手続き
　(8) 本部・方面本部・市町が連携し、実災害時に即した業務フロー（各種情報（被害情報・支援要請）の収集・処理手順等）の

確認
　(9) 市町情報収集要員及び市町支援機動班の派遣並びに現地の被害情報等の収集、伝達

８　タイムスケジュール
　・別紙１のとおり

９　取材に関するお願い
　・別紙２のとおり



提 供 日 2025/01/10

タイトル 企画展「阪神・淡路大震災から30年」を開催中です。

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 静岡県地震防災センター

TEL 054-251-7101

企画展「阪神・淡路大震災から30年」を開催中です。

  1　期間　
　　 令和７年１月８日（水）～令和７年２月28日（金）

  2　概要
　　　　　1月17日で阪神・淡路大震災から30年の節目を迎えます。震災を過去の出来事で終わらせるのではなく、教訓としていただくため、この節

目を機に企画展を開催します。
　　　　　震災の被害状況や当時浮き彫りになった課題を中心に、家庭内の対策や地域とのかかわりの必要性について正しく理解していただくこと

に焦点を当てています。
  
 3　会　場　
　　静岡県地震防災センター２階

（静岡市葵区駒形通5丁目9-1）
 
  4 　展示内容
　　・被害の紹介
　　・家庭内の対策の推進
　　・自助と共助の重要性



提 供 日 2025/01/10

タイトル 令和７年１月公表予定の統計データ

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課、統計

調査課

連 絡 先 データ活用推進課、統計調査課

TEL ﾃﾞｰﾀ活用推進課(TEL:054-221-2298)､統計調査課人

口就業班(TEL:054-221-2995)､商工･経済班

(TEL:054-221-2240,2246 )

国が所管する基幹統計調査を含め、県が実施している統計調査について、当月に公表を予定しているものをお知らせします。

＜令和７年１月公表分＞(注)内容は変更となることがあります。

統計調査名等
（所管）

公表
予定日

公表内容等 調査時点 担当課・班

静岡県の推計人口
（静岡県）

１月20日
(月）

県及び市町別　推計人口・世帯数
県及び市町別　推計人口動態

令和７年
１月１日現在

統計調査課
人口就業班

静岡県鉱工業指数
（静岡県）

１月30日
(木）

製造業の生産、出荷及び在庫の
各指数

令和６年
11月分

統計調査課
商工・経済班

毎月勤労統計調査
（厚生労働省)

１月30日
(木）

県内の事業所における賃金、労働時
間、雇用の概要

令和６年
11月分

統計調査課
商工・経済班

静岡県景気動向指数
（静岡県）

１月31日
(金）

景気動向指数(CI、DI、累積DI)
令和６年
11月分

データ活用推進課
データ活用推進班

 

   

　※「統計センタへーしずおか」へ　→https://toukei.pref.shizuoka.jp/

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2025/01/11

タイトル 令和７年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜の実施
状況

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班

TEL 054-221-3146

令和７年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜の実施状況
　
　本日の令和７年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜の実施状況等について、下記のとおりお知らせします。

記

１　実施状況
　(1) 静岡県立清水南高等学校中等部
　　　・募集定員：　１０５人
　　　・志願者数：　　８３人
　　　・受検者数：　　８３人
　　　・受検倍率：０．７９倍（小数第３位を四捨五入）
　
　(2) 静岡県立浜松西高等学校中等部
　　　・募集定員：　１４０人
　　　・志願者数：　３０８人
　　　・受検者数：　３０８人
　　　・受検倍率：２．２０倍（小数第３位を四捨五入）

２　今後の入学者選抜の日程
　　令和７年１月12日（日）は、面接を行います。

３　合格者の発表
　　令和７年１月22日（水）に、静岡県教育委員会の県立高等学校中等部入学者選
　抜関係のホームページに合格者の受検番号を掲載します。また、受検者の在籍す
　る小学校長宛に郵送により通知します。



提 供 日 2025/01/12

タイトル 第33回全日本高等学校女子サッカー選手権大会で優勝
した藤枝順心高校に対する知事コメント

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局私学振興課

連 絡 先 指導班

TEL 054-221-2937

　第33回全日本高等学校女子サッカー選手権大会で優勝した藤枝順心高校に対する知事コメントは以下のとお
りです。

【知事コメント】
　第33回全日本高等学校女子サッカー選手権大会の決勝が１月12日にノエビアスタジアム神戸で開催され、藤
枝順心高等学校が、大会初の３連覇とともに、大会最多８回目の優勝を成し遂げられました。
日々の厳しい練習に励み、自分の力を最大限に発揮した選手たち、そしてその努力を支えてきた保護者、監

督、学校関係者の皆様に心からお祝い申し上げます。
　これからも本県の誇りとして、ますますの御活躍を期待しております。



提 供 日 2025/01/13

タイトル 南海トラフ地震臨時情報（調査終了）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先

TEL 054-221-2316

　本日、２１時１９分頃に日向灘沖で発生した地震について、２１時５５分に気象庁から「南海トラフ地震臨
時情報・巨大地震注意（調査中）」が発表され、南海トラフ地震との関連性について調査をしたところ、今南
海トラフ地震の発生可能性が平常時と比べて相対的に高まったと考えられる現象ではないため、２３時４５分
に調査終了となりました。
　ただし、南海トラフ地震はいつ発生してもおかしくないことから、家庭における７日間の水・食料・携帯ト
イレ等の備蓄や、身の回りの防災対策の点検など日頃からの地震への備えを確実に実施してください。



提 供 日 2025/01/13

タイトル 南海トラフ地震臨時情報（調査中）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先

TEL 054-221-2316

本日２１時19分頃、日向灘沖で発生した「気象庁マグニチュード」６.９の地震発生を受けて、気象庁が南海トラフ地震との関連性について調
査を開始しました。

このため、21時５５分に、気象庁から、「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表されました。

調査結果がまとまり次第、気象庁から再び、「南海トラフ地震臨時情報」が発表されますので、今後発表される情報に注目していただくよう
お願いします。

また、大きな地震が発生した後しばらくは、平常時に比べて地震が起こりやすい状況となることから、身の回りの安全点検をするなど、地震
の備えの再確認をお願いします。

なお、このような不安や緊張が高まった社会状況においては、デマや、うわさ話などの根拠のない情報が広まる事が多いため、注意が必要
です。

特に、「地震の発生日時を予知した」といった類いの情報が拡散される恐れがありますが、現在の科学技術では、いつ、どこで、どのような
大きさの地震が発生するか、を予知することは出来ませんので、予知に関する情報は信じないようにしてください。

見聞きした、不確かな情報は、すぐに他人に伝えたり、ＳＮＳ等で拡散しないで、まずは、公的機関など、信頼できる発信元からの情報かを
確認してください。

今後、公的機関や報道機関から発表される、最新情報を確認しつつ、落ち着いて生活していただくようお願いします。



提 供 日 2025/01/14

タイトル 第1回県立高校の在り方に係る地域協議会（田方地区）
の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3152

県立高校の在り方に係る地域協議会（田方地区）を開催します

　

　教育委員会では、教育を取り巻く新たな状況変化や課題等を踏まえ、県立高校の在り方について改めて検討し、令和６
年３月に「静岡県立高等学校の在り方に関する基本計画」（以下、「基本計画」）を策定しました。
　基本計画では、生徒個々に応じた主体的な学びや多様な学びの展開には、「地域（実社会）との連携＜地域の視点＞」
を不可欠としています。そこで、田方地区の実態やニーズを踏まえた県立高校の役割や教育活動について地域住民と考え
や思い等を共有し、長期的な視点から県立高校の在り方を検討するため、第１回「県立高等学校の在り方に係る地域協議
会（田方地区）」を開催します。

●日　時　令和７年１月21日（火）午前９時から午前11時まで

●場　所　静岡県立三島長陵高等学校　２階視聴覚室（三島市文教町１－３－93）

●参加者　・田方地区７市町の市長・町長、市町教育長
　　　　　　（伊東市、熱海市、伊豆市、伊豆の国市、函南町、三島市、長泉町）
　　　　　・PTA会長、産業界代表、高校同窓会長
　　　　　・県教育長　他
　　　　　（オブザーバー）
　　　　　・地区の中学校及び県立高等学校長

●内　容
（１）情報共有事項
　　・県立高等学校の在り方にかかる地域協議会の設立について
　　・田方地区の現状

（２）協議事項
　　・田方地区における今後の県立高等学校の在り方について（自由な意見交換）
　　・県立高校の在り方に関するアンケートの実施について

●注意事項
　　・三島長陵高校には駐車スペースがないため、公共交通機関をご利用ください。
　　　（三島長陵高校は、三島駅北口から徒歩３分です。）

「有徳の人づくり」を進めています。
静岡県教育委員会



提 供 日 2025/01/14

タイトル 富士山コスプレ世界大会の負担金に係る支出に関する
住民監査請求の監査結果

担　　当 監査委員事務局 監査課

連 絡 先 監査班

TEL 054-221-2927

（要旨）
令和６年11月14日に受け付けた「富士山コスプレ世界大会の負担金に係る支出」に関する住民監査請求について、監査を実施した結果、却下する

ことを決定し、１月10日に請求人に通知した。

（概要）
１　件名　　

富士山コスプレ世界大会の負担金に係る支出に関する住民監査請求

２　請求人　
住所　静岡県
氏名　Ａ

３　監査対象機関
静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化政策課

４　請求の要旨
令和６年１月９日起案、令和６年１月11日決裁、令和６年１月12日付で静岡県が行った、令和５年度東アジア文化都市2023静岡県専門協働プログラ

ム（富士山コスプレ世界大会）負担金3,000,250円の支出について静岡県宛て公文書公開請求を行いました。開示された文書からは、支出の根拠が不
明であり、不当な請求又は支出が行われた可能性があります。

負担金請求者は、静岡県宛不正な申請資料を提出し、静岡県は支出する必要がない負担金を支出し県の財政に損失を与えた可能性があるため、
負担金支出に係る手続及び根拠資料について、内訳等の調査及び調査結果の開示を要請します。また、負担金の支出に関し、根拠資料の不備又は
手続の妥当性が無い場合は、事業者等に対して負担金の返還を求めるよう要請します。

５　監査結果
地方自治法第242条に定める住民監査請求として不適法であり、本件措置請求は却下する。



監査結果のポイント

１「地方自治法第242条に定める住民監査請求として不適法である」とした主な判断根拠

(1)  東アジア文化都市2023静岡県実行委員会について
本件措置請求において、請求人は、令和６年１月12日付けで静岡県が行った令和５年度東アジア文化都市2023静岡県専門協働プログラム（富士

山コスプレ世界大会）負担金2,999,700円の支出が違法又は不当な財務会計行為であると主張し、負担金の返還を求めているものと解される。
請求人は、上記負担金は静岡県が支出したものであると主張しているが、静岡県が支出したのは、東アジア文化都市2023静岡県実行委員会（以

下「東アジア実行委員会」という。）に対する負担金339,116,000円であり、請求人が違法又は不当と主張する負担金2,999,700円を富士山コスプレ世
界大会実行委員会に対して支出したのは東アジア実行委員会である。

東アジア実行委員会のように普通地方公共団体等の負担金や補助金等の収入を経費に充てている実行委員会の支出に関する事案における東
京地裁平成９年８月６日判決は、実行委員会は、地方公共団体とは別個独立の権利能力なき社団として一連の行為を行っていたものであり、実行委
員会の担当者がした支出行為は、地方自治法242条が規定する住民監査請求の対象となる普通地方公共団体の長又は職員等がした「公金の支
出」には該当しないと判示している。また、最高裁昭和39年10月15日第一小法廷判決（民集第18巻８号1671頁）は、ある団体が権利能力なき社団に
当たるというためには、当該団体が団体としての組織を備え、そこには多数決の原則が行なわれ、構成員の変更にもかかわらず団体そのものが存続
し、その組織によって代表の方法、総会の運営、財産の管理その他団体としての主要な点が確定しているものでなければならないと判示している。

東アジア実行委員会の組織については、東アジア文化都市2023静岡県実行委員会会則（以下「会則」という。）第４条の規定に基づき、会長、委
員長、委員長が委嘱するその他の実行委員及び監事をもって組織することとされており、委員は県内外の学術、文化、報道、経済等の各団体の長
等により構成されている。また、会則第５条第１項の規定に基づき、会長は静岡県知事、委員長は静岡県副知事をもって充てるとされ、会長は静岡県
知事、委員長は静岡県副知事が充てられている。そして、会則第17条の規定に基づき、事務局が静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化政策課に
置かれている。役員及び委員の任期は、会則第８条において、実行委員会の解散の日までとされているが特別な理由がある時はこの限りでないと規
定されている。役員及び委員の変更については、会則に明記はされていないものの、実際に委員の退任や監事の交代が行われていた。

実行委員会の会議は会則の改廃、事業計画及び事業報告、予算及び決算に関すること等を議決することとされ、議決は多数決によること等、会議
の運営等についても会則において規定されている。

東アジア実行委員会の会計事務及び財産事務の取扱いについては、「東アジア文化都市2023静岡県実行委員会事務局規程細則」や「東アジア
文化都市2023静岡県実行委員会会計事務及び財産事務の取扱いについて」に基づき処理されており、東アジア実行委員会の預金口座で金銭が
管理され、現金の出納は当該口座を通して取り扱われている。

これらの点を総合的に勘案すれば、東アジア実行委員会は、団体としての組織を備え、そこには多数決の原則が行われ、構成員の変更にもかか
わらず団体そのものが存続し、その組織によって代表の方法、総会の運営、財産の管理等の団体としての主要な点が確定しているといえる。従って、
当該実行委員会は権利能力なき社団に当たるものと認められる。

(2) 静岡県の財務会計行為に当たらない
　　　　　　　(1)に記載したとおり、本件措置請求は、地方公共団体とは別個独立の権利能力なき社団が行った行為を対象とするものであり、地方自治法第

242条第１項が住民監査請求の対象として規定する県の財務会計行為を対象とするものとは認められない。

２　結論

　　以上のことから、地方自治法第242条に定める住民監査請求として不適法である。



提 供 日 2025/01/14

タイトル 県議会特別委員会の開催

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2559

県議会特別委員会を下記のとおり開催します。

記

人口減少社会課題対応特別委員会

１．日時　令和７年１月21日（火）午前10時30分から

２．場所　第２委員会室（県庁本館４階）

３．内容　報告書作成に向けた委員間討議

※委員会の映像取材を希望する県政記者会加入社は、委員会撮影許可願を委員会開催日の前日午後５時までに議会事務局へ提出し
てください。



会 見 日 2025/01/14

【追加】遠州灘海浜公園（篠原地区）整備に
関する協議会

　浜松市との調整が整ったことから、協議会を設置し、令和７年１月28日（火）に第１回協議会を開催する。

※報道の参加申込み等についての案内を追加しました。詳しくは本文ＰＤＦをご覧下さい。（１月22日14時追加）

　　　　　　・参加を希望される社は、事前に別紙「参加申込書」を、1月24日（金）17時までに
　　　　　　　交通基盤部都市局公園緑地課まで提出してください。
　　　　　　・会議は公開で行います。
　　　　　　・会議終了後、事務局（静岡県：公園緑地課、浜松市：企画課）が、取材に対応します。

１ 名称

遠州灘海浜公園（篠原地区）利活用推進協議会

２ 目的

�民間のノウハウ等を最大限取り入れ、公園を含む全体的な利活用の構想と構想に基づく具体的な計画及び野球

場の規模・構造について検討

�静岡県、浜松市、民間の役割分担・費用負担と事業手法について検討

３ 協議会構成員

�会長を増井副知事、副会長を長田副市長とし、県・市の関係部長を委員とする。（詳細は別紙）

４ 開催日時・会場

令和７年１月28日（火）　午後４時から午後５時まで

静岡県庁別館９階特別第一会議室

５ 議事内容

（１）これまでの経緯

（２）協議の方針

（３）県と市の役割分担等

（４）今後の進め方
担当 ： 交通基盤部 都市局公園緑地課

連絡先 ： 公園緑地班　TEL 054-221-3626



提 供 日 2025/01/14

タイトル 中部日本横断自動車道の促進大会の開催、要望活動の
実施

担　　当 交通基盤部 道路局道路企画課

連 絡 先 高速道路班

TEL 054-221-3359

中部日本横断自動車道の促進大会の開催、要望活動の実施

新潟・長野・山梨・静岡の４県と沿線市町村で構成する「中部日本横断自動車道建設促進期成同盟会（会長：山梨県知事）」は、建設を促進し、各地域

の産業経済の発展と地域振興を図るため、促進大会を開催します。また、同日に国土交通省等に対して要望活動を実施します。

●促進大会

　（１）日時：令和７年１月20日(月) 午後１時00分から午後２時10分まで

　（２）会場：全国都市会館　２階　大ホール （東京都千代田区平河町２－４－２）

　（３）大会次第

　　　1)開　　  会（長野県建設部長）　　　　　　2)会長挨拶（山梨県知事）　

　　　3)来賓祝辞（国会議員、国土交通省）　　4)来賓紹介　

　　　5)事業説明（甲府河川国道事務所長）　 6)意見発表（女性みちの会、経済団体等）　

　　　7)大会決議（北杜市長）　　　　　　　　　　 8）閉      会（静岡県議会議長）

　（４）出席予定人数：約180人

●要望活動概要

　（１）日時：令和７年１月20日(月)　大会終了後

　（２）要望先（予定）：国土交通省、関係国会議員、

　　　　　　　　　　　　　(独)日本高速道路保有・債務返済機構、中日本高速道路(株)

　（３）参加予定：会長 山梨県知事ほか

●取材関連

　（１）促進大会 ：  公開 （ 会場 に 報道関係者席 を 設置 ）

　　　※ 受付時間（12：30～13：00）に、会場の報道機関受付にお越しください。

　（２）要望活動 ： 国土交通省

　　　　　　　　　15：00～15：15      吉岡　幹夫　事務次官（非公開）

　　　　　　　　　15 ：20 ～15 ：35       高橋 　 克法 　 副大臣 （ 頭撮 り ）

                     面会後 　　　　　　　 山梨県知事 　 囲 み 取材 （ ４F エレベーター 前 ）       

      ※ 取材は、副大臣の頭撮り及び面会後の囲み取材のみとなります。

      ※ 取材を希望する場合は、別紙報告様式に必要事項をご記入の上、

  令和７年１月１７日(金)11：00 までに、下記宛先へFAXにてお申し込み下さい。

 　　 ※ 当日は、頭撮り実施の20分前までに国土交通省１階ロビーにお集まり下さい。

≪申込先≫　静岡県道路企画課 榊原、池田　　

　　　　　　　　　TEL：054-221-3359　FAX：054-221-3337



提 供 日 2025/01/14

タイトル ふじのくに未来をひらく農林漁業奨励賞の受賞者に
知事褒状を授与します！

担　　当 経済産業部 農業局農業戦略課

連 絡 先 農業戦略班　矢熊

TEL 054-221-2633

「ふじのくに未来をひらく農林漁業奨励賞」の表彰式を開催します！

１　要旨
静岡県は、地域の農林漁業への貢献が期待される農林漁業者及び組織を奨励する「ふじのくに未来をひらく農林漁業奨励賞」の

令和６年度受賞者を決定しました。
令和７年１月21日(火)に表彰式を開催し、受賞者へ知事褒状を授与します。

２　表彰式の概要
（１）日　時：令和７年１月21日(火)　午前11時から午前11時45分まで
（２）場　所：県庁別館9階　特別第一会議室
（３）出席者：ふじのくに未来をひらく農林漁業奨励賞受賞者（５個人、４団体）
　　　　　　　増井副知事、農林水産担当部長
（４）内　容：副知事から褒状授与、副知事との懇談・記念撮影
（５）受賞者の概要：別紙のとおり

３　ふじのくに未来をひらく農林漁業奨励賞の概要
（１）趣旨
将来、地域農林漁業への貢献が期待される農林漁業者及び組織を奨励することにより、農林漁業経営の発展を促し、もって本県

農林漁業の振興を図ることを目的としています。

（２）表彰の対象
　県内において農林漁業に従事し、経営発展を目指し先進的な取組を概ね３年以上行い、かつ現在活躍しており、今後地域や県内
の農林漁業者の模範となりうる個人又は団体としています。ただし、推薦事項に該当する取組により、全国及びそれに準ずる規模
の表彰を受けたものを除きます。



提 供 日 2025/01/14

タイトル ｢手話であいさつを｣運動（小中学校手話講座）を実施
します

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 身体障害福祉班

TEL 054-221-2367

手話言語普及啓発のため「手話であいさつを」運動を展開

～小学校で手話講座を開催します～

　静岡県では、ろう者と聞こえる人がお互いに尊重し合い、誰もが地域の一員として生活できる社会をめざして、平成30年3月
に「静岡県手話言語条例」を制定しました。
　この条例を踏まえ、手話の普及・啓発のため、県民誰もが手話で簡単なあいさつや自己紹介ができるようになることを目指す
「手話であいさつを」運動に取り組んでいます。

その一環として、以下のとおり、小学生向けの手話講座を開催します。

１　概要
　　日   時：１月21日（火）９:55～11:45
　　会   場：焼津市立大井川東小学校（焼津市宗高428）
　　対象者 : ３年生（41人）
　　内   容：講話、手話実技

２　主催
　　静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課

３　留意事項
　　取材される際には、事前に県障害福祉課に御連絡くださるようお願いします。 
　　連絡先：障害福祉課身体障害福祉班０５４－２２１－２３６７



会 見 日 2025/01/14

令和６年度「しずおか遺産」２件の認定

令和６年度「しずおか遺産」２件の認定

　豊かな自然に恵まれ、様々な歴史的出来事が繰り広げられた本県は、歴史文化資源の宝庫です。県では、県内の魅力的な歴史文化資源

を県内外の多くの人に知ってもらい、現地を訪れていただくために、「日本遺産」の県内版として「しずおか遺産」認定制度を令和４年度に立

ち上げ、これまでに５件を認定しました。

　県内の歴史文化資源をストーリーで紹介する「しずおか遺産」として、今年度、新たに２件を認定します。今回の認定で、遺産件数は７件とな
ります。

１　今回認定遺産の概要（詳細は別紙）

（１）タイトル：富士山の清流が織り成した産業革命

　　　申 請 者：小山町（申請代表）・富士宮市

　　　特　　徴：富士山の湧水を活かした紡績に縁の地や発電等の歴史遺産を紹介

（２）タイトル：田沼街道とまぼろしの城

申 請 者：牧之原市（申請代表）・藤枝市・焼津市・吉田町

　　　　特　　徴：田沼意次ゆかりの街道や城跡、伝統行事等の歴史遺産を紹介

２　「しずおか遺産」制度の概要
概要 　　県内各地の有形・無形の文化財を結び付けたストーリーを募集し、

　魅力的なストーリーを「しずおか遺産」として認定する。
申請 　【申請者】県内自治体

　【要　件】複数の市町が連携すること
認定 　【審　査】有識者で構成する認定審査会

　【基　準】ストーリー性、歴史文化資源の活用の可能性
認定の
メリット

　・県による「しずおか遺産」のPR（動画作成等）
　・共通ロゴマークの利用

３　認定審査委員
氏　名 所　属　等

委員長 遠山 敦子 　前県富士山世界遺産センター館長
委員 小和田 哲男 　静岡大学名誉教授
委員 丁野　朗 　(公社)日本観光振興協会総合研究所顧問
委員 田中 豊稲 　(公財)静岡市文化振興財団理事
委員 橋爪　充 　静岡県演劇の都構想策定委員

担当 ： スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連絡先 ： 文化財地域支援班　TEL 054-221-3183



提 供 日 2025/01/14

タイトル 袋井市が交通死亡事故ゼロ連続300日を達成！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 くらし交通安全課

TEL 054-221-2104

袋井市が交通死亡事故ゼロ連続３００日を達成！

静岡県交通安全対策協議会（会長:知事）が

　交通安全優良市町表彰を行います。

静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）は、長期間に渡る交通死亡事故ゼロを達成した市区町を表彰しています。
　このたび、令和７年１月１３日（月）をもって袋井市が交通死亡事故ゼロ連続３００日を達成したことから、下記のとおり表彰状の伝達式を行い
ます。

※　袋井市の受賞は、本表彰制度の創設（平成３年６月）から８回目となります。
　
１　表彰式の概要
（１）日時
　　　令和７年１月２１日（火）午後３時開始（概ね２０分間）
（２）場所
　　　袋井市役所４階　市長応接室（袋井市新屋１－１－１）
（３）出席者

袋井市長　　　　　大場　規之（おおば　　のりゆき）
袋井警察署長　　　　　杉山　大輔（すぎやま　だいすけ）

　　県くらし交通安全課長　入戸野　明（にっとの　　あきら）　ほか

２　静岡県交通安全対策協議会優良市町表彰基準　

市区町の区分
　交通死亡事故ゼロ連続日数

【達成後は、下記日数の倍数で表彰を行います。】
　人口１５万人以上 　　　２００日
　 人口 ８ 万人以上 １５ 万人未満 　　　 ３００ 日
　人口４万人以上８万人未満 　　　４００日
　人口２万人以上４万人未満 　　　５００日
　人口２万人未満 　１，０００日
　※　 袋井市 　 人口 ８８, ０１４ 人（令和６年１月１日現在）
　※　静岡市及び浜松市については、区ごとに表彰を実施しています。

３　その他
    表彰状の伝達式前に交通死亡事故が発生した場合は、表彰状の伝達を中止する
　ことがあります。

参加者募集告知　　　催事等の当日取材　　　実施事業等の紹介　　　調査結果の公表



提 供 日 2025/01/14

タイトル 中学生・高校生を交通事故から守る！
自転車マナー向上のため一斉街頭指導を行います。

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

中学生・高校生を交通事故から守る！

　　自転車マナー向上のため一斉街頭指導を行います。
　本年度は５月、10月及び１月に自転車マナー向上キャンペーン「指導強化の日」を設け、中学生・高校生を対象とした一斉街頭
指導を実施します。
　１月は、中学校・高等学校の通学路を中心に、市町、学校、警察、ＰＴＡ、民間交通指導員、交通安全指導員等が協力して、自
転車マナーやルールについての指導を実施します。

１　日時　令和７年１月20日（月）　
　　　　　おおむね午前７時30分から午前８時30分の間
　　　　　　　（下記２のとおり実施場所により異なります。）

２　場所　県内各中学校・高等学校の通学路
　　　　＊県内各市町で実施。以下の３か所を中心に取材をお願いします。

 (1) 三島市（午前７時40分から午前８時10分）
　　　　実施場所　三島市文教町
　　　　　　　　（日本大学三島高等学校敷地内及び正門周辺）
　　　　関係学校　日本大学三島高等学校

 (2) 島田市（午前８時から午前８時25分）
　　　　実施場所　島田市伊太
　　　　　　　　（島田樟誠高等学校　正門、西門出入口　他）
　　　　関係学校　島田樟誠高等学校

 (3)  湖西市（午前７時30分から午前８時）
　　　　実施場所　湖西市鷲津
　　　　　　　　（鷲津駅駐輪場）
　　　　関係学校　静岡県立湖西高等学校

※　雨天の場合など、街頭指導が中止になる場合があるため、詳細は各市交通安全担当課へお問い合わせください。
　　　・　三島市・・・・055-983-2651（地域協働・安全課）
　　　・　島田市・・・・0547-36-7144（生活安心課）
　　　・　湖西市・・・・053-576-4538（危機管理課）

３　主催　静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）

　（参考）自転車マナー向上キャンペーン「指導強化の日」
　　関係機関が連携して、自転車通学の高校生等に対し、マナーやルールについて指導・取締り・街頭啓発を行うもの。



提 供 日 2025/01/14

タイトル 納税功労者表彰式

担　　当 経営管理部 税務課

連 絡 先 企画管理班

TEL 054-221-3602

納税功労者表彰式

１　概　要
　　静岡県では、納税意識の高揚を図るため、租税教育の推進、税制度等の広報活動、電子申告の普及啓発など税務行政の推進について
特に貢献し、その功績が顕著である方を表彰しています。
　　令和６年度の受賞者を決定したため、表彰式を次のとおり開催します。

２　日　時　　令和７年１月21日（火）午後１時30分～２時

３　場　所　　静岡県庁東館６階 経営管理部部長室（静岡市葵区追手町９番６号）

４　式次第
（1）開式　　
（2）表彰状・褒状授与
（3）閉式
（4）記念撮影

５　授与者　 静岡県経営管理部長　鈴木　学

６　受賞者
(1) 功労別表彰　1名

所属団体 役職 氏名

焼津青色申告会 会長 加藤　義則

(2) 知事褒賞　1名
所属団体 役職 氏名

(一社)静岡県法人会連合会 事務局職員 吉田　洋子



提 供 日 2025/01/14

タイトル 令和６年度原子力防災訓練の実施

担　　当 危機管理部 原子力安全対策課

連 絡 先

TEL 054-221-2088

１　要　旨

　　令和６年度の静岡県原子力防災訓練を下記のとおり実施します。
　　県と浜岡原子力発電所周辺11市町は、原子力災害に備え、国、中部電力等の協
　力を得て、原子力防災訓練を毎年度実施しています。

２　概　要

（１）日時・場所
日時 場所

図上訓練
令和７年１月29日（水）
午前８時30分から午後４時00分

原子力防災センター（牧之原市坂
口）　他

実動訓練 令和７年２月２日（日）
午前８時30分～午前12時

新東名高速道路静岡ＳＡ、
富士川緑地公園　他

（２）主な訓練
ア　原子力災害合同対策協議会等運営訓練（図上）

イ　避難退域時検査場所の設置・運営訓練（実動）

　　ウ　避難経由所の設置・運営訓練（実動）

　　エ　要配慮者搬送訓練（実動）

（３）主　催
静岡県、御前崎市、牧之原市、掛川市、菊川市、袋井市、磐田市、森町、島田市、藤枝市、焼津市、吉田町

（４）参加機関
  内閣府、原子力規制庁、浜岡原子力規制事務所、自衛隊、中部電力株式会社　等

（５）訓練参加
　　  住民約370名、参加機関54機関　(予定)

３　問い合わせ先
　　県原子力安全対策課（054-221-2088）

　※本訓練の詳細について、記者向けに１月21日（火）14時からブリーフィングを行ないます。



提 供 日 2025/01/14

タイトル 「地域防災活動知事褒賞」受賞者の決定

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 情報班

TEL 054-221-3694

地域防災活動に貢献した１団体・１名に知事褒賞を授与します！

１　要　　旨
　　　静岡県では、自主防災活動等に関し功績顕著な者及び団体を表彰しています。
　　　令和６年度の「地域防災活動知事褒賞」の受賞者が以下のとおり決定しました。

２　受賞者　
　　　（１）自主防災組織の部（１団体）
　　　　　　・江尾区自主防災会（えのおくじしゅぼうさいかい）（富士市）

　　　（２）自主防災組織役員の部（１人)
　　　　　　・坂本　日出夫　（さかもと　ひでお）　　（沼津市／第二地区連合自主防災会）

３　表彰式の実施
　　　日程等詳細が決まり次第、随時、報道提供いたします。

＜参考＞静岡県地域防災活動知事褒賞とは
　　より一層の地域防災活動の充実・発展に資することを目的とし、自主防災活動等に関し功績顕著な者及び団体に対し、知事が表彰する。
　　表彰の対象は、静岡県内において地域防災活動に顕著な功績があり、今後もその活動が期待できる個人及び団体である。
　　表彰の基準は、原則として市町長表彰を受賞し、かつ県が奨励・指導する施策に基づき10年以上の活動実績を有する組織等である。



提 供 日 2025/01/14

タイトル 【取材依頼】静岡県海外駐在員帰国報告会を開催しま
す！

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班

TEL 054-221-3066

静岡県では、中国（上海）、韓国（ソウル）、台湾（台北）、東南アジア（シンガポール）に駐在員を派遣し、県内企業の海外事業のための現地情報の収集・提供、⽂化
経済交流事業へのサポート等、幅広い⽀援を⾏っております。

今年も各駐在員が⼀時帰国し、県東部・中部・⻄部の３会場で、経済及び観光に関する現地の最新情報をお届けする報告会を開催いたします。

1　開催概要
(1) テーマ

「中国・韓国・台湾・シンガポール等の経済及び観光等について」（全会場共通）

(2) 日時・会場
日時 会場 報告者

令和７年
１月21日(火)
13:30-16:00

浜松商工会議所
10階Ｂ会議室
(浜松市中央区東伊場2-7-1)

令和７年
１月22日(水)
13:30-16:00

プラサヴェルデ　401会議室
(沼津市大手町1-1-4)

令和７年
１月23日(木)
13:30-16:00

静岡音楽館AOI　７階講堂
(静岡市葵区⿊⾦町1-9)

中国駐在員事務所⻑　⽯川 祐介
韓国駐在員事務所⻑　⾼橋 誠
台湾駐在員事務所⻑　市川 美奈⼦
東南アジア駐在員事務所⻑　⽵⽥ 敏彦

(3) 次第（全会場共通）
時間 内容 備考

13:30〜13:35（５分） 主催者挨拶
13:35〜15:05（90分） 駐在員事務所⻑報告 各事務所20分
15:05〜15:30（25分） 質疑応答
15:30〜16:00（30分） 名刺交換

　(4) 主催
　　　静岡県、公益社団法人静岡県国際経済振興会（SIBA）

２　取材について
当日、取材いただける場合は、直接各会場までお越しください。

３　問合せ先
      静岡県地域外交課　海外交流班　担当︓⾼　（TEL 054-221-3066）



提 供 日 2025/01/14

タイトル 静岡県未来創造会議から知事への提言書手交

担　　当 知事直轄組織 政策推進局総合政策課

連 絡 先

TEL 054-221-2846

静岡県未来創造会議から知事へ提言書が手交されます

※静岡県未来創造会議委員の一部について、表記の訂正を行いました（１月15日　18時）。

県では、「静岡県未来創造会議」を設置（R6.11月）し、「県を牽引・創造する取組」と「基盤となる財政状況」の２つの
テーマについて、有識者による議論をいただいてきました。
このたび、第２回会議（R7.1.9書面開催）において、提言がまとめられたことから、知事へ提言書が手交されます。

（概　要）
１　日　　時　令和７年１月17日（金）午後４時30分から午後４時55分まで

２　場　　所　グランヒルズ静岡　４階　ミモザ（静岡市駿河区南町18－１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とやま　かずひこ

３　出 席 者　知事、静岡県未来創造会議座長　冨山　和彦  氏　

４　内　　容　(1) 提言書手交【写真撮影】

　　　　　　　(2) 意見交換

　　　　　　　(3) 囲み取材

５　取材手続　現地取材を希望される方は、１月16日（木）正午までに、

　　　　　　　御連絡ください。

　＜連絡先＞
　　静岡県 知事直轄組織 政策推進局 総合政策課　担当　永田
　　電　話:054-221-2846　　メール:seisaku-suishin@pref.shizuoka.lg.jp

　＜参考：静岡県未来創造会議委員＞（敬称略）

氏　名 役 　　職
とやま　かずひこ

冨山　和彦（座長）
株式会社IGPIグループ　会長
株式会社日本共創プラットフォーム　代表取締役会長

いりやま　あきえ

入山　章栄 早稲田大学大学院　早稲田大学ビジネススクール　教授

きしだ　ひろゆき

岸田　裕之

一般社団法人静岡県商工会議所連合会　会長
静岡ガス株式会社　代表取締役　取締役会長
（静岡県総合計画審議会　会長）

しばた　ひさし

柴田　久

一般社団法人静岡県経営者協会　会長
株式会社しずおかフィナンシャルグループ　代表取締役社長
（静岡県産業成長戦略会議　委員）

ねもと　　ゆうじ

根本　祐二 東洋大学大学院　経済学研究科　教授
まつお　ゆたか

松尾　豊 東京大学大学院　工学系研究科　技術経営戦略学専攻　教授

mailto:seisaku-suishin@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/01/15

タイトル 県議会高校出前講座の実施（１月開催分）【取材案
内】

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2388

県議会高校出前講座を実施します。(取材案内)

　県議会では、若者の政治への関心を高めるとともに、県議会を身近に感じてもらうため、県議会議員が高校に出向き、生徒と意
見交換を行う「県議会高校出前講座」を実施しています。
　本年度は全10校での実施を予定しており、１月は以下の高校にて実施します。
※以下の２校をもって、令和６年度分は終了となります。

学校名 日時 意見交換テーマ 学年・人数 出席議員数

県立浜松湖北
高等学校

佐久間分校
（浜松市天竜区）

１月21日(火)
13:25～14:15

知事・議員の仕事につい
て

１・３年生

21人 ３人

学校法人
静岡理工科大学
星陵高等学校
（富士宮市）

１月31日(金)
13:45～15:30

SDGｓの複雑性を踏まえて
創造する持続発展的な地
域活性化

１年生
64人

５人

※日時・人数等は予定です。



提 供 日 2025/01/15

タイトル 清水港　港湾利用状況MAPを作成しました！

担　　当 交通基盤部 清水港管理局企画整備課

連 絡 先 清水港管理局企画整備課

TEL 054-353-2203

清⽔港三保地区はウインドサーフィンや海⽔浴など豊かな⾃然を⽣かした海洋性レクリエーション拠点として賑わい空間を形成しており、多くの⽅に利⽤さ
れております。

近年は海洋レクリエーション利⽤者の増加に伴い、清⽔港内での事故やトラブルが多くなっております。
この度、清⽔港管理局では、より多くの⽅に安全に海を楽しんでいただくため、港湾の利⽤状況を周知するための「清⽔港 港湾利⽤状況MAP」を作成いた

しました。
清⽔港湾内の⽴ち⼊り禁⽌施設や⼤型船舶の航路が記載されたマップと併せて、安全に海を楽しんでいただくために守っていただきたいルールを記載いたし

ました。
 【清水港港湾区域内ルール】

 ★ 陸地 のルール
・ゴミは持ち帰る
・バーベキュー、花火は禁⽌
・砂浜部への⾞両侵⼊禁⽌（※許可⾞両は除く）
・管理者の許可を得ていないボート等の放置禁⽌
 ★ 海上 のルール
・ 航路は⼤型船が航⾏するため、停留および遊漁は⾃粛してください
・ ⼤型船回頭 エリアは⼤型船が旋回するため、周囲をよく確認し、速やかに退避してください
・カヌー、ミニボートに乗るときはフラッグやウェアで⽬⽴つようにしてください
・港内でのダイビングは海上保安部および清⽔港管理局の許可が必要です
・⽔上バイク等の船舶での危険⾛⾏、不要な空ふかしは 周りの迷惑になりますので、お控えください
・海上安全指導員、三保内浜コンソーシアムの構成員の指⽰に応じるようご協⼒お願いします

清⽔港管理局HPや三保内浜での配布を予定しております。
利⽤者の皆様が気持ちよく利⽤できるために、ご理解御協⼒お願いいたします。
清⽔港管理局HP︓www.portofshimizu.com



提 供 日 2025/01/15

タイトル 県内生産者団体が運営するＥＣサイトにて「頂（いた
だき）」フェアを開催～対象商品は送料負担無し～

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

県内生産者団体が運営するＥＣサイトにて「頂（いただき）」フェアを開催

～対象商品は送料負担無し～

１　要　旨

　資材高騰等による生産コストの増加分を価格に反映しづらい農林水産物について、ＥＣでの販売を強化するため、本県認定
「頂（いただき/しずおか食セレクション）」の生産者団体が運営する２つのＥＣサイトにて、対象商品が送料負担無しとなる
キャンペーンを開催します。
～「頂（いただき/しずおか食セレクション）」とは～
　多彩で高品質な静岡県の農林水産物の中から、県が独自の基準により認定した全国や海外に誇りうる価値や特長等を備えた
商品です。累計202商品を認定しています。https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice /shokunomiyako/1052213.html

２　概　要

開催期間 令和７年1月６日（月）～令和７年２月28日（金）
　※開催期間はサイトにより異なります。
　※予算枠上限に達し次第、期間中でも終了します。

送料負担無し
キャンペーンの概要

対象の「頂」商品（3,000円（税込）以上）を購入した
場合、送料の負担がありません。（国内配送に限る）

３　「頂」フェア開催サイト
　公募により選定した２者が運営する以下のＥＣサイトにて開催します。

（１）ＪＡタウンしずおか「手しお屋」（運営者：静岡県経済農業協同組合連合会）

　　https://www.ja-town.com/shop/e/e10005271/

　　

（２）ＪＡタウンＪＡふじ伊豆（運営者：富士伊豆農業協同組合）
　　https://www.ja-town.com/shop/c/cB3/　※令和７年１月下旬から開催予定（準備中）

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/shokunomiyako/1052213.html
https://www.ja-town.com/shop/e/e10005271/
https://www.ja-town.com/shop/c/cB3/


提 供 日 2025/01/15

タイトル 「課題解決ブートキャンプ」参加者募集を開始しま
す！

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

「課題解決ブートキャンプ」参加者募集を開始します！

コロナ禍による急速なデジタル化の流れに対応し、地域経済の持続的な成長を実現するためには、デジタル技術を活用し、新たな価値の
創出や生産性の向上などイノベーション創出に取り組む必要があります。
　本県では、これらの課題を解決するトップレベルICT人材の育成・確保のため、令和４年度から「デジタル・イノベーション人材育成プログラム
in静岡（以下「プログラム」）」を開始し、今年度で第３期目となりました。
　本プログラムの一環として実施する「課題解決ブートキャンプ（以下「ブートキャンプ」）」の開催にあたり、下記のとおり参加者を募集いたしま
す。

１　概要
区　　分 概　　要
目　　的 ・課題解決スキルの向上、ブートキャンプ参加者のコミュニティ形成

開催日時 ・令和７年２月22日（土）9:30-19:00

場　　所
・静岡県産業経済会館　第１会議室（静岡市葵区追手町44-１） 
※オンライン配信はございません。

対　　象 ・静岡県内に在住、在勤、在学の社会人または学生で、社会課題や事業
課題の解決に向けて関心のある方、行動を起こしたい方

定　　員 ・15人（定員を超える場合は抽選）
参 加 費 ・無料

実施内容

・ブートキャンプの参加者が属する組織や地域の問題、課題をテーマに、
経営学や事業創造領域等の知識を組み合わせ、新たな価値を生み出す
仕組みを実践的に学ぶことができます。
・今年度のプログラム受講生23名と新たにご参加いただく15名による、合
同でのワークショップを予定しております。

申 込 み

・令和７年２月９日（日）までに以下のサイトからお申し込みください。
 https://boot-camp-2025.peatix.com/ 

 

運 営 者 ・株式会社エル・ティー・エス

２　取材
　　取材を希望される方は、事前に御連絡の上、会場にお越しください。

３　当日連絡先
　　静岡県産業イノベーション推進課　山本（電話番号：090-3332-2064）

https://boot-camp-2025.peatix.com/


提 供 日 2025/01/15

タイトル 子ども観光大使認定講座「浜松まつり会館で、浜松ま
つりを学ぼう！絵を描いて自分だけのミニ凧を作ろ
う！」

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3638

令和６年度第10回子ども観光大使認定講座を開催します
～浜松まつり会館で、浜松まつりを学ぼう！
絵を描いて自分だけのミニ凧を作ろう！～

　県では、小さな頃からふるさとに興味を持ち、その魅力を学び、自ら発信できる子どもたちを育成するため、「めざせ！ふじの
くに子ども観光大使」事業として、県内各地域で認定講座を開催しています。
　今年度、10回目となる今回の講座では、浜松まつり会館の中村 敏幸 館長を講師に迎え、浜松まつりの特徴を映像や展示から学
び、自分だけのミニ凧を製作します。天気が良ければ、凧揚げ体験もします。

(１)子ども観光大使認定講座「浜松まつり会館で、浜松まつりを学ぼう！
　　絵を描いて自分だけのミニ凧を作ろう！」

区　分 内　　容

日　　時 令和７年１月18日（土）　13時～15時30分（受付開始：12時45分）
※雨天時は終了時刻を14時40分に早めます

会　　場 浜松まつり会館（浜松市中央区中田島町1313）

講　　師 浜松まつり会館　中村　敏幸　館長

対　　象 県内在住の小・中学生

参加人数 20名程度（予定）

講座内容 浜松まつりに関する授業(館内見学)、ミニ凧製作、凧揚げ体験ほか
※凧揚げ体験は雨天時中止

(２)子ども観光大使とは
　「地域を支える観光人材の育成」を推進するため、子ども観光大使認定講座に
　３回以上参加し、観光ハガキ等で地域の魅力を発信するなどの条件を満たした
　小中学生を「子ども観光大使」として認定しています。
　認定された子どもたちには、元気に、そして自信を持って、静岡県の良いと
　ころや魅力を周りの人に発信する役割を期待しています。

(３)今後の予定

回　次 日　程 場　所 内　容

第11回 2/15(土) 藤枝市 家康に献上された朝比奈ちまきを知ろう

[主　催]　ＮＰＯ法人子ども未来、静岡県 
[事務局]　ＮＰＯ法人子ども未来



提 供 日 2025/01/15

タイトル 令和６年度ふじのくに文化財保存・活用推進団体の表
彰式を開催！～新規認定団体の認定書授与式を同時開
催します～

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化財地域支援班

TEL 054-221-2554

令和６年度ふじのくに文化財保存・活用推進団体の表彰式を開催！

～新規認定団体の認定書授与式を同時開催します～

県では、このたび、「ふじのくに文化財保存・活用推進団体」の認定団体のうち、特に優秀な活動実績を残した２団体の表彰式
を下記により行います。

また、新たに「ふじのくに文化財保存・活用推進団体」に認定した４団体の認定書授与式も併せて行います。

表彰制度は令和３年度から、認定制度は令和２年度から実施しており、今年度の表彰・認定により、合計で表彰団体は10団体、
認定団体は79団体となります。

１　日　時　令和７年１月20日（月）午後２時10分から午後２時40分まで

２　場　所　静岡県庁　本館４階　議会特別会議室（静岡市葵区追手町９－６）

３　出席者　・令和６年度　受賞団体　各団体代表者
　　　　　　・令和６年度　認定団体　各団体代表者
　　　　　　・静岡県知事　ほか

４　内　容　（１）表彰式
　　　　　　（２）認定書授与式
　　　　　　（３）表彰団体の報告
　　　　　　（４）記念写真撮影

＜令和６年度　受賞団体＞

団体名 所在

浜松市無形民俗文化財保護団体連絡会
（はままつしむけいみんぞくぶんかざいほごだんたいれんらくかい）

浜松市

駿河郷土史研究会
（するがきょうどしけんきゅうかい）

富士市

＜令和６年度　認定団体＞

　一般社団法人三保松原3ringsプロジェクト（静岡市清水区）など　合計４団体

５　問合せ先　　静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化財課　054-221-2554

静岡県文化財ポータルサイト「レガシズ」　

　　　　　　　　　　　　　　　　



提 供 日 2025/01/15

タイトル 沼津市でふじのくに芸術祭2024優秀作品展・文化芸術
展を開催します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-3109

沼津市でふじのくに芸術祭2024優秀作品展・文化芸術展を開催します！

ふじのくに芸術祭は県内最大の総合芸術祭で、コンクールや展覧会など、様々なイベントを一年を通じて県内各地で楽しむことができま

す。

今回は、これまで開催した美術展・写真展・書道展の入賞作品や招待作品を一堂に展示する優秀作品展と、障害のある方から御応募いた

だいた作品を展示する文化芸術展を沼津市で開催します。絵画、彫刻、書道、写真、障害のある方の作品など、多様な表現をお楽しみくださ

い。

１　展示会概要

　　会　期　令和７年１月22日（水）～１月26日（日）
　　会　場　プラサヴェルデ市民ギャラリー(沼津市大手町1-1-4）
　　時　間　午前10時～午後５時（最終日は午後２時まで）
　　入場料　無料

　＜美術部門・障害者文化芸術部門「優秀作品展」＞
　　　 優秀作品展では、公募作品（美術部門美術展・書道展・写真展、障害者文化芸術部
     門「ふぁいんだー」作品公募展）から厳正な審査により選ばれた入賞作品など87点を
     一度に鑑賞できます。

　＜障害者文化芸術部門「文化芸術展」＞
    文化芸術展では、障害のある方から御応募いただいた全ての作品を展示し、プログラ
    ムディレクター小澤慶介氏がセレクトした県内作家の作品や、県内の魅力的な活動団体
    を紹介します。

２　見どころ

　　芸術を通じた県民の相互理解促進のため、以下の取組を実施します。
展覧会名 取組内容

優秀作品展
文化芸術展

＜展示方法＞
多様な表現に親しんでいただくため、文化芸術展と優秀作品展の

作品を同フロアにて展示し、あわせてお楽しみいただけます。

文化芸術展

＜プログラムディレクター小澤慶介氏による作品セレクト＞
これまで数々の展覧会や芸術祭で活躍する小澤慶介氏をプログラム

ディレクターに迎え、活動や団体に関係なく、県内で創作活動に励んで
いる障害のある方を対象に、小澤氏が選んだ作品を展示します。

　
３　問合先

　　静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化政策課
　　TEL：054-221-3109　FAX：054-221-2827 メール：arts@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:arts@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/01/15

タイトル 環境学習指導員等フォローアップ研修を開催します！
in伊豆市（1月25日(土)）

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3597

環境学習指導員等フォローアップ研修を開催します！in伊豆市

（1月25日(土)）

　近年、地球温暖化や海洋プラスチックごみ問題、生物多様性など、環境問題が多様化
していることを踏まえ、県では、地域における環境学習を推進するリーダーである「静岡
県環境学習指導員」等を対象に、様々な環境問題に関する知見を得ていただき、指導
力の向上を図るため、「環境学習指導員等フォローアップ研修」（全３回）を開催していま
す。

このたび、今年度最後の研修を伊豆市で開催します！

１　開催内容（東部・伊豆会場）

日時 1月25日(土)午前10時から午後３時まで

場所 クリーンセンターいず(伊豆市佐野456)

開催内容

【テーマ】資源循環、生活環境
【座　　学】
・資源循環、食品ロス等に関する最新知識
　講師：五明 玲子 氏（NPO法人サステナジャパン理事・事務局長）
・有機性廃棄物の回収と循環型農業への提案
　講師：簑 威賴 氏（株式会社アサギリ代表取締役）
【実地研修】
・クリーンセンターいずにおけるゴミ処理の概要及び環境教育への取組等

対象
環境学習指導員、森林環境学習指導者、地球温暖化防止活動推進員、日頃
から環境学習・環境保全活動の指導を行っている県民（市町登録の環境学習
指導員、アドバイザー等）

その他 参加無料、定員50名（先着順）

２　当日の取材
　　　 　取材を希望される場合は、直接開催場所までお越しください
　　　 

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果等の公表



提 供 日 2025/01/15

タイトル もし富士山が噴火したら～企画展「東部の火山と防
災」を開催～

担　　当 経営管理部 東部地域局

連 絡 先 地域課　野沢、危機管理課　沼倉

TEL 055-920-2089

富士山と伊豆東部火山群　噴火の歴史と生活への影響

１　概要
　　静岡県にある活火山は、東部地域にある富士山と伊豆東部火山群の２つのみです。今年度、８月26日が「火山防災の日」と定めら
　れたことも踏まえ、県東部地域局では、（一社）美しい伊豆創造センター、県富士山世界遺産センター及び県地震防災センターの協
　力のもと、火山の成り立ちや日頃の備えを県民の方に再確認してもらえるよう企画展を行います。

２　内容（予定）
　・火山現象の紹介パネル
　・富士山、伊豆東部火山群のハザードマップパネル
　・富士山、伊豆東部火山群の成り立ち等のパネル
  ・富士山、伊豆東部火山群の噴石等資料

３　企画展
　　期間：令和７年１月23日（木）～２月５日（水）
　　場所：静岡県東部総合庁舎本館２階　エレベーター付近会議室
         （沼津市高島本町１-３）

　　



提 供 日 2025/01/15

タイトル 駐日キルギス大使が知事を表敬訪問します

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 地域外交戦略班

TEL 054-221-2309

駐日キルギス大使が鈴木知事を表敬訪問します

（要 旨）

　駐日キルギス大使、在焼津キルギス名誉領事ほかが、焼津市内への名誉領事館開設（令和６年７月）の報告等のため、

知事を表敬訪問します。

（概 要）

１　日　時　　令和７年１月20日（月）15時20分～15時40分（20 分間)

２　場　所　　知事室（県庁東館５階）　

３　訪問者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

氏　名 役　職
　オソエフ・エルキンベック 　特命全権大使
　四橋 道徳 　在焼津キルギス共和国名誉領事

　樽床 伸二 　株式会社樽床総合研究所
　代表取締役（元総務大臣）

４　言　語　  日本語・ロシア語（通訳あり）



提 供 日 2025/01/16

タイトル 「ふじのくに新商品セレクション2024」受賞商品販売
フェア開催！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 食の魅力創造班

TEL 054-221-3713

「ふじのくに新商品セレクション202４」受賞商品　販売フェア開催！

～静岡県産農林水産物の魅力がつまった逸品です～

１　要　旨

　令和７年１月22日（水）から２月25日（火）まで、県内百貨店等５カ所で「ふじのくに新商品セレクション2024」受賞商品が一同に集まる特別販

売フェアを開催します。

　県産農林水産物の魅力あふれる商品を、この機会に是非味わってください！

２　フェア開催店舗

販売店舗 場所

静岡伊勢丹 地下１階　アレモキッチン/コレモストア（静岡市葵区呉服町）
静岡伊勢丹　コリドー・フジ １階　特設コーナー（富士市蓼原町）

遠鉄百貨店 本館地下１階　えんてつグルメセレクト（浜松市中央区砂山町）

これっしか処 掛川駅構内（掛川市南）

ふじのくに おいしい処　静岡「おいしず」 日本百貨店しょくひんかん内（東京都千代田区神田）

３　受賞商品の概要　※販売店舗や日にちによって、取扱いが無い商品がある場合があります

区分 商品名 出品者（市町） 特　徴

最高
金賞 金目鯛ごはんの素

有限会社渡辺水産
（下田市）

高級感のあるパッケージデザインを追求するとともに、素材本来の味
にこだわった、下田産金目鯛のプレミアムな炊き込みご飯の素。

金賞 桜海老のピザ
シャンテピザ
（静岡市）

オリジナルジンジャーソースを使った、桜海老の新たな魅力を伝える
ピザ。

金賞
箱根西麓三島野菜
畑まるごとスープ

株式会社東平商会
（長泉町）

様々な理由で流通から外れてしまう「はじかれ野菜」を活用した、生
産者にも環境にもやさしいスープ。

金賞
ピーナッツバター＆
ローストピーナッツ

K'LURA
（浜松市）

遠州落花復活を目指し、遠州落花のコクのある旨味を最大限に引き
出したピーナッツバターとローストピーナッツ。

金賞
焼津式 かつおのたた
き 鬼わら焼き

株式会社いちまる
（焼津市）

かつおの水揚げから目利き、加工、添付のぽん酢、ネーミングまで全
てにこだわったかつおのたたき。

金賞 E-REX王者の焼豚 株式会社E-REX
（静岡市）

静岡型銘柄豚の「E-REX」を使用した、やわらかくしっとりとした肉質
と、とろける様な脂の旨味の焼豚。

金賞 赤甘のトマトジュース 廣瀬農園
（三島市）

農園独自の栽培方法の高糖度トマトを活用した、贅沢なトマトジュー
ス。

金賞
太田ポンカン　
ストレート

青木農園
（静岡市）

地域の品種である太田ポンカンの小玉をたっぷり使用した、濃厚で
香りのよいストレートジュース。

金賞
静岡すっぱみかん
フルーツエール

株式会社 FUJI
PREMIUM BREWING
（御殿場市）

廃棄されてしまう静岡の摘果みかんをアップサイクルし、商品化した
フルーツビール。

金賞
ミカちゃんのおやつゼ
リー

三ヶ日町農業協同組合
（浜松市）

キズや擦れ等により出荷できない三ヶ日みかんを加工品の原料とし
て買取り、付加価値をつけて商品化した一口サイズのみかんゼリー。

金賞
あみにょん焼き（12個入
り）

酪農王国株式会社
（函南町）

「丹那牛乳」製造過程の副産物であるバターミルクを活用し、函南町
の文化財「阿弥陀如来像」と組み合わせた焼菓子。



提 供 日 2025/01/16

タイトル 食品検査情報（第９報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

食品の検査情報をお知らせします
（12月分）

１　概要

静岡県では、県内の製造所や販売店からの食品の抜き取り等により、添加物、残留農薬、微生物等の項目を検査し、 基準 に 不適合 が 確認

 された 食品 は 、 回収命令 など 行政処分 を 行 い 、 県内 で 流通 する 食品 の 安全 ・ 安心 を 確保 しています。

２　検査結果

　以下のとおり、本年12月に検査を実施した244検体については、 行政処分 を 行 ったものがありませんでした 。

検査項目 対象食品 12月
検体数

12月
行政処分数

加熱食肉製品、生食用かき 16規格基準等検査
（微生物）   輸入冷凍食品、清涼飲料水 29

0

菓子、加熱食肉製品 20規格基準等検査
（添加物等） 　輸入冷凍食品、清涼飲料水、缶詰 40

0

菓子、加熱食肉製品 20
添加物等表示検査

  輸入冷凍食品、清涼飲料水、缶詰 33
0

動物用医薬品等   国産食肉（豚肉、牛肉、鶏肉） 19 0

貝毒 　浜名湖産貝類（かき）  4 0

放射性物質 県内産農畜水産物等（野生鳥獣） 1 0

アレルゲン 　菓子   10 0

加熱食肉製品、生食用かき 22腸管出血性大腸菌、
腸炎ビブリオ等 　輸入冷凍食品、清涼飲料水 　    30

0

合計 244 0



提 供 日 2025/01/16

タイトル 【訂正】しずおかマリッジ富士市で婚活イベントを開
催します！！

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 少子化対策班

TEL 054-221-2037

しずおかマリッジ
富士市で婚活イベントを開催します！！

「しずおかマリッジ」では、マッチングシステムによる出会いの機会の提供に加え、地域資源等を活用した各種イベント・セミナーを開催
し、会員同士の直接の出会い・交流の場を提供します。このたび、今年度９回目の市町連携婚活イベントを、富士市で開催します。

※赤字部分を訂正しました。詳しくは本文ＰＤＦファイルをご覧下さい。（１月16日15時訂正）

１　開催概要
イベント名 「しずマリ」出会いイベントVol.9＠富士市

癒しのキャンドルホルダー作りと 　おしゃれ古民家カフェ【jincafé】で美味し
いコーヒー飲みながら癒しトークタイム！

日時 令和７年１月19日（日）15時15分～18時00分
会場 jin café（静岡県富士市鈴川本町11-20）
内容等

（予定）
・火をともすと優しく美しく光る【ヒーリングライト】の作成体験！
・吉原駅から徒歩1分の 駅 地下 駅近のおしゃれ古民家カフェで美味しいコーヒー
を楽しみながら癒し個別トーク！
15:00 受付開始
15:15 オリエンテーション・自己紹介
15:30 ワークショップ
16:50 個別トーク
18:00 マッチング（結果発表・アンケート）
18:30 終了

参加者概要 (募集)30～40歳前後の会員男女各８人（計16人）
参考URL https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=186

２　取材・報道に係るお願い
【取材申込】令和７年１月17日（金）までに
　　　　　　こども未来課少子化対策班（054-221-2037）に連絡をお願いします。
【当日受付】会場に到着後、担当者に御連絡ください。
　　　　　　車でお越しの場合は、「JIN　CAFÉ」の駐車場を御利用ください。
　　　　　　（利用状況によっては周辺コインパーキングの御案内になります。）
　　　　　　なお、別紙「婚活イベント・セミナーの取材・報道について（御協力のお

　　　　　　　願い）」に沿った取材・報道の実施に御理解・御協力ください。

　●ふじのくに出会いサポートセンター概要
　・県と市町で構成する「ふじのくに結婚応援協議会」が、結婚を希望する者を支援する
　　ために運営する拠点。
　・マッチングシステムを活用した出会いの機会の提供のほか、会員を対象にした婚活
　　イベント等を開催。※詳細はHP（https://www.shizuoka-msc.jp/）を御覧ください。

お見合い成立 お友達成立 交際成立 ご成婚
6,350件 2,135件 352件 70件

（※令和６年12月31日時点）

https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=186
https://www.shizuoka-msc.jp/


提 供 日 2025/01/16

タイトル 産業廃棄物処理業等許可の取消し

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 産業廃棄物班

TEL 054-221-2424

産業廃棄物処理業者に対し産業廃棄物収集運搬業許可、産業廃棄物処分業許可

及び産業廃棄物処理施設設置許可の取消処分を行いました。

１　処分を受けた者
　　所在地　静岡県三島市梅名１１番地の１
　　名　称　株式会社アーバン環境

２　処分内容
　　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号。以下「法」という。）第14条の３の２第１項第４号及び第15条
の３第１項第１号に基づき、産業廃棄物収集運搬業許可、産業廃棄物処分業許可及び産業廃棄物処理施設設置許可を取り消す。

３　処分年月日
　　令和７年１月14日

４　処分理由
　　株式会社アーバン環境の元役員である者は、刑法（明治44年法律第45号）第204条に規定する傷害の罪により令和３年７月６
日に罰金刑が確定し、刑の執行が終わってから５年を経過していないにもかかわらず、同社の役員に就任した。

　　これにより、同役員は、法第14条第５項第２号イに規定する法第７条第５項第４号ニの欠格要件に該当することから、同社は
法第14条の３の２第１項第４号及び第15条の３第１項第１号に規定する法第14条第５項第２号ニに該当するに至ったため。



提 供 日 2025/01/16

タイトル 全国「メディア・ユニバーサルデザインコンペティ
ション」
最優秀「経済産業大臣賞」で静岡県出品者が６年連続
の受賞決定！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局県民生活課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3642

全国「メディア・ユニバーサルデザインコンペティション」
最優秀「経済産業大臣賞」で静岡県出品者が６年連続の受賞決定！

　「第18回ＭＵＤコンペティション」において、６年連続で静岡県からの出品者が最優秀となる「経済産業大臣賞（学生部門）」に決定したほか、

優秀賞・佳作にも計５点の本県出品作品が選ばれました。

　本県では、コンペティションに先立ち、県民・県内学生を対象とした「静岡県ＭＵＤデザインコンテスト」を開催（主催：静岡県印刷工業組合）

するなどＭＵＤの推進に力を入れており、例年、本県の出品作品は全国でも高く評価されています。

※ＭＵＤ=メディア・ユニバーサルデザイン

１　受賞者（本県関係者）

　応募総数177点（一般：32点、学生：145点）

　受賞総数　13点（経済産業大臣賞：一般・学生各１点、優秀賞：４点、佳作：７点）
賞　名 部門 企業・学校名 出品者(敬称略) 作品名

経済産業大臣賞 学生 静岡文化芸術大学 飯塚　ゆりの おいしいレストラン
学生 浜松未来総合専門学校 佐々木　愛理 部首タイプカード優秀賞

学生 静岡文化芸術大学 若井　輝亮 さわるトランプ
一般 日本レーベル印刷株式会

社
庵原　優
早村　結衣

組み合わせて覚える手話カード

学生 静岡デザイン専門学校 小林　空太 ことばかるた言の葉

佳　作

学生 浜松未来総合専門学校 池谷　美紅 列に並んでいるときに待ち時間がわかる表示パネル

２　概　要

(1) 募集作品　高齢者・障がい者や子ども、外国人などに対して見やすさ・伝わりやすさに配慮した、アイデアに富んだ作品

　(2) 主　　催　　全日本印刷工業組合連合会

　(3) 後　　援　　経済産業省、一般財団法人国際ユニヴァーサルデザイン協議会ほか

　(4) 表彰式　　 2025年２月19日（水）10:00～10:30　東京池袋サンシャインシティ　ワールドインポートマート５Ｆ会議室

３ 問い合わせ先

　静岡県印刷工業組合　　電話番号：054-286-5171（月～金 8:00～12:00）

【経済産業大臣賞受賞作品：おいしいレストラン】

食物アレルギーをキャラクターにして分かりやすく説明した絵本
※本作品は、静岡県ＭＵＤコンテストでも県知事賞(最優秀賞)を受賞



提 供 日 2025/01/16

タイトル 第170回ふじのくに防災学講座を開催します。

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 静岡県地震防災センター

TEL 054-251-7100

静岡県では、「しずおか防災コンソーシアム」と連携し、「ふじのくに防災学講座」を開催しています。

１　日　時
　令和７年１月25日（土）午前10時30分から正午まで

２　場　所
　静岡県地震防災センター（静岡市葵区駒形通５-９-１）

３  テーマ

　能登半島地震におけるNPOの支援活動

４　講　師
　認定ＮＰＯ法人レスキューストックヤード　浦野 愛　常任理事

５　講演概要
　　レスキューストックヤードが現在も常駐し支援活動を継続する石川県穴水町か
 　ら、長期化する避難生活の中で、被災者の孤立や孤独を防ぎ、命と活力を守るた
　 めに行政、社協、NPO・ボランティアが三位一体で取り組み続けている具体的事
　 例をお話します。

６　その他
　・対　象　どなたでも
　・受講料　無料
　・開催方法　会場受講およびZoom配信
　※今回、講師にはオンラインで講演をしていただくため、地震防災センター（会場）ではその様子をスクリー
　　ンに投影し、ご覧いただきます。（今回、講師は、地震防災センター（会場）に来館しません。）

　

7　 問合せ先
　　静岡県地震防災センター
　　　電話：０５４-２５１-７１００
　　　メール：bousaigaku@amail.plala.or.jp

(過去の開催の様子)

mailto:bousaigaku@amail.plala.or.jp


提 供 日 2025/01/16

タイトル 県職員による広報を専門家が審査！広報グランプリ最
終審査会の開催

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 企画報道班

TEL 054-221-2976

静岡県庁広報グランプリ最終審査会の開催

県は、県職員の広報業務に対する意識醸成と技術向上を図り、県全体の広報力の強化を目的に静岡県庁広報グランプリを毎年開催
しています。
昨年に引き続き、今年度も最終審査会を一般公開します。

１　静岡県庁広報グランプリとは
平成22年度から毎年開催。今回で15回目。
令和５年12月1日から令和６年11月30日までに実施した各所属における広報に関する改革成果や戦略的な広報を対象に、グランプ
リ１点、金賞２点、銀賞２点を決定する。
令和６年度は各所属から39件の応募があり、審査員による一次審査（書類審査）を経て銀賞２点と最終審査に進む３点が選定され
た。
１月24日(金)に開催される最終審査会でグランプリが決定する。

２　最終審査会　概要
（１）日時：令和７年１月24日（金）14時00分～16時00分
（２）会場：静岡県庁　東館２階　県民サービスセンター　しずおか情報ステージ
（３）プログラム： 

14時00分 開会
14時05分 審査１

健康福祉部　障害福祉課
「「うちあけダイヤル」へのアクセス数UP」

14時27分 審査２
交通基盤部　富士土木事務所　企画検査課
「～地域と歴史を紡ぎ、未来へつなぐ～　富士川橋開通100 周年記念事業」

14時49分 審査３
教育委員会　教育政策課　
「ふじのくにグローバル人材育成事業」

　15時10分 　審議（別室移動）
15時25分 グランプリ発表、審査員講評
16時00分 閉会

（４）審査員：
審査会会長 平野　雅彦　静岡県広報業務アドバイザー（広報技術）

審査員 清家　順　　 静岡県広報業務アドバイザー（広報技術）
審査員 谷　浩明　　 静岡県広報業務アドバイザー（広報技術）
審査員 高島　知佐子　静岡文化芸術大学 文化政策学部 芸術文化学科　教授
審査員 望月　希世美　静岡県広聴広報課長

（５）その他：
・最終審査会に選出した取組の中からふさわしいものを、公益社団法人日本広報協会が実施する全国広報コンクールの広報企画部
門にエントリー。
・銀賞２点は以下のとおり。

くらし・環境部　西部県民生活センター 消費者啓発の問題解決！無料で新規啓発自慢の10選
交通基盤部　下田土木事務所　企画検査課 賀茂でも建設業担い手確保！

～広範囲とピンポイントの使い分け～

【参考】過去のグランプリ受賞取組
 令和５年度 　交通基盤部

　富士土木事務所
　橋名揮毫(きごう)プロジェクト　～地元高校との協働による富士川かりがね橋の
橋名板揮毫～

令和４年度 経済産業部
産業イノベーション推進課

本県初のクラウドファンディングを活用した研究資金の募集に挑戦！

令和３年度 健康福祉部
新型コロナ対策企画課
知事直轄組織
広聴広報課

新型コロナウイルス注意喚起「おしえて！後藤参事」
ショートムービーで毎日投稿



提 供 日 2025/01/17

タイトル 第77回優良公民館表彰（文部科学大臣表彰）を県内３
館が受賞！

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 地域家庭班

TEL 054-221-3115

 第77 回優良公民館表彰 （ 文部科学大臣表彰 ） を 県内 ３ 館 が 受賞 ！

文部科学省では、公民館やその他公民館と同等の社会教育活動を行う施設（社会教育センター、生涯学習センター等）のうち、特に事業内容・方法等

に工夫をこらし、地域住民の学習活動に大きく貢献しているものに対し、その功績をたたえ、「優良公民館」として表彰しています。

今年度は全国の65館が表彰館として選定され、本県からは以下の施設が選定されました。

１　表彰を受ける施設

　静岡市両河内生涯学習交流館　（静岡市清水区和田島171-1）

　 地域 に 寄 り 添 い 、 親 しまれる 交流館

　　　　 地域で栽培されてきた大豆を調査したところ地区固有の在来種と認められ「ここ豆くん」と名付けられた。地域資源である「ここ豆くん」を活用した農

作業体験を通して子どもから高齢者までが集うきっかけとなった。

 浜松市高台協働センター　（浜松市中央区和合町58-30）

　 地域 も 野菜 も 育 ててつながる 居場所 づくり

　　　　 コロナをきっかけに放置されていた畑事業を復活させ、畑管理のために地域住民が定期的かつ気軽に来館するようになったことで、来館者層も幅

広くなり、作物を育てながらコミュニティの輪も生まれた。

　静岡市西奈生涯学習センター　（静岡市葵区瀬名二丁目32-43）

　 歴史文化 を 守 ろう 、 伝 えよう

　　　　 ここ数年高齢化等により後世に継承できる人材が減少していたが、地域の歴史資源を紹介する冊子を作成する「にしな歴史人プロジェクト」や「に

しな歴史マップ作り」を文化拠点である生涯学習センターの役割として支援することで新たな人材の育成に繋げることができた。

２　表彰式

(1)日　　　時　　令和７年２月28日（金）　午前10時30分から11時00分

(2)場　　　所　　文部科学省東館　３階　第一講堂（東京都千代田区霞が関３―２－２）

　　　　　　 　　　　※対面とオンライン配信を組み合わせて実施

(3)問合せ　　　 文部科学省総合教育政策局地域学習推進課地域学習推進係

　　　　　 　　　　　ＴＥＬ　03-5253-4111（内線2974、3455）

(4)取材申込　  ２月21日（金）午後６時までに以下の取材登録フォームにて御登録ください

　　　　　　　　　 　

https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=sBBYVMs2kEKJJkjbwPnpL4Xl0WLT319OloTuMIFdkwZUMjMwTldIUjRESllRV1pMRE5WNzA3MzI2Ry4u&origin=QRCode&ro

ute=shorturl

「有徳の人づくり」を進めています。

静岡県教育委員会

https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=sBBYVMs2kEKJJkjbwPnpL4Xl0WLT319OloTuMIFdkwZUMjMwTldIUjRESllRV1pMRE5WNzA3MzI2Ry4u&origin=QRCode&ro


提 供 日 2025/01/17

タイトル 令和６年度「優良公民館等静岡県教育長表彰」受賞館
の決定と表彰式の開催

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 地域家庭班

TEL 054-221-3115

 令和 ６ 年度 「 優良公民館等静岡県教育長表彰 」 受賞館 の 決定 と 表彰式 の 開催

　

１　趣旨

　社会教育・生涯学習の拠点として優れた企画・運営を行い、地域住民の学習活動に貢献し、優れた実績を挙げている公民館及び生涯学習

施設を表彰します。

２　受賞館

静岡市興津生涯学習交流館（静岡市清水区興津本町829）

（特色ある活動） 歴史劇 　 朝鮮通信使来 る

興津地区で活動しているまちづくり活性化団体、NPO法人AYUドリームを中心とした地域住民が地域の歴史資源である朝鮮通信使を

題材とした歴史劇を演じることで朝鮮通信使の歴史背景を学んだ。座学のみで歴史を学ぶのではなく、演じながら学ぶことでなお一層郷

土理解に繋がった。また、身近な方が演じる歴史劇ということもあり、地域の多くの人に興味を持ってもらい朝鮮通信使を知ってもらうきっ

かけとなった。

静岡市北部生涯学習センター美和分館（静岡市葵区安倍口団地5-1）
   （特色ある活動） アカデ 美和 　 こどもカレッジ

平成26年度より継続実施している小学生向けのシリーズ講座。講座ではパラリンピックの公式競技であるボッチャ、日本の伝統工芸の
水引細工、コンクリートのメカニズムなどさまざまな分野について学び、学校では学ぶことの少ない現代的課題や、学区・学年を超えた仲
間づくりを行っている。また、受講者は講座での学びを生かして「アカデ美和こどもの祭典」において来場者に工作や体験を教える「こども
先生」として活躍する。

３　表彰式（令和６年度公民館職員等研修会において実施）

(1)日　　時　令和７年１月28日（火）　午前10時00分から10時45分

(2)場　　所　静岡県男女共同参画センターあざれあ５階　第３会議室

（静岡市駿河区馬渕１―17－１）

(3)内　　容 （開会）      10:00～10:05

               （表彰式）   10:05～10:10

               （事例発表）10:10～10:45

「有徳の人づくり」を進めています。
静岡県教育委員会



提 供 日 2025/01/17

タイトル 内閣府主催「世界青年の船」が御前崎港に初寄港！！

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 青少年指導班

TEL 054-221-3305

内閣府主催　「世界青年の船」が御前崎港に初寄港！！

　内閣府が主催する「世界青年の船」事業は、世界各地の青年が集い、ディスカッションや文化交流等を通じて、異文化対応力、リーダーシッ
プ力などの向上を図り、社会貢献ができる次世代グローバル・リーダーとなる青年を育成するとともに、グローバルな人的ネットワークの構築を
目的として実施しています。今年度は、世界12カ国から来日した青年と日本参加青年を含む約200人が、にっぽん丸に乗船し、約一ヶ月間、
船内で共同生活を送りながら日本を巡ります。寄港地は、静岡県および島根県を予定しており、静岡県では、御前崎港に寄港し、自然・環
境・文化に関する学び体験や、地元小中高生と交流を行う地域訪問活動を実施します。
　

１　日　時　令和７年２月２日（日）・３日（月）

２　参加者　アルジェリア、オーストラリア、ブラジル、ジブチ、エジプト、オマーン、
                パナマ、ペルー、ポーランド、セネガル、スリランカ、スウェーデン、
                日本の13ヶ国の青年約200人

３　主な行程
＜2月2日(日)＞
08:00　御前崎港入港
09:45　ウミガメ保護の御前崎から世界に共感の輪を広げるビーチクリーン活動
11:15　キウイフルーツカントリーJapanにて循環型農業体験
18:30　船上レセプション(静岡県増井副知事、受入事業関係各市長参加予定) 
＜2月3日(月)＞
10:00　７グループに分かれて学校を訪問し、地元の学生と交流活動
※学校訪問先:御前崎市立御前崎小学校、御前崎市牧之原市学校組合立御前崎中学校、静岡県立池新田高等学校、静岡県立相良高等学校、静岡県

立榛原高等学校、常葉大学附属菊川中学校・高等学校、静岡県立掛川西高等学校の７校
13:30　浜岡原子力館施設訪問
16:30　御前崎港出港

尚、荒天時は清水港への入港を予定していますが、ビーチクリーン活動以外のスケジュールに変更はありません。

４  取材に関する注意事項
本事業に関し取材を希望される場合、１月29日(水)までに以下５項目を下記「本報道発表に関するお問い合わせ」までお知らせください。
（１） 取材日時
（２） 取材箇所（例：御前崎港、掛川キウイフルーツカントリーJapan、浜岡原子力館等）
（３） 御社御所属（会社名）
（４） 取材形式（例：撮影等）
（５） 取材内容（青年への個別インタビューの有無　- 有りの場合は取材内容、挨拶風景、体験ワーク取材等）

期日までに御連絡のない場合は、対応できかねますので予めご了承ください。
   個人を特定できるような撮影、特に学校における児童の撮影については、主催者の了解がない限り禁止である旨御留意ください。

【本報道発表に関するお問い合わせ】
「世界青年の船」事業　地域訪問活動実行委員会

（一般財団法人　青少年国際交流推進センター）
　　齋藤佳子

メール:keiko.saito@centerye.org
なお、御前崎港での取材を希望される場合は、港の管理上「一時立ち入り登録」が必要ですので、1月24日(金)までに下記googleフォームにてご登録く
ださい。

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSczOcTQLvkUiktwtQT7BE_WTYFe4S50-UofTszrWByZay9NMg/viewform

【内閣府「世界青年の船」事業一般に関するお問い合わせ】
　内閣府青年国際交流担当室　我喜屋、谷、小井田　TEL:03-6257-1433

「有徳の人づくり」を進めています。
静岡県教育委員会　

mailto:keiko.saito@centerye.org
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSczOcTQLvkUiktwtQT7BE_WTYFe4S50-UofTszrWByZay9NMg/viewform


提 供 日 2025/01/17

タイトル 令和６年度第１回静岡県産業教育審議会の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班

TEL 054-221-3656

令和６年度第１回静岡県産業教育審議会を開催します。

「専門高校等におけるこれからの時代に対応した産業教育の在り方」について検討するため、静岡県産業教育審議会を10年ぶりに開催し
ます。審議会は６回程度開催し、令和８年２月を目途に答申をまとめていく予定です。

１　日　時　　令和７年１月22日（水）　午前10時から正午まで

２　会　場　　県庁別館９階　第２特別会議室

３　委　員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(50音順)

氏　名 職　名　等
飯倉　清太 特定非営利活動法人　ＮＰＯサプライズ　代表
上野　雄史 静岡県立大学経営情報学部　経営情報学科　教授
江頭　綾子 ヤマハ発動機株式会社　執行役員　ロボティクス事業部長
奥田　都子 静岡県立大学短期大学部　社会福祉学科　准教授
川田　善正 静岡大学　副学長
岸田　裕之 静岡ガス株式会社　代表取締役　取締役会長
齋藤　　寛 東海大学海洋学部　学部長
豊田　由美 特定非営利活動法人　スマイルベリーファーム　施設長
西村やす子 株式会社CREA FARM　代表取締役
村木　則予 株式会社アトリオン　代表取締役
望月　康弘 静岡県立静岡農業高等学校　校長
横田　茂永 静岡県立農林環境専門職大学　短期大学部　学科長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　議事
　(1) 諮問事項等について説明
　(2) 県内高等学校における産業教育の現状と課題について

５　傍聴について
　　傍聴を希望される方は、当日の午前９時30分から９時50分までの間に会場へお越しください。

「有徳の人づくり」を進めています
静岡県教育委員会　

0117kyouikoukou1.pdf0117kyouikoukou1.pdf



提 供 日 2025/01/17

タイトル 令和６年度　県中部高等学校定時制通信制生徒合同文
化祭　兼　県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の
開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　担当　内田さち子

TEL 054-221-3145

令和６年度　県中部高等学校定時制通信制生徒合同文化祭

兼　県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の開催

定時制・通信制の課程で学ぶ者同士がお互いに交流を図り、文化活動の協同を通して仲間意識を育て、自治及び自立の能力を高め、
学習意欲の向上を目的として合同文化祭を開催します。

１　日　時
令和７年１月29日（水）　午後１時から７時40分まで

２　会　場
 グランシップ（静岡市駿河区東静岡２丁目３－１）　

３　展示部門　午後１時から７時30分まで（最終入場は７時15分まで）
場所：展示ギャラリー１

学　校　名 作　品　内　容
清水東高校 美術作品、家庭科作品、部活動、総合探究作品
静岡高校 家庭科作品、美術作品、総合的な探究の時間製作物

科学技術高校 絵画、被服、工業実習作品、課題研究作品、モザイク壁画、写真
藤枝東高校 家庭科作品、美術作品

島田商業高校 紙細工、サッカーボール、詩画

榛原高校
扇子、流木デッサン、絵画共同作品、アクリルたわし
書道作品、書道共同作品

静岡中央高校（定） 絵画、彫刻、工芸、水墨画、書道作品、共同制作キルト
ミニポーチ、まんまるポーチ

静岡中央高校（通） 美術作品、書道作品

４　ステージ部門　午後６時から７時40分まで　場所：中ホール「大地」
　　司会　清水東高校生徒

(1) 開会式
実行委員長あいさつ　藤枝東高校　校長　佐野　文子
開会宣言　　　　　　清水東高校　生徒会前会長　荒井さん

　　　   表彰式

(2) ステージ発表　
順
番

学　校　名 発表者・グループ名 発　表　内　容

１ 科学技術高校 ４年　松本さん 生徒生活体験発表　
題名「本気の証」

２ 静岡中央高校(定) milk バンド演奏
３ 静岡中央高校(定) 吹奏楽部 吹奏楽演奏
４ 静岡中央高校(定) マジシャンSOUSUKE マジック
５ 清水東高校 清水東ストリングス ヴァイオリン演奏
６ 島田商業高校 YOSHIO 独奏
７ 科学技術高校 鈴木さん 弾き語り
８ ふじのくに国際高校 タイト バンド演奏
９ 静岡高校 Bag Closure バンド演奏

10 榛原高校 榛原高校１年生 演奏

 (3) 閉会式
　　     事務局校校長講評　　清水東高校　校長　井島　秀樹

閉会宣言　　　　　　清水東高校　生徒会会長　荒井さん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています
静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2025/01/17

タイトル 令和６年度しずおか高校生探究フェスタの開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第１班

TEL 054-221-3165

高校生の探究学習の祭典「しずおか高校生探究フェスタ」を開催します

　常葉大学と静岡県教育委員会が、高等学校における探究的な学習に関する高大連携活動を支援するための協定を締結して初めての合同開催発表会
になります。

県内高校生が、生徒主体の発表をとおして、参加者と共に学び合い、探究的学びの質の向上を図るとともに、高校教育における探究的学びを推進しま
す。様々な学科における探究学習について、広くアピールする機会となっています。

１　主催
　　常葉大学、静岡県教育委員会
２　日時　

令和７年１月26日（日）　午前10時から午後３時まで
３　場所　

常葉大学静岡水落キャンパス（静岡県静岡市葵区水落町1-30）
４　日程 
　　10:00　開会式

10:20　各部門の発表・展示（別紙）
13:50　交流会（体育館）
14:50　閉会式（体育館）

５　発表内容
（１）交流部門

・参加者同士の交流を通して探究の質の向上と深化を目指す（順位付けはしない）。
・各教室で５チーム、１チームあたりの交流は25分とし、うち発表時間は５～10分とする。 

【参加校】22校58チーム
（２）コンテスト部門

・１次審査を通過した10チームが発表し、最優秀団体等を決定し、表彰する。
・１チームあたりの発表時間は10分とし、審査員が審査する。

　　　【参加校】７校10チーム
（３）展示部門

・専門学科や総合学科、特別支援学校等における探究学習や課題研究等の成果を発表する。
【参加校】13校15展示

0117koryu.pdf0117koryu.pdf



提 供 日 2025/01/17

タイトル 第３回一級河川天竜川水系一雲済川流域委員会を開催
します。

担　　当 交通基盤部 袋井土木事務所企画検査課

連 絡 先 袋井土木事務所 企画検査課

TEL 0538-42-3216

 第 ３ 回一級河川天竜川水系一雲済川流域委員会 を 開催 します

　
　磐田市北部を流れる一雲済川では、河川法に基づく河川整備計画※を平成14年８月に策定し、整備を進めてきました。
　今回の委員会では、昨年９月から10月にかけて実施した県民意見募集及び意見交換会で頂いた意見等を踏まえて修正した河川整備計画の変
更原案について審議します。

１　日時　令和７年１月21日（火）午前10時00分から11時30分（予定）

２　会場　袋井土木事務所３階 大会議室（袋井市山名町2-1）

３　議事　「河川整備計画（変更）の修正原案」等の説明及び審議　

４　委員構成
氏  名 所    属　・　役　職

 田中　博通  東海大学名誉教授
板井　隆彦 静岡淡水魚研究会 会長

 石田 敦志  静岡県中遠農林事務所 農山村整備部長
 金原 好孝  一雲済川改修促進協議会　会長
 深田　研典  磐田市自治会連合会 会長 
 石川　好三  磐田市自治会連合会豊岡支部　支部長
 青島　本一  住みよい岩田をめざす会　代表
 草地　博昭  磐田市長

５　会議の公開
　　本会議は公開で行います。
　　傍聴を希望される方は、当日午前９時45分から受け付けします。
　　取材を希望される方は、１月20日（月）正午までに下記のメールアドレスに連絡ください。

　　　　fukudo-kikakukensa@pref.shizuoka.lg.jp

６　問合せ先　袋井土木事務所企画検査課　TEL：0538-42-3216

※河川整備計画とは、河川法第16条の２の規定に基づき、総合的な河川管理を行うために河川管理者が定める計画であり、今後概ね20年から
30年の間に行う当該河川の整備の目標や実施に関する事項（河川工事や維持の目的、施工場所など）を定めるものです。

mailto:fukudo-kikakukensa@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/01/17

タイトル 全国初！県・民間気象会社による防災・減災に向けた
包括協定

担　　当 交通基盤部 河川砂防局土木防災課

連 絡 先 防災班

TEL 054-221-2249

全国初！県・民間気象会社による防災・減災に向けた包括協定
～地域課題を最先端技術で挑む、減災の未来を創る～

　この度、防災・減災の一層の実現を図るため、 株式会社 ウェザーニューズと 減災 に
 向 けての 包括連携協定 を 全国 で 初 めて 締結します。協定締結にあたり、以下のとおり
締結式を行います。

１　締結式について
　(1) 締結式日時
　　　令和７年１月21日（火）８時30分から８時45分まで
　(2) 会場
　　　静岡県庁　本館２階　サイポス室（静岡市葵区追手町９番６号）
　(3) 目的
　　　行政と民間気象会社がさらに連携を深め、互いの資源を有効に活用することで、新たな防災の仕組みのモデル構築を行う。県が持つ災害情報等と民間気象会社
が持つ気象情報等を組み合わせた質の高い最新の防災情報を県民に提供することを目指す。
　(4) 協定を締結する者
　　　株式会社ウェザーニューズ代表取締役社長　石橋知博氏、静岡県交通基盤部長
　(5) 連携事項
　　　ア　静岡県の気象・水象情報及び災害情報の提供に関すること
　　　イ　県民への減災・災害情報の利活用推進に関すること
　　　ウ　市町の防災・減災対策の協力に関すること
　　　エ　地域建設業防災力強化に向けた支援に関すること
２　現在の取組
　　静岡県土木防災システム（通称サイポス）の運用にあたり、株式会社ウェザーニューズと連携し、防災情報の提供を行っています。
３　株式会社ウェザーニューズの強み
　(1) 独自の気象データを基にした高度な予測技術で国内外に多くの実績を有する。
　(2) 累計4,500万ダウンロードのアプリを有し、情報発信力に優れる。
４　取材について
　　当日に参加を希望する方は、１月20日（月）15時までに下記「５　問合せ先」へ連絡願います。
５　問合せ先
　　静岡県交通基盤部 河川砂防局 土木防災課 防災班 植松
　　電話　054-221-2249　FAX　054-221-3564
　　メール　dobokubousai@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:dobokubousai@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/01/17

タイトル 静岡県食肉センター汚水処理施設新築工事実施に関す
るサウンディング型市場調査の実施

担　　当 交通基盤部 建築管理局設備課

連 絡 先 設備技術班

TEL 054-221-2931

サウンディング調査の参加者を募集します
[静岡県食肉センター　汚水処理施設］

１　概要
　静岡県食肉センター汚水処理施設の工事発注にあたっては、早い段階から施工者の意見を取り入れる「技術提案・交渉方式」によることを
検討しています。ついては関係者から意見を聴取し、その結果を今後の事業執行に反映させるため、サウンディング調査に応じる業者を募集
します。

２　募集内容
　(1) 募集期間　令和７年１月22日（水）～２月12日（水）
　(2) 参加条件　次の条件を満たす汚水処理施設建設業者又は建築工事業者
　　ア 汚水処理施設建設業者
　　　次に掲げる条件を全て満足している者であること
　　　ア) 建設業法（昭和24年法律第100号）第３条の規定に基づき、管工事業に係る特定建
　　　　　設業の許可を受けている者
　　　イ) 管工事に係る経営事項審査の総合評定値が、900点以上の者
　　　ウ) と畜場法（昭和28年法律第114号）第３条に基づく「と畜場」を有する食肉卸売市場
　　　　　若しくは産地食肉センター又は食品加工工場等類似施設に係る汚水処理施設の
　　　　　施工実績を有する者
　　イ 建築工事業者
　　　次に掲げる条件を全て満足している者であること。
　　　ア) 建設業法（昭和24年法律第100号）第３条の規定に基づき、建築工事業に係る特定
　　　　　建設業の許可を受けている者
　　　イ) 建築一式工事に係る経営事項審査の総合評定値が、1,000点以上の者
　(3) 実施要領　静岡県建築管理局ホームページに掲載（※令和7年1月20日公開）
　<URL> https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/kokyokenchiku/1003515/1029140.html

３　参考
　(1) 建設事業について
　　ア 事業名　食肉センター再編整備事業
　　イ 敷地の場所　静岡県菊川市赤土地内
　　ウ 敷地面積　47,312.94平米
　　エ 事業計画

　(2) 調査をする理由
　　　本工事は、食肉センターの運営を継続しながら、現在施工中の大規模改築工事と平
　　行して、既存の汚水処理施設を解体しつつ改築を進める必要があり、非常に困難なもの
　　になるため。

４　問い合わせ先
　静岡県交通基盤部建築管理局設備課
　電　話：054-221-2931
　E-mail：setsubi@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/kokyokenchiku/1003515/1029140.html
mailto:setsubi@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/01/17

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（1/10～1/16）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第574報）
＜野生イノシシの豚熱検査結果（1/10～1/16）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の67頭で、豚熱ウイルスの感染事例はありませんでした。

平成30年９月以降、17,621頭（死亡386頭、捕獲17,235頭）の検査を実施し、612頭の陽性（死亡170頭、捕獲442頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＜次ページへ続く＞

＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


提 供 日 2025/01/17

タイトル 第３回森の力再生事業評価委員会を開催します

担　　当 経済産業部 政策管理局産業政策課

連 絡 先 産業政策班

TEL 054-221-2635

１　要旨
　「森林（もり）づくり県民税」を財源とした「森の力再生事業」の効果を検証・評価する「静岡県森の力再生事業評価委員会」
を開催します。
　令和６年度第３回評価委員会は、事業実施から３年目の箇所等について、検証・評価し、来年度事業に向けた提言を取りまとめ
るとともに、第２期計画の中間とりまとめの最終審議を実施します。

２　評価委員会の概要
（１）開催日時：令和７年１月24日（金）午後２時～午後４時30分
（２）開催場所：静岡県男女共同参画センター501会議室
　　　　　　　　（静岡市駿河区馬渕１丁目17-１）
（３）議事内容：
　【定例議題】
　　ア 令和３年度整備箇所及び経過観察箇所の下層植生回復等の状況
　　イ 検証・評価結果及び提言（案）の検討
　【追加議題】
　　静岡県森の力再生事業　評価と提言報告書
　　～第２期計画の中間とりまとめ～(案)

３　委員（敬称略）

所属 氏名
常葉大学大学院環境防災研究科教授 浅見　佳世
一般社団法人静岡県環境資源協会事務局長 井上　隆夫
きむら工房代表 木村　美穂
静岡県中小企業団体中央会 倉田　明紀
静岡大学教育学部教授 小南　陽亮
一般財団法人静岡経済研究所専務理事 恒友　仁
一般社団法人静岡県法人会連合会 豊田　和子
静岡大学農学部准教授 楢本　正明
静岡県消費者団体連盟 波多野　初枝
静岡県弁護士会 原田　健一

４　委員会の公開
（１）傍聴定員　原則10人以内（多数の場合は抽選）
（２）傍聴手続　
　　　傍聴を希望される方は、当日午後１時55分までに受付で氏名、住所を記入
    し、事務局の指示に従って入室してください。
　　　来場に際しては、発熱又は風邪のような症状のある方は来場を控えていた
    だくようお願いします。傍聴多数の場合は抽選になりますので御了承くださ
    い。



提 供 日 2025/01/17

タイトル 大麻乱用防止啓発動画及び薬物乱用防止リーフレット
制作入賞者に対する感謝状贈呈式の開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬物対策班

TEL 054-221-2413

大麻乱用防止啓発動画及び薬物乱用防止リーフレットの

デザイン制作入賞者に対し感謝状を贈呈します。

　次代を担う若者を中心に大麻事犯の検挙者が急激に増加し、また、市販薬の過剰摂取（いわゆるオーバードース）の広がりが社
会問題化するなど極めて憂慮すべき状況にあります。

　薬物乱用問題の解決には、悩みを一人で抱え込まず困ったら専門の窓口に相談することや、正しい知識を身につけることが重要
です。

　そこで、相談できる窓口や危険性・有害性を周知するため、今年度も、静岡デザイン専門学校の学生の協力を得て、若者の目線
で若者に受け入れられやすい大麻乱用防止啓発動画（15秒）３作品及び薬物乱用防止リーフレットを新たに制作しました。

　啓発動画やリーフレットの制作にあたり、創意工夫を重ね、丁寧に御協力いただいたことに感謝の意を表し、入賞者６組に対し
静岡県健康福祉部長感謝状を贈呈します。

１　開催日時 令和７年１月22日（水）　13時30分から約20分間
２　開催場所 静岡デザイン専門学校５階（静岡市葵区御幸町20番地）
３　出席者 静岡デザイン専門学校　入賞者６組及び教諭

静岡県健康福祉部生活衛生局長　　　　　　　ほか　15名程度
４　入賞作品 （１）大麻乱用防止啓発動画

　・最優秀作品　１点、優秀作品　２点（応募総数　35作品）
（２）薬物乱用防止リーフレット
　・最優秀作品　１点、優秀作品　２点（応募総数　18作品）　

○啓発動画、リーフレットを活用した相談窓口の周知

　啓発動画は、主要な駅に設置されたデジタルサイネージ等で発信したほか、YouTubeを通じて県内の若者のスマートフォンなど
に直接配信します。
　リーフレットは、県内のコンビニ、大学、高等学校等へ掲示・配布します。

○取材を希望される場合の対応について

　当日取材を希望される場合は、事前に以下の連絡先に連絡の上、学校にお越しいただきますようお願いします。
　連絡先　054-252-1766（担当：静岡デザイン専門学校 橋本教諭・鈴木宏幸教諭）



提 供 日 2025/01/17

タイトル 静岡県文化財ポータルサイトで文化財３ＤのＷＥＢ公
開を開始～「LEGA-SHIZU×３Ｄ」開設！～

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化財地域支援班

TEL 054-221-2554

静岡県文化財ポータルサイトで文化財３ＤのＷＥＢ公開を開始

～「LEGA-SHIZU×３Ｄ」開設！～

県では、先端技術の３次元データ（３Ｄ）により保存上公開制約もある文化財の価値や魅力を発信する事業を立ち上げ、国・県
指定文化財の彫刻から32体の仏像を選定して高精度３Ｄを計測し、２～３月には仏像の魅力を３Ｄ技術で体験するイベントを県内
３会場で開催するなど、文化財の３Ｄ化と魅力の発信を進めています。

このたび、計測した文化財の３Ｄを公開し、情報発信を推進するＷＥＢコンテンツを静岡県文化財ポータルサイト「レガシズ」
内に開設しました。

１　開　設　日　　令和７年１月17日（金）

２　コンテンツ

項目 内容
名　称 LEGA-SHIZU×３Ｄ（レガシズ スリーディー）

ＵＲＬ https://lega-shizu.com/legashizu3d
二次元コードは下部左側

メニュー ・県文化財３Ｄ化の活動紹介

・県文化財３Ｄの利用希望や参加希望の問合せ窓口

・仏像の３Ｄの公開（地域ごと４つの部屋に分けて32体を紹介）

・遺跡と考古資料の３Ｄの公開（県職員等が作成した15点）

・県内文化財の３Ｄを公開しているアーカイブへのリンク集

３　そ の 他　　仏像の魅力を３Ｄ技術で体験するイベントについては、
下部右側の二次元コードより御確認ください（12月19日記者提供）

４　問合せ先　　静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化財課　054-221-2554

LEGA-SHIZU×３Ｄ        ３Ｄデータでせまる文化財「仏像のヒミツ」体験会

    　   　　　　　 　https://lega-shizu.com/archives/news/1057168　　　　　　

　  

https://lega-shizu.com/legashizu3d
https://lega-shizu.com/archives/news/1057168


提 供 日 2025/01/17

タイトル 第28回伊豆文学賞入賞作品が決定！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-3109

第28回伊豆文学賞入賞作品が決定！

最優秀賞は、小説「ノイジー・ブルー・ワールド」（ナガノ・イズミさん／駿東郡長泉町）と掌篇「Resonance 
Resilience」（秋元 祐紀さん／静岡市）
［要旨］
　文学にゆかりのある伊豆をはじめ静岡県全域を題材とした文学作品を公募する「伊豆文学賞」は今回で28回目となり、全国から446編の応
募がありました。厳正なる審査の結果、各部門の入賞作品を次のとおり決定しました。

［内容］
１　審査結果
(1) 小説・随筆・紀行文部門（応募数：251編）

賞 作品名（種別） 作者名 居住地 副　賞

最優秀賞
ノイジー・ブルー・ワールド
（小説）

ナガノ・イズミ※
(ながの・いずみ)

駿東郡長泉町
賞金

100万円

優秀賞
青菜屋敷
（小説）

春野 礼奈　※
（はるの れな）

東京都調布市
賞金
20万円

台風の後に
（小説）

北河 さつき
（きたがわ さつき）

富士市
佳　作

権現の返り言
（小説）

星山 健
(ほしやま けん)

兵庫県宝塚市

賞金
５万円

　(2) 掌篇部門（応募数：195編）
賞 作品名 作者名 居住地 副　賞

最優秀賞 Resonance　Resilience
秋元 祐紀
（あきもと ゆうき）

静岡市
賞金
５万円

柿田川湧水
大岡 晃子※
（おおおか あきこ）

駿東郡長泉町

一分間の瞑想 岡田 あさひ※
（おかだ あさひ）

掛川市

光
流島 水徒※
（るじま すいと）

御殿場市

熱海の灯 内藤 ひとみ
（ないとう ひとみ）

東京都練馬区

優秀賞

桜舞う季節まで
初又 瑚白
（はつまた こはく）

伊豆の国市

賞金
１万円

※印：筆名（ペンネーム）

２　今後の予定
・表彰式は、３月９日（日）に伊豆市で開催します。
・入賞作品を掲載した「第28回伊豆文学賞優秀作品集」を３月上旬に発行します。

３　最優秀賞受賞のコメント
  (1) 小説・随筆・紀行文部門　　ナガノ・イズミさん

（受賞の知らせを聞いて）
 　最優秀賞に選ばれると全く予想していなかったので、とても驚いております。大変光栄です。
（応募の動機、静岡県との関わり）
　伊豆文学賞は、私が初めて応募し、賞を頂いた文学賞です。静岡県は私の生まれ育った土地
ですが、普段そのことを意識することは稀です。曲がりなりにも、静岡を舞台にひとつの小説を立
ち上げることは、地元について改めて考えるきっかけを与えてくれました。
（作品に込めた思い）
　[海」が今作のキーワードです。海は、私にとって重要なモチーフのひとつです。ふらりと海を見
にいくことがたまにあるのですが、海を眺めていると、疲弊するようで安心するような、不思議な感
覚にいつも襲われます。それはなぜなのか。これについて考えるために、今回の小説を書いたよ
うな気がしています。
　(2) 掌篇部門　　秋元　祐紀さん

（受賞の知らせを聞いて）
最優秀賞に選んでいただき、大変光栄です。ありがとうございます。お電話をいただいた後も、

自宅に受賞のお知らせの手紙が届くまで実感が湧かず、ふわふわしていました。一人称独白体、
意識の流れが好きなので、何を書くかと共に、いかに書くかという点も今後も追究していきたいで
す。
（応募の動機、静岡県との関わり）
　静岡県には楽器メーカーが多くありますが、吹奏楽コンクールのパンフレットを見るたびに吹奏
楽人口が減少してきたと実感しています。生まれ育った静岡の皆さんに吹奏楽に興味を持っても
らうとともに、新型コロナウイルス感染症の爆発的流行から数年たった今だからこそ言葉にできるこ
とを、今、残しておきたいと思い、作品を書き上げました。
（作品に込めた思い）
　吹奏楽部に所属していた中高生時代の半分くらいは「苦しい」「辞めたい」と思っていましたが、
音を通して会話をし心に触れ、一つの大きなうねりを生み出す瞬間が年に１，２回あり、その喜びと
快感に呪われて15年以上吹奏楽の演奏を細々と続けています。新型コロナウイルス感染症のも
と、”不要不急”という標語が日本を席巻しましたが、あの出来事を経て、”要”でも”急”でもないも
のが人間を人間らしく生かすのだと改めて思いました。性格も意見も熱量も違う者同士が交わるこ
とで衝突もありますが、その先に自分一人では見えない景色があるというのは、吹奏楽に限らず、
人間社会の真理である気がします。これからも、学校がそうしたことを経験できる場所であり続けて



ほしいと願っています。

４　最優秀賞作品についての審査員コメント
　(1) 小説・随筆・紀行文部門　（審査員：村松 友視）
 　すごく軽快な今風な言葉で語りかけられているが、描写や心模様が緻密で工夫が凝らされて
いる点が評価できる。元編集者の感覚的には、作者を訪ねてもう一作品、別の作品を書いてもら
いたいと思えるような作品であった。まだまだ他がみたい。期待がもてる。

　(2) 掌篇部門　（審査員：今村 翔吾）
作品としては、まだまだかなり荒いものであるということ。物語の形も何とか留めているかという

印象を受けたが、それを補ってあまるものがある。それは文章の中に光るものがあるということ。こ
れは技術ではなく、作者の本音に拠るものであろうと思う。作品には大なり小なり作者の想いが籠
もっている。作者は技術こそ荒削りだが、その想いが他を圧倒していたのではないか。技術を管
の太さ、想いを水量に譬えるならば、まだ管はさほど広くはないのに、水量が極めて多いため、し
かと噴出しているようなもの。まだ伸び代も感じて期待が出来る。

５　最優秀作品あらすじ（作者による作品紹介）
　(1) 小説・随筆・紀行文部門
 最優秀賞「ノイジー・ブルー・ワールド」（小説）
　下田市の高校二年生、レナの幼馴染であるナギは過敏な感覚を持つ少年で、レナは実の姉の
ように彼を守ってきた。夏休みの前日、レナはナギに「海の絵を描きにいこう」と誘われるが、ナギ
は海には見えない不可解な絵を描き始める。やがてレナはナギが県外進学を考えていること知
り、虚弱だったナギの成長に戸惑いと焦りを覚える。友人も恋人も進路を明確にする中、自信を
失ったレナはナギを拒絶し、傷つけてしまう。だが、これがナギと過ごせる最後の夏休みだと知
り、レナは海辺でナギが訪れるのを待つ。やがてナギが姿を現すが、鉢合わせしたレナの恋人が
ナギを脅かす。憔悴したナギはその夜、自宅から姿を消した。レナは真っ暗な海辺でナギを発見
し、海の絵の完成に立ち会う。ナギは自分が共感覚の持ち主であり、レナの声は「青い」のだと告
げた。幼い頃からの感謝の証として、ナギはその絵をレナに贈るつもりだった。だが、レナはそれ
を受け取らなかった。

　(2) 掌篇部門
 最優秀賞「Resonance　Resilience」
　高校３年生の夏、最後の吹奏楽コンクールを明日に控えた私は、この６年間を回顧する。新型
コロナウイルス感染症による第６１回静岡県吹奏楽コンクールの中止、活動の制限、部員数の減
少。なぜ吹奏楽を続けてきたのか。積み重ねた時間に意味はあったのか。
　私たちの心を置いて、世界は戻ったふりをした。治し方の分からない傷を抱えた私たちは、音を
共鳴させ世界を創ることで、前を向く。多くの人との関わりを感じながら。

６　審査員
　(1) 小説・随筆・紀行文部門
　　村松 友視　（作家、第87回直木賞受賞）
　　嵐山 光三郎（作家、第58回読売文学賞受賞）
　　太田 治子　（作家、第１回坪田譲治文学賞受賞）
    諸田 玲子　（作家、第26回新田次郎文学賞受賞）
　(2) 掌篇部門
　　村松 友視　（作家、第87回直木賞受賞）
　　中村 直美　（株式会社交通新聞社 常務取締役 
　　　　　　　　　　　　コミュニケーションデザイン事業部長）
     今村 翔吾  （作家、第166回直木賞受賞）
７　募集結果
　(1) 応募総数　446編（小説203編、随筆33編、紀行文15編、掌篇195編）
　(2) 年代別応募数

部　門 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 不詳 合計
小説・随筆・紀行文 4 13 20 24 35 63 62 24 2 4 251

掌　篇 23 16 18 28 33 25 29 19 1 3 195
合　計 27 29 38 52 68 88 91 43 3 7 446

　(3) 居住地別応募数
部　門 静岡県 東京都 神奈川

県
埼玉県 千葉県 愛知県 その他

道府県
合　計

小説・随筆・紀行文 117 39 22 5 11 9 48 251
掌　篇 91 24 21 8 7 4 40 195
合　計 208 63 43 13 18 13 88 446

８　問い合わせ先
伊豆文学フェスティバル実行委員会事務局（文化政策課内）　
電話：054-221-3109 FAX:054-221-2827
Eメール：izufes@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:izufes@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/01/17

タイトル 静岡県パラアスリート発掘競技体験プログラムの開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班　幸田

TEL 054-221-3284

パラスポーツの次世代を担う選手を発掘するため
「パラアスリート発掘競技体験プログラム」を開催します！

　パラスポーツの次世代を担う選手を発掘するため、障害に応じた走・跳・投の基本スキル測定や身体測定及び県内競技団体による相談や
体験会を、以下のとおり開催いたします。県障害者スポーツ応援隊の山本篤選手（掛川市出身）と佐藤圭太選手（藤枝市出身）も会場にお越
しいただき、競技体験や指導などを行っていただきます！

１　日　　時　
　　令和７年１月25日（土）13:15～16:00（受付13:00～）

２　会　　場　
　　　静岡県草薙総合運動場　このはなアリーナ（静岡市駿河区栗原19-1）

３　実施主体　
静岡県、公益財団法人静岡県障害者スポーツ協会　

　　　協力　県理学療法士会、県指導者協議会、県内競技団体、看護師、パラスポーツ指導員、障害者スポーツ応援隊、株式会社Xiborg(サ
イボーグ)　ほか

４　概要
（１）参加者：83名　※１月10日時点
（２）内容

時刻
所要
時間 項目 内容

１
13:15
～
13:35

20分 オープニング

挨拶
・静岡県スポーツ・文化観光部　土泉部理事兼スポーツ局長
・静岡県障害者スポーツ協会　杉山専務理事
・静岡県障害者スポーツ応援隊　山本篤選手、佐藤圭太選手
説明

準備（10分）

２
準備運動
身体測定

体重・握力・手や上下肢の長さ・肩関節柔軟性・長座体前屈、垂直
跳び・立ち幅跳び・ボール投げ・20M走・3分間走　等

３

13:45
～
15:40

135
分 相談会

体験会
参加競技団体による相談及び競技の体験会

準備（５分）

４ 15:45
～ ５分 クロージング

（３）参加競技団体（予定）
　　　　　　　14競技団体

（陸上競技・水泳・アーチェリー・卓球・フライングディスク・車いすバスケットボール・グランドソフトボール・ソフトボール・フットソフトボール・バ
レーボール・サッカー・電動車椅子サッカー・ボッチャ・自転車）

＜問い合わせ先＞
　（公財）静岡県障害者スポーツ協会
　電話番号：054-221-0062　メール：s-spokyo@za.tnc.ne.jp

＜取材申込先＞

取材いただける場合、別紙取材申込書を下記担当宛てに１月24日（金）12:00までにメール又はFAXにて送付願います。

静岡県スポーツ・文化観光部スポーツ振興課

　生涯・パラスポーツ班　幸田

　電話054-221-3284 FAX 054-221-2980

　メールsports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp

※当日の連絡先
　静岡県スポーツ・文化観光部スポーツ局スポーツ振興課　080-1580-8162
※取材に当たってのお願い
・悪天候等により、事業が中止となる可能性があります。あらかじめ御了承ください。

mailto:s-spokyo@za.tnc.ne.jp
mailto:sports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/01/17

タイトル イオン焼津店で環境イベントを開催します！

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 資源循環班

TEL 054-221-2426

～海洋プラスチックごみ問題や食品ロス問題について楽しく学ぼう～
イオン焼津店で環境イベントを開催します！

県と包括連携協定を締結しているイオンリテール株式会社と焼津市の協力の下、海洋プラスチックごみ問題や食品ロス問題などについて

楽しく学べる環境イベントをイオン焼津店で開催します。

お子様も自由に参加できるゲームを御用意していますので、ぜひ御来場ください。

１　日　時　令和７年１月25日（土）午前10時から午後３時まで

２　場　所　イオン焼津店　コージーコーナー前

（〒425-0047　静岡県焼津市東祢宜島12番地４）

３　内　容

　　(1)みらいの海でおさかな釣りゲーム

　　　　　　　　プラスチックごみが魚の総重量を上回ると予想されている2050年の海を想定した

                 釣りゲームです。

　　(2)食品ロス削減！大作戦すごろく

　　　「食品ロス」を減らす方法について楽しく遊びながら学べる「すごろく」です。

　　(3)その他

　　　　　　　　海洋プラスチックごみ問題や食品ロス問題などについて学べる展示のほか、

                  焼津市環境課による生ごみの家庭内処理に関する啓発等をおこないます。

　　　　４　取材及び問合せ先について

　　　　　　当日10時以降に取材対応しますので、現地取材の際はあらかじめ下記問合せ先まで御連絡ください。

　 　　　　【問合せ先】静岡県くらし・環境部環境局廃棄物リサイクル課資源循環班

　　　　　 電話：054-221-2426（当日の連絡先：080-1051-7458)



提 供 日 2025/01/17

タイトル 静岡県再犯防止推進協議会を開催します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 くらし安全班

TEL 054-221-3715

静岡県再犯防止推進協議会を開催します！

　県では、犯罪をした者等が、社会において孤立することなく円滑に社会に復帰することができるよう、国の刑事司法関係機関や民間団体と
の連携の下、再犯防止の施策を推進しています。
　この度、関係機関等の再犯防止施策の推進等に係る意見交換や情報共有を行う、静岡県再犯防止推進協議会を開催します。

１　日時・会場

　日時：令和７年１月22日（水）午後１時30分から午後３時30分まで

　会場：静岡県庁西館４階第一会議室ＡＢ

２　静岡県再犯防止推進協議会員
区分 機関・団体・課の名称
国

（６機関）
静岡保護観察所、静岡刑務所、静岡少年鑑別所、駿府学園、
静岡地方検察庁、静岡労働局

関係団体等
（５団体）

県保護司会連合会、県更生保護女性連盟、県就労支援事業者機
構、
県地域生活定着支援センター、県社会福祉協議会

県
(16課・室)

くらし交通安全課、住まいづくり課、公営住宅課、
健康福祉部企画政策課、地域福祉課、地域福祉課人権同和対策
室、
福祉長寿政策課、障害者政策課、障害福祉課、薬事課、
労働雇用政策課、建設業課、教育政策課、
人身安全少年課、組織犯罪対策課、薬物銃器国際捜査課

３　内　容
・再犯防止推進施策の進捗状況について（県くらし交通安全課）
・再犯防止の近年の動向について（東京矯正管区）
・再犯防止の取組みについて（静岡地方検察庁・県就労支援事業者機構）
・意見交換



提 供 日 2025/01/17

タイトル 第72回静岡県統計グラフコンクール優秀作品展を開催
します！

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

身近な日常などを鮮やかに統計グラフに表現！
～第72回静岡県統計グラフコンクール優秀作品展～

　第72回静岡県統計グラフコンクールにおいて、応募総数745点の中から静岡県知事賞や
静岡県教育委員会教育長賞などに輝いた優秀作品38点を、静岡県庁別館に展示します。
　小学生や中学生等が、自ら選んだテーマについて、調査・分析した結果を統計グラフ
としてまとめた力作の数々を是非、御覧ください。

　１　会　　場　静岡県庁別館21階展望ロビー

　２　日　　程　令和７年１月20日（月）～１月28日（火）
　　　　　　　　・平　日：午前８時30分～午後６時
　　　　　　　　・土曜日、日曜日：午前10時～午後６時
　　　　　　　　　※最終日は午後４時まで

　３　展示作品　優秀作品38点

　４　主な展示作品
　　　静岡県知事賞（第２部）／全国コンクール佳作（第２部）

　　　静岡県教育委員会教育長賞（第１部）／全国コンクール入選（第１部）



提 供 日 2025/01/20

タイトル 県有建築物の改修工事で初めてZEBを達成しました！
（熱海土木事務所伊東支所）

担　　当 交通基盤部 建築管理局建築企画課

連 絡 先 企画第２班

TEL 054-221-3374

県有建築物の改修工事で初めてZEBを達成しました！

（熱海土木事務所伊東支所）

１　要旨

　静岡県では、2050年の脱炭素社会の実現に向け、県有建築物の新築・建替時におけるZEB化の推進と、既存建築物のZEB化を目指
した省エネ改修を進めています。

　この度、熱海土木事務所伊東支所の移転に伴う耐震補強及び改修工事において、県有建築物の改修工事として初めてZEB（ZEB 
Ready）を達成し、第三者評価機関による建築物省エネルギー性能表示制度（BELS※）の認証を受けました。

２　工事概要

　施設名 　熱海土木事務所伊東支所（伊東市竹の台地内）

　構造・規模　RC造＋S造　延床面積452.08平方メートル

　工事内容 　耐震補強、全面改修工事（外壁改修、内装改修、ZEB改修　等）

　工期 　R5.6.14～R6.10.10（約16か月）

３　採用した主な省エネ技術

　・空調設備（約66％の削減）：効率のよい空調計画による空調設備の最適化

　　　　　　　　　　　　　　　断熱性能の高い吹付硬質ウレタンフォームの採用

　・照明設備（約55％の削減）：LED照明器具の採用と適所に人感センサーの設置

４　ZEB

　ZEB（Net Zero Energy Building）は省エネと創エネによる削減率により区分され、本工事は一次エネルギー消費量を全体で
61％削減したことからZEB Readyを達成しました。

▼ZEBの区分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼BELS認証プレート

　　　　　
　　　　　　　
※BELSとは、建築物省エネ法に基づき、建築物の省エネ性能を表示する第三者認証制度



提 供 日 2025/01/20

タイトル スギ花粉予報 "平年の1.8倍"の見込み

担　　当 経済産業部 農林技術研究所森林・林業研究センター

連 絡 先 経済産業部 農林技術研究所森林・林業研究センター

TEL 053-583-3121

令和７年春のスギ花粉予報

県内のスギ花粉発生量は " 平年の1.8倍 " の見込み

【調査機関】
　静岡県　農林技術研究所　森林・林業研究センター

【調査時期】
　令和６年11月22日～29日（内、６日間）

【調査箇所】
　県内30箇所のスギ林

【調査方法】
　スギの雄花が成熟し黄色みを帯びて色が変わり、葉との区分が容易となる11～12月に、県内のスギ林の雄花着花状況を目視により調査観
察し翌年春の花粉発生量を予測。

【調査結果】

・ 形成された雄花の量（全県の平均）は、平年（平成26年度から令和５年度までの直近10年間の平均）に対して1.8 倍であった。

・ 花粉の本格的な飛散開始時期は、１～２月の気温に影響されるが２月中旬頃から。

【花粉発生のメカニズム】

・ スギは、雄花と雌花を別々に着ける。花粉の発生源となるのは雄花である。

・ 雄花は７月ごろから形成され始め、成熟後、翌２～３月に花粉を飛散する。

・ １つの雄花につき、約40万個の花粉が含まれる。

※ 詳細については別添資料を参照



提 供 日 2025/01/20

タイトル 静岡市内にて首都圏高級ホテル等への食材提案会を開
催

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

静岡市内にて首都圏高級ホテル等への食材提案会を開催

１　要　旨
　このたび、農林水産省事業補助事業者（リッキービジネスソリューション株式会社）が、県産食材の認知度向上と販路開拓のた
め、首都圏の高級ホテル・レストラン、外食の食品バイヤー等と県内農林水産物の生産者等との食材提案会（商談会）を開催しま
す。
　食材提案会では、知事がトップセールスを行います。

２　概　要

開催日時 令和７年１月22日(水）午後５時～８時10分 

会　　場 クーポール会館　５階　５-Ａ（静岡市葵区紺屋町2-2）

主 催 者 リッキービジネスソリューション株式会社（農林水産省事業補助事業者）

目　　的 県産食材の認知度向上と販路開拓

参 加 者 ・県内農林水産物の生産者等　14者16ブース
・首都圏の高級レストラン・ホテル、外食の食品バイヤー等　21名

次　　第 17時00分～18時00分　第１部　バイヤー、生産者等（食材）紹介　

18時00分～18時05分　知事挨拶

18時05分～19時05分　第２部　県産食材の商談会
　　　　　　　　　　　 　   県内生産者等が出展するブースにて商談

19時05分～20時10分　第３部　県産食材の商談会
 　                         出展している生産者等の食材を用いた料理
 　                         を囲んで商談

県の役割 ・知事による県産品ＰＲ
・生産者、バイヤー等の参加調整

備　　考 ・知事は挨拶後、出展ブースを訪問します。（18時30分までを予定）
・取材を希望される場合は、当日正午までに当課まで御連絡ください。

３　その他
　食材提案会に参加するバイヤー等（15名）が、産地にて商談するため、1月22日（水）、23日（木）に県内９箇所の生産現場を訪問します（主
催：リッキービジネスソリューション株式会社）。



提 供 日 2025/01/20

タイトル 【参加事業者募集】(株)遠鉄百貨店様との商談会を開
催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

【参加事業者募集】

(株)遠鉄百貨店様との商談会を開催します︕

（要　旨）

静岡県では、県産品の販路開拓事業に取り組んでいます。
このたび、本県農林水産物の生産者、加工事業者を対象に、(株)遠鉄百貨店様との商談会を開催するため、参加事業者を募集しています。

２　概要

（１）募集期限　令和７年２月３日（月）正午まで

（２）募集対象品

　　・青果、加工食品、日配、水産、デリカ、畜産、ベーカリー、菓子の分野が対象
　　・下記３区分にて商品を募集

NO 販売場所 販売区分 求める商品やポイント

１ 遠鉄百貨店 常設売場 常設
・静岡県の特産品

・大量生産は出来ないが、製法・原料などにこだわ
りのある商品

２
遠鉄百貨店 地下１F催事場

おいしさガーデンフロア
催事

・静岡県の特産品

・話題性があること

３

他県百貨店 催事場

1.東急百貨店さっぽろ店

2.中国地方の百貨店

催事

・話題性のあるスイーツ

・静岡県出身者や静岡で生活した人なら

思わず喜んで買ってしまう商品

（３）商 談 先　  (株)遠鉄百貨店

（４）商 談 日　 令和７年２月28日（金）13:00～17:00の間を予定

（５）場　　所　  遠鉄百貨店新館(浜松市中央区旭町12-1)

（６）申込み・問合せ先　オンラインカタログ運営事務局（株式会社ビビッドガーデン）

　　　　　　　　　　 担当：山村 アドレス：municipality@vivid-garden.co.jp

                    募集要項に添付する別紙「商談会申込書」を２月３日（月）正午までに、上記オンラインカタログ運営事務局あてへメールにて
御提出ください。

　　　　　　　　  別紙「商談会申込書」は、県マーケティング課ＨＰよりダウンロードすることができます。
　　　　　　　　　　　　　　掲載ＵＲＬ：（https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/1040791/1068542.html）

３　今後の予定
令和７年２月18日（火） 頃  商談対象事業者の決定
令和７年２月28日（金）  商談会の開催

mailto:municipality@vivid-garden.co.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/1040791/1068542.html


提 供 日 2025/01/20

タイトル ☆参加者募集☆
シンポジウム「特定行為と手順書について」の開催

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 看護師確保班

TEL 054-221-2407

シンポジウム「特定行為研修修了者による特定行為と手順書について」を開催！

―特定行為研修制度の活用をひろげます―

　
　静岡県医師会では、厚生労働省の補助を受けて特定行為研修制度の周知・普及と地域で使いやすい手順書例の作成を進めてお
り、制度の普及等に向けたシンポジウムを開催します。
　
１　開催の目的
　　今後の在宅医療ニーズの増大を踏まえ、特定行為研修制度の普及と診療所等の医師の手順書の作成を支援するため、厚生労働省が
公表している標準的な手順書例について、地域の実情に応じて調整・周知すること等により、地域における特定行為研修修了者の活躍を推
進する。 

２　開催の概要
　　内　  　容　［基調講演］特定行為研修制度の概要
　　　　　　　　　　厚生労働省医政局看護課看護業務推進係長
　　　　　　　　　［パネルディスカッション］医師と特定行為研修修了者との連携
　　　　　　　　　　特定行為を実践する医師及び特定行為研修修了者　等
　　開催日時　2025年２月１日（土） 15:00～17:00【14：30開場】
　　会　  　場　ホテルグランヒルズ静岡(静岡市駿河区南町18-1)
　　　　　　　　　５階 センチュリールーム（※ Ｗｅｂ参加とのハイブリッド開催） 
　　主　　  催　一般社団法人静岡県医師会
　　共　　　催　静岡県、公益社団法人静岡県看護協会、
　　　　　　　　　一般社団法人静岡県訪問看護ステーション協議会
　　協　　　力　公益社団法人静岡県病院協会
　
３　参加申込
　　２次元コードからの事前申込（応募期間2025年１月28日（火）まで）

　　　　　　

４　お問合せ先
　　シンポジウム・特定行為研修修了者による特定行為と手順書について事務局
　　電話　070-4413-8968（9:00～17:00　土日・祝日除く）
　　※当日連絡先　070-4413-8968
（参考）看護師の特定行為研修制度：専門的な知識と技術が必要とされる特定行為（診療の補助）を、研修を受けた看護師が医
師・歯科医師があらかじめ作成した手順書（指示）によって実施。 



提 供 日 2025/01/20

タイトル 静岡ガス野球部による軟式野球クリニック

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班

TEL 054-221-3177

県では、子どもたちがトップアスリート等から直接指導を受けられる「ドリカムスタート事業」を実施しています。
　 今回は、静岡県を代表する軟式野球チームのひとつである静岡ガス野球部が、藤枝市内中学校野球部員を対象にクリニックを
開催します。

１　事業名　　ドリカムスタート事業「軟式野球クリニック」

２　開催日　　令和７年１月25日（土)

３　会　場　　静岡ガス野球部グラウンド（静岡市駿河区池田28）

４　参加者　　藤枝市内中学校野球部員及び指導者　55名

５　講　師　　静岡ガス野球部
　　　　　　　〔R６年度の主な戦績〕

　　　　・天皇賜杯第79回全日本軟式野球大会ENEOSトーナメント　準優勝
　　　　　　　　※「真の軟式野球日本一」と位置づけられる全国大会
　　　　　　　・SAGA2024第78回国民スポーツ大会　第７位

６　日　程　　参加校受付・打ち合わせ　8:45～ 9:00
　　　　　　　開講式 　            　 9:00～ 9:10
              クリニック　　　　　　  9:10～11:40
　　　　　　　閉講式・写真撮影等 　　11:40～11:50

７　その他　・取材希望の方は、１月24日(金)16時までに、別添「取材申込書」にてお申し込みください。中止の際には御連絡い
たします。
　　　　　　・取材当日、社名が分かる腕章又は名札等を身に付けてください。

８　問い合わせ先
　　　　　　静岡県スポーツ・文化観光部　スポーツ局　スポーツ振興課（田平）
　　　　　　電　話　　　054-221-3177　　 FAX　054-221-2980



提 供 日 2025/01/20

タイトル 令和６年度上下水道合同技術研修会の開催

担　　当 くらし・環境部 環境局水資源課

連 絡 先 水道環境班

TEL 054-221-2420

令和６年度上下水道合同技術研修会を開催します。

令和６年４月に水道行政が、国土交通省に移管され、上下水道一体での施設整備等の方針が示されました。県は、水道事業者及び
下水道事業者が、上下水道事業の現状や上下水道一体化に関する課題等を共有するとともに、今後の事業経営に活用する知識を習
得するため、上下水道合同技術研修会を開催します。

１　日時
　　令和７年１月24日（金）11時30分～16時10分（休憩：12時～13時）

２　会場
　　静岡県男女共同参画センター「あざれあ」６・７階　大ホール
　　（静岡市駿河区馬渕１－17－１）

３　参加対象者
　　静岡県内の公営上下水道事業体に所属する上下水道担当職員

４　内容

時間（予定） タイトル 講師
11：30～12：00 研修１

「企業局における広域化と官民連携の取組事例」
大畑英樹氏
（静岡県企業局経営課課長代理）

13：00～13：20 講演１
「上下水道に関する最近の話題提供」

高橋由典氏
（国土交通省中部地方整備局河川部地域河川課上下水道調整官

13：25～14：05 講演２
「上下水道の現状分析と広域化による基盤強化」

菊池明敏氏
（総務省経営・財務マネジメント強化事業アドバイザー）

14：10～14：50 講演３
「人口半減時代に備える上下水道経営」

遠藤誠作氏
（北海道大学大学院公共政策学研究センター研究員・元福島県

15：05～16：05 パネルディスカッション
～上下水道の将来像について～
　座長　高橋由典氏

パネリスト
　菊池明敏氏
　遠藤誠作氏
　永野生活排水課長
　望月水資源課水道環境班長

５　取材の受付
　　取材を希望する場合は、当日会場で受付をお願いします。（事前申込不要）
　　11時30分の研修は、水道事業者向けに実施し、13時以降は、水道事業者及び下水道事業者向けにシンポジウム形式で行うた
め、午後の取材を希望します。

６　事務局（問合せ先）
　　くらし・環境部環境局水資源課　水道環境班　望月・植田（054-221-2420）
　　交通基盤部都市局生活排水課　計画班　久木田・岩辺（054-221-3082）



提 供 日 2025/01/20

タイトル 天竜川水系の取水制限（第１報：開始）

担　　当 くらし・環境部 環境局水資源課

連 絡 先 水資源班

TEL 054-221-2256

-危機管理情報-

天竜川水系の取水制限（第１報：開始）

　天竜川水系では、11月下旬以降の少雨により、ダム貯水量が減少している。このため、天竜川水利調整協議会（会長：静岡県く
らし・環境部長）は、１月20日（月）に幹事会を開催し、天竜川水系の取水制限を次のとおり決定した。

１　決定事項

　 １ 月21 日 （ 火 ） 午前 ９ 時 から 、 次 の 取水制限率 による 第 １ 段階 の 取水制限 を 開始
　 し 、 同水系 からの 取水 を 制限 する 。

　　上水道５％、工業用水10％、農業用水10％
　

２　今回の取水制限における具体的な対応と県民への影響

　○上水道は、配水管理を徹底し、併せて県民への節水の呼びかけを行う。（一般
　　家庭への給水制限を直ちに行うものではない。）
　○工業用水は、配水管理を徹底し、併せて給水事業所への節水の呼びかけを行
　　う。（給水事業所への給水制限を直ちに行うものではない。）
　○農業用水は、各ほ場等への配水調整を行うとともに、配水管理の徹底を図る。

　 県内における取水制限及び節水の呼びかけ対象市町の範囲
上水道 ４市１町 　浜松市、磐田市、袋井市、湖西市、森町　

工業用水 ３市 　浜松市、磐田市、袋井市　
農業用水 ３市１町 　浜松市、磐田市、袋井市、森町　

　上記の内容を『危機管理情報』として県ホームページに掲載するとともに、市町へ伝達する。

<参考>
佐久間ダムの貯水状況（各日24時時点）

貯水量（千ｍ3） 貯水率（％） 平年比（％）有効貯水量
（千ｍ3） 12月１日　→　１月19日 12月１日　→　１月19日 12月１日　→　１月19日
149,023 111,080　→　73,572 74.5 　→　 49.4 123.1　→　97.7 

※ 貯水率:有効貯水量(ダム容量)に対する比率

佐久間ダム流入量
令和６年11月の平均 187.0m3/s

　　　　　　　　　　　　↓

令和６年12月の平均 79.4m3/s

降水量（気象庁データ）
期間 地点 降水量 平年降水量 平年比 備　考

諏訪 128.0 mm 69.1 mm 185.2 ％
飯田 136.0 mm 93.5 mm 145.5 ％11月
佐久間 162.0 mm 120.9 mm 134.0 ％
諏訪 0.0 mm 41.7 mm 0.0 ％
飯田 15.0 mm 65.4 mm 22.9 ％12月
佐久間 1.0 mm 78.1 mm 1.3 ％
諏訪 13.0 mm 43.2 mm 30.1 ％
飯田 27.0 mm 63.4 mm 42.6 ％１月
佐久間 20.5 mm 71.0 mm 28.9 ％

　※降水量は
　　１日～19日の合計

天竜川水利調整協議会　構成団体
団体名 委員 幹事

静岡県くらし・環境部 会長 部長 水資源課長
電源開発株式会社 中部支店長 佐久間電力所長
独立行政法人水資源機構中部支社 次長 施設管理課長
農林水産省関東農政局 農村振興部長 西関東土地改良調査管理事務所長
浜松市上下水道部 管理者 浄水課長

委員



寺谷用水土地改良区 理事長 事務長
磐田用水東部土地改良区 理事長 事務局長
浜松土地改良区 理事長 事務局長
経済産業省中部経済産業局
資源エネルギー環境部

資源エネルギー環境部長 電力・ガス事業課長

愛知県 農林基盤局長 農地計画課長
静岡県 農地局長 農地計画課長
静岡県企業局 局長 水道企画課長
国土交通省中部地方整備局 河川部長 浜松河川国道事務所長
愛知県建設局 局長 河川課長
静岡県交通基盤部

顧問

理事(土木技術担当) 河川砂防管理課長
静岡県くらし・環境部 事務局 水資源課

天竜川における近年の取水制限実施状況
年度 取水制限 期間 日数

Ｒ３
第１段階
第２段階

令和４年１月７日～令和４年１月27日
令和４年１月28日～令和４年３月25日

 21日間
 57日間　　（78日間）

Ｒ４
第１段階
第２段階
第１段階

令和５年１月12日～令和５年２月６日
令和５年２月７日～令和５年３月３日
令和５年３月４日～令和５年３月24日

 26日間
 25日間
 21日間　　（72日間）

Ｒ５ 第１段階 令和６年１月10日～令和６年２月28日  50日間



提 供 日 2025/01/20

タイトル 静岡県推計人口　前月比3,231人の減少

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 人口就業班

TEL 054-221-2995





提 供 日 2025/01/21

タイトル 「公共ライドシェア」アドバイザー養成講座に知事が
登壇します！

担　　当 交通基盤部 都市局地域交通課

連 絡 先 地域交通班

TEL 054-221-2852

「公共ライドシェア」アドバイザー養成講座に知事が登壇
します！

　一般社団法人全国自治体ライドシェア連絡協議会（全自連）では、「公共ライドシェア」の普及に向け、「公共ライドシェア」
アドバイザー養成講座を実施しています。
　当講座の第８回セミナーに、知事が登壇し、各地域での公共ライドシェア導入に向けて、熱い思いを語ります。

１　日　　時
　　令和７年１月27日（月）　午後３時30分から午後５時00分まで

２　場　　所
　　新東京ビル８階（Deloitte Thomatsu Innovation Park）ルームＤ
　　（東京都千代田区丸の内三丁目３番１号）
　　※オンライン併用

３　内　　容
　　・講演　テーマ：持続可能な地域交通に向けて
　　　　　　　　　　地域交通のリ・デザイン〜公共交通の課題とライドシェア〜
　　　　　　講師：鈴木　康友（静岡県知事、全自連顧問）
　　　　　　　　　　　
　　・対談　鈴木 康友（静岡県知事、全自連顧問）
　　　　　　藤井 直樹（元国土交通事務次官、全自連顧問）
　　　　　　　　
４　主　　催
　　一般社団法人全国自治体ライドシェア連絡協議会

５　問合せ先
　　一般社団法人全国自治体ライドシェア連絡協議会事務局
　　メール：info@zenjiren.or.jp

６　参　　考
　　「公共ライドシェア」アドバイザー養成講座について
　　主催者である一般社団法人全国自治体ライドシェア連絡協議会では、公共ライ
　ドシェア導入に必要となるアドバイザー養成講座を開催しています。
　　セミナーの講師は、国土交通省や先進地域の自治体職員、学識経験者等が行い
　ますが、今回８回目のセミナーでは、本県知事が講師を務めます。

mailto:info@zenjiren.or.jp


提 供 日 2025/01/21

タイトル 静岡県水産振興審議会の開催

担　　当 経済産業部 水産・海洋局水産振興課

連 絡 先 水産振興班

TEL 054-221-2744

静岡県水産振興審議会の開催について

○概要
　令和６年度静岡県水産振興審議会を開催し、下記により外部委員に審議いただきます。

記

１　日時
　　令和７年１月29日（水）　午後１時30分から４時30分まで

２　場所
　　静岡県別館９階　特別第２会議室（オンライン併用）

３　出席者
　　委　員　業界関係者、学識経験者など　15名
　　静岡県　農林水産担当部長、水産・海洋局長など10名程度

４　議題
　　＜審議事項＞
　　・令和６年度水産施策の進捗及び実施状況について
　　＜その他＞　
　　・今後の水産業の方向性について

５　傍聴について
傍聴可能人数 先着５名

受付 午後１時00分から１時20分まで
注意事項 ・係員の指示に従い、入場してください。

・体調のすぐれない方の来場はお控えください。



提 供 日 2025/01/21

タイトル 静岡県農業経営士協会、静岡県青年農業士会が総会、
研修会を開催

担　　当 経済産業部 農業局農業戦略課

連 絡 先 革新支援班

TEL 054-221-3290

　第52回静岡県農業経営士協会総会、第38回静岡県青年農業士会総会、全体研修会が開催されます。

１　趣旨
　地域農業の指導的役割を担う農業経営士と、将来の地域農業の推進者となる青年農業士のそれぞれの団体が、総会と研修会を開
催します。
　研修会では、記念講演として立教大学経営学部客員教授で(株)an代表取締役の永谷亜矢子 氏から講話をいただくなど、研鑽を
深めていくこととしています。

２　概要
（１）日　時　令和７年１月28日（火）12：30～17：15
（２）場　所　グランディエール　ブケトーカイ４階（静岡市葵区紺屋町17-1）
（３）日　程
　　12：30～14：30

　静岡県農業経営士協会通常総会　　（４階 シンフォニー２）
　　　　静岡県青年農業士会通常総会　　　（４階 ワルツ）
　　　　　　　※各総会別室で同時進行
　　14：40～17：15

　全体研修会　　　　　　　　　　　（４階 シンフォニー１）
　　　　・増井副知事挨拶
　　　　・記念講演 
　　　　　「観光立国日本  一次産業と観光とは　6次産業化の今」
　　　　　　　立教大学経営学部客員教授、(株)an代表取締役 永谷亜矢子 氏
　　　　・その他情報提供
　　　　　　　経営士協会、県庁（農業ビジネス課、農業戦略課、お茶振興課）
 ＊当日の進行によっては、時間が前後する場合がありますので、御了承ください。
（４）出席者　農業経営士110名、青年農業士40名

【参考】
●静岡県農業経営士協会
　地域の農業者の目標像となり、農業の担い手の育成に指導的役割を担う農業者として県知事が認定した「農業経営士」で構成す
る。令和７年１月15日時点の会員数は266名。　　
●静岡県青年農業士会
　地域農業の次世代を担う青年農業者として、県知事が認定した「青年農業士」で構成する。令和７年１月15日時点の会員数は
113名。



提 供 日 2025/01/21

タイトル デザイナーと学ぶものづくりの魅力！県内小学校でホ
ビーを活用した体験授業を実施します

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 地域産業班　遠藤

TEL 054-221-2812

県内小学校でホビー（プラモデル）を活用した体験授業を実施します！

　県では、子どもたちにものづくり産業の魅力を伝えるため、第一線で活躍するプロダクトデザイナーとの交流や静岡県の地場産業であるプ
ラモデルの製作を行う体験授業を実施しています。１月～３月は４校の児童が体験します。

（１）開催概要

区　　分 内　　容

趣　　旨 ホビーを通じて、ものづくりの素晴らしさに触れ、クリエイターへの憧れを
醸成し、将来のものづくり人材の育成を目指す

座学講師
根津 孝太 氏　
　znug design 代表
　千葉大学デザイン・リサーチ・インスティテュート 特任教授

実施内容
【座学】　プロダクトデザイナーによるものづくりの仕事の魅力について
【体験】　ミニ四駆（根津氏デザイン）の製作体験
※座学については、対面又はオンラインにて実施します

対　　象 県内小学校　６年生

主　　催 静岡県

企　　画 静岡大学　芳賀 正之 教授

（２）実施校・日程　（１月～３月実施分）

学　　校 【座学】実施日 【体験】実施日

１ 藤枝市立朝比奈第一小学校 1月30日（木）　*対面 同日

２ 島田市立六合東小学校 2月  4日（火）  *オンライン 2月5日（水）

３ 藤枝市立西益津小学校 2月18日（火）  *オンライン 同日

４ 浜松市立葵が丘小学校 3月  5日（水）  *オンライン 同日

　【今年度 実施の様子】　

　　 　　

（３）取材について
　あらかじめ実施校の許可を得る必要がありますので、取材希望日の前日（土・日・祝日除く）の正午までに地域産業課(担当：遠藤）まで
御連絡ください。

＜参考＞ 根津孝太氏プロフィール
・1969年東京生まれ。トヨタ自動車入社、愛・地球博『i-unit』コンセプト開発リーダー
・2005年有限会社znug design設立、グッドデザイン金賞 2020（経済産業大臣賞）(LOVOT)

 



提 供 日 2025/01/21

タイトル ｢薬学生向け静岡県病院合同業界研究会｣の開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬事課薬事企画班

TEL 054-221-2410

 【 第 ２ 回 を 開催 します ！】
 県内37 病院 による 薬学生向 け 説明会

　県では、県内病院での病院薬剤師を志す現役薬学部大学生(以下「薬学生」とします。) 病院情報を提供するため、公益社団法人静岡県
病院協会及び静岡県病院薬剤師会と連携し、オンラインによる業界研究会を開催します。

１ 開催日時
　令和７年２月23日(日・祝)　正午から午後４時35分まで

２ 開催方法
　オンライン開催

３ 開催規模
　県内37病院が参加

４ 内容
　12:00～12:05 オープニング
　12:05～12:25 特別講演１

「病院が求めている人材等について」
　 静岡県病院薬剤師会副会長

（聖隷沼津病院薬剤課長）
牧野　和也氏　　　　　

　12:25～12:45 特別講演２
「病院薬剤師のキャリアアップについて」
静岡県立総合病院薬剤部

　　　嘉屋　道裕氏
　12:45～13:05 特別講演３

「薬学生の就職活動の動向や面接、見学等の心構え」
エムスリーキャリア株式会社　キャリアアドバイザー

　13:25～16:35 合同説明会（30分×５ターム）
※ 参加病院がそれぞれのブースで説明

５ 申込方法
　参加希望の薬学生は、下記サイトにて申込登録を行ってください。
　（２月14日(金)午後６時まで）
　薬キャリ１st2026事務局　エムスリーキャリア株式会社
　(URL) 
　https://pcareer.m3.com/1st/2026/event/108

６ その他
　・詳細は、別添のチラシをご覧ください。

https://pcareer.m3.com/1st/2026/event/108


提 供 日 2025/01/21

タイトル 令和６年度静岡県薬事審議会の開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬事企画班

TEL 054-221-2411

　令和６年度静岡県薬事審議会を開催します。

（概要）
１　日時
　　令和７年１月27日（月）　午後１時３０分から３時３０分まで

２　場所
　　静岡県男女共同参画センターあざれあ　大会議室
　（静岡市駿河区馬渕1丁目17-1 ）

３　議題（予定）
　（１）薬事行政における諸課題について
　　　ア　地域連携薬局・専門医療機関連携薬局の認定状況
　　　イ　薬剤師確保の取組
　　　ウ　薬物乱用防止の取組
　　　エ　「大麻草の栽培の規制に関する法律」施行に向けた対応
　　　オ　医薬品品質確保の取組
　　　カ　医療DXの取組（電子処方箋導入促進事業）

４　出席者
　静岡県薬事審議会委員
　健康福祉部生活衛生局長
　健康福祉部生活衛生局薬事課長、薬事課技監兼課長代理

５　県民の方の傍聴について
　（１）会議の傍聴を希望される方は、開催時刻までに会場にお越しください。
　（２）会議の傍聴定員は５人とし、先着順で受付します。
　（３）会議の傍聴に当たっては、次の事項を遵守してください。
　　　・静粛に傍聴してください。
　　  ・発言、拍手その他の方法による可否の表明をすることはできません。
　　  ・会場内での飲食、喫煙は御遠慮ください。
　　  ・その他、会議の支障となる行為はできません。
　　  ・以上の規定をお守りいただけない場合は退場していただくことがあります。



提 供 日 2025/01/21

タイトル 令和６年度第３回環境審議会を開催します

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3597

令和６年度第３回静岡県環境審議会を開催し、「指定希少野生動植物の指定」、「河川における環境基準の水域類型の見直し」
及び「浜名湖圏域流域水循環計画の策定」の審議等を行います。

１　日　時　　　令和７年１月27日（月）午後１時30分から午後３時30分まで

２　会　場　　　県庁本館４階特別会議室（委員の一部はオンラインでの出席）

３　出席者　　　

　(1) 県環境審議会委員 18名（予定）

　(2) 県　くらし・環境部長ほか

４　議　題

(1)審議事項

  ・指定希少野生動植物の指定

　　・河川における環境基準の水域類型の見直し

　　・浜名湖圏域流域水循環計画の策定

(2)報告事項

  ・企画部会審議結果

  ・水源保全地域の指定区域の変更

　　・温泉部会審議結果

５　傍聴について

　　傍聴を希望される方は、当日の午後１時15分から午後１時30分までの間に会場へお越しください。

６　問合せ先

　　０５４－２２１－３５９７（くらし・環境部環境局環境政策課 企画班）

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果の公表



提 供 日 2025/01/21

タイトル 令和６年度静岡県多文化共生審議会の開催

担　　当 知事直轄組織 地域外交局多文化共生課

連 絡 先 多文化共生班

TEL 054-221-3316

令和６年度静岡県多文化共生審議会の開催

静岡県の多文化共生を取り巻く現状などを踏まえ、外国人県民を含めた全ての県民が安心して暮らし、活躍できる多文化共生社会の実現
を目指すため、各界の委員から意見を伺う「静岡県多文化共生審議会」の令和６年度会議を開催します。

１　日時
令和７年１月２７日（月）
午後１時３０分から３時３０分まで

２　会場
静岡県庁 別館９階 特別第１会議室

３　議題
　　多文化共生推進基本計画の進捗状況の評価　等
４　委員

氏　　　名 現　　　　　　職

田平　相川　アンジェラ　明美
浜松いわた信用金庫　
(一社)磐田国際交流協会　理事

石川　雅洋 浜松商工会議所　副会頭

内薗　初音 協働組合ＧＴネットワーク　管理部責任者

金田　篤実 名古屋出入国在留管理局　首席審査官

川越　レニ 株式会社東横イン
浜松インドネシア友好協会　インドネシアコミュニティ委員長

岸田　裕之 (一社)静岡県商工会議所連合会　会長

佐伯　康考 静岡文化芸術大学文化政策学部　准教授

坂本　勝信 常葉大学外国語学部グローバルコミュニケーション学科　教授

髙畑　幸 静岡県立大学国際関係学部　教授

竹内　浩視 (一社)静岡県医師会　理事

田中　惠子 (特非)浜松外国人子ども教育支援協会TOMO2顧問

テオドロ　アナ　マルガリータ
社会福祉法人聖母福祉会聖ヨゼフの園
(特非)フィリピンボランティア支援協会　代表

西山　充彦 沼津商工会議所　副会頭

廣野　篤男 静岡県自治会連合会　会長

村松　尚子 富士市立吉原小学校　校長

5　取材について
　　取材を希望する場合は、直接、会場にお越しください。



提 供 日 2025/01/21

タイトル モンゴルから来静した電力研修員３人が副知事を表敬
訪問します

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班

TEL 054-221-3066

モンゴルから来静した電力研修員３人が静岡県副知事を表敬訪問し、研修への抱

負を語ります。

（要　旨）

本県と友好協定を締結しているモンゴル国ドルノゴビ県と同国エネルギー省から研修員３人が来静し、日本の電力事情について理解を深

めるための研修を受講します。研修開始にあたり、研修生３人が静岡県副知事を表敬訪問し、１か月にわたる研修への抱負を語ります。

（概　要）

・日　　時　 令和７年２月３日(月)　13時15分から13時35分まで

・会　　場　 静岡県庁東館５階　副知事室

・参 加 者　静岡県副知事　　　  　増井　浩二

　　　　　　   中部電力静岡支店長　植田　光紀

　　　　　　  地域外交課担当部長　松村　昭宏　他

・次　　第　１　副知事歓迎挨拶

　　　　　　  ２　中部電力株式会社静岡支店長挨拶

　　　　　　  ３　研修員自己紹介

　　　　　　  ４　記念品贈呈

　　　　　　  ５　記念撮影

・言　　語　日本語・モンゴル語（通訳あり）

・出 席 者

No 氏名 所属
１ グンジデ・ムンフトゥル エネルギー省企画政策部電力課主幹
２ フレブスレン・ムンフバダラル エネルギー省財政局投資課主事
３ バサン・エンフザヤ エネルギー省バガノール東南地域電力供給公社

ドルノゴビ県支局主任

・研修概要

期　間 令和７年２月２日（日）～３月５日（水）（32日間）

内　容 日本語研修及び電力専門研修（実地）

訪問先 中部電力株式会社本店、グループ各施設、浜岡原子力発電所等


